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			第１章　魔法で変身、お嬢様！

			


			　栗くり栖す川がわ桃ももが、腰までの長い黒髪をなびかせて朝の校門をくぐる。それを目ざとく見つけた数人の女生徒が、スカートを翻しながら駆け寄ってきた。

			「あ、栗栖川さんよ！」

			「ごきげんよう、栗栖川さん！」

			　前を歩いていた生徒たちもその声で振り返り、さらに後から来た少女たちも加わって、朱色の鮮やかなブレザーが数十人、十重二十重とえはたえに桃を取り囲む。

			　良家や資産家の女子が多く通う、お嬢様学園。近頃の女の子にしては上品な雰囲気が、全体に漂っている。そんな中にあって、桃は、自分がひときわ目立つ存在である事を自覚していた。歩みを緩め、取り囲む少女たちに優雅な笑みを返す。

			「おはようございます、みなさん。ごきげんよう」

			「きゃ～っ!!」

			　その挨拶が終わらないうちに、甲高い歓声が校舎前に響き渡った。桃が入学してから間もなく始まったこの謎儀式、気づけば一年以上も続いている。こんなので嬉しいのかな、なんて思わなくもないけれど、彼女たちの明るい顔の前では、そんな疑問は無粋だろう。

			　それより、もっと気になっている事があった。周囲八十センチメートルより内側に、誰も侵入してこない。遠すぎず近すぎず、微妙な距離感。話の端々から察するに、それ以上は接近してはならないという暗黙のルールが、彼女たちの間にあるらしい。まるでアイドルのファンクラブか、教祖を崇める信者のようだ。

			「栗栖川さんの髪、艶があってとても綺麗ね。どんなお手入れをしているの？」

			「きっと、すごく高級なシャンプーを使っているんでしょうね」

			　一番近くにいた女生徒が親しげに話しかけてくる。いかにも普通の友達っぽい会話だけど、それでも距離を詰めてくる事はない。

			「父が海外からお土産を買ってきてくれた時は、そういったものを使う事もあるわね」

			「やっぱり！　いいなぁ」

			　桃は素早く頭を巡らせ、適切と思われる答えを返した。セレブ感を醸しつつ、嫌味にならないラインを探り出す。彼女たちは納得してくれたらしく、羨ましそうに髪を眺めた。けれども、その純粋な眼差しは、罪悪感をチクチクと刺激してくる。

			（外国ってどこのよ！　私、ブランドとかよく知らないわよ!?）

			　確かに両親は年の半分海外暮らし。それが当たり前になりすぎて、子供の頃ならともかく、最近はお土産なんてとんとご無沙汰。そもそも桃自身、そういった事に興味がなかった。むしろ、取り巻きの娘たちの方が詳しいんじゃないだろうか。具体的な銘柄なんか尋ねられたらどうしようと、背中に冷や汗を流す。

			　それでも、彼女たちの前で格好悪いところは見せられない。

			　なぜならば、栗栖川桃は、学園中の女生徒が憧れるお嬢様。高嶺の花とまで呼ばれる、至高の存在なのだから。

			（て事になってるみたいだけど……私、いつからそんなご大層な人間になったのかしら）

			　正直、分不相応な扱いに戸惑いを禁じえない。

			　祖父が興した会社は、知らない者のない大企業。幼い頃からお嬢様なんて呼ばれ方をしてきたし、それなりに教養も叩き込まれた。ただ、そんなものは単なる家庭環境。自分が何かを成し遂げたわけじゃなし、中身はみんなと同じ、普通の女の子だ。

			（それとも、見た目がそれなりだから過大に評価されちゃってるのかしら。……自分で言うのも何だけれど）

			　目は多少切れ長で、鼻筋も通っているから、そこそこ美人の自覚はある。でも、身長は百六十センチくらいで、特別高いわけじゃない。話題に上がった髪も、軽くウェーブした癖っ毛がむしろ悩みの種で、ブラッシングに時間をかけているだけ。シャンプーもコンディショナーも、ボディソープだって、スーパーで普通に買える市販品だ。

			　でも過大評価だろうと幻想だろうと、おだてられたらその気になってしまうもの。みんながイメージするお嬢様像を裏切るまいと振る舞っているうちに、いつしか、実像を超えた学園のアイドルに祭り上げられてしまった。

			（まぁ、悪い気はしないけど……弊害もあるのよねぇ）

			　桃には、親しい友達というものがいなかった。こちらから接近しようと思っても、肩を並べるのもおこがましいと距離を取られてしまう。

			　それでも、可愛い女の子たちからの熱視線なんて、望んで手に入るものじゃない。ちょっとばかり肌がこそばゆいけど、この快感を手離すなんてもったいない。というわけで、親友が欲しい気持ちと天秤にかけ、今のポジションを選択したのだった。

			　だからこそ、人気者の義務として、イメージを損なうような言動は厳に慎むよう心がけていた。唇には常に柔らかな微笑みを湛え、足元は優雅に運ぶ。少しでも気を抜こうものなら、一生懸命に纏まとった「お嬢様オーラ」など、簡単に霧散してしまうのだから。

			「さあ、みんな。こんなところで油を売っていたら遅刻してしまうわよ」

			　はぁ～いと、お行儀のいい声が一斉に返ってくる。そして桃を先頭に、ぞろぞろと昇降口に向かった。ハーメルンの笛吹きのごとき行列に、隠れて苦笑せずにいられない。

			　ただ、少女たちが一定の距離を置いてくれるのは、実のところ、好都合でもあった。

			


			「ただいま帰りました」

			　返事がないのを承知で、きちんとした挨拶を習慣づけるため、あえて口に出す。

			　桃の家はマンションの上層階。エレベーター直結の部屋で一人暮らしをしていた。進学のご褒美として、祖父に冗談半分でねだったら、二つ返事で快諾してくれたのだ。

			「いくら孫を溺愛してるからって、簡単にお願いを聞くのはどうかと思うわ」

			　自分の我侭を棚に上げて祖父に呆れもしたけれど、せっかく手に入れた自由空間を満喫しない選択肢はない。

			　脱いだ制服をソファに投げ捨て、下着姿でリビングを横切る。通りに面した窓は天井まである特大サイズだけど、周辺で一番高い建物なので、誰にも見られる心配はない。そのせいか、最近は部屋着を着るのも億劫おっくうになっていた。この調子だと、いつ下着すら着けない裸族になってもおかしくない。

			「いや待って。裸だと身体を常に監視し続けるわけだし……体型維持にはいいかも」

			　裸族への一歩を踏み出しつつ、趣味部屋のドアを開ける。そこは、桃にとって至福の楽園。もし学園の信奉者たちが見たら、卒倒するかもしれない秘密の空間。

			　何しろ、壁に並べた棚という棚に、美少女フィギュアや美少女アニメ、美少女を攻略するゲームなどが、昔から最近のものまで、ところ狭しと並んでいるのだから。

			「うへへ……。やっぱりいいなぁ……」

			　二次元少女が詰まった空間で、両手を頬に当てうっとり微笑む。傍から見たら相当に気持ち悪い顔をしているに違いないけど、それこそ誰も見ていないのだから気にしない。

			　ともかく、これが桃の趣味だった。幼少期、お稽古けいこごとや家庭教師による勉強ばかりで友達と遊ぶ機会が少なく、たまに同世代の子と会っても、自分をライバル視するばかり。両親も共働きで忙しく、結局、テレビが友達という環境に落ち着き、それが今も変わらず継続──というより、エスカレートしているだけなのだった。

			「世間知らずのお嬢様たちには、ちょ～っと衝撃的かもしれないしなぁ」

			　知られたところで困る事はないけれど、ファンの抱くイメージを大切にする桃は、ひた隠しにする事に決めていた。

			「みんなの前で澄ましてる分、家で好きにして何が悪い！」

			　拳を突き上げ、鼻息荒く自分を擁護する。どうせ訪ねてくる友達がいるわけじゃなし、子供の頃同様、一人で楽しませてもらうだけだ。

			「さてと、今日は……」

			　帰り道で構想した通り、女の子向け変身ヒロインアニメのソフトをプレイヤーにセットした。パソコンやスマホで見られる配信版もあるけれど、誰にも気兼ねしないで済む環境なのだから、大画面と大音量で楽しむべき。

			　そんなわけで桃のリビングは、音響雑誌を参考に、百インチモニターと７．１チャンネルのスピーカーを備えた、ホームシアターに改造されていた。

			　さらに、ウォークインクローゼットから一着の派手な服を出す。このアニメの主人公が変身した時のコスチュームだ。自ら型紙を起こし、生地を裁断し縫製して自作した。

			　他にも数着あるけれど、純白の天使を模したこれが一番のお気に入り。ふわりと広がったスカートや背中の小さな羽、アクセサリー類、各部の光沢に至るまで、可能な限り再現を試みた逸品。誰にも見せる機会がないのがもったいないほどの自信作。

			「ふふん、ふふ～ん」

			　再生された画面に合わせてテーマソングを口ずさみながら、袖を通し、ガーターベルトと膝上のストッキングを装着。子供向けにしては色っぽいコスチュームも、大人のファンが多い理由らしい。もちろん桃もその一人。

			「準備完了ぉ～」

			　金髪のウイッグをかぶり、完全装備でソファに腰を下ろす。主人公と同じ服で見るというのが、桃独自の鑑賞スタイルだ。これで気分を上げて作品世界に没頭し、画面いっぱいに暴れる美少女の肢体を、心ゆくまで鑑賞できる。

			「ここ！　この作画、気合入ってるなぁ。格好いいし可愛いし、何回見ても飽きないわ」

			　主人公のアクションシーン。思いきり脚を上げてからの蹴り下ろし。子供向けらしからぬ脚線の色っぽさとギリギリ下着が見えない絶妙さが、ネットでも話題になった場面だ。

			「くぅ～、いい！　今のところ、もう一回！」

			　リモコンを手に取り、早戻しと再生を繰り返す。はぁはぁと息を荒らげて我ながら気持ち悪い。こんな姿、桃のファンどころか、他の人には見せられない。

			　二話分鑑賞したところで、今度は変身シーンで一時停止した。

			「こう……こう、かな？」

			　もちろん、決めポーズをマスターするためだ。壁に嵌はめ込まれた鏡を見ながら、脚の開き方や首の角度に至るまで、完璧を求めて徹底研究する。

			　でも、こんな時の桃には、もっと表には出せない癖があった。

			「…………んっ」

			　無意識に、声を漏らす。脚の間を小さな疼きに不意打ちされて、堪らず内股になってしまう。画面の女の子を凝視している時、高確率で訪れる甘い痺れ。それは瞬く間に我慢できないほど大きく脈打ち、桃の眉を困惑の形に下げさせる。

			「やば……。また、なっちゃった……」

			　膝から力が抜けて、ソファに崩れ落ちる。アニメばかりとは限らない。クラスの女の子を見ていても、時々、身体の恥ずかしい場所がウズウズして堪らなくなる。

			　桃は、可愛い女の子が大好物だった。それも、相当に性的な意味で。もちろん学園では耐えるけれど、ここは人目のない自宅。抑制が、働いてくれない。

			「それもこれも、可愛い子ばっかりなのがいけないんだわ」

			　二次元三次元を問わず、目に映る範囲に好みの子が多すぎて悩ましい。なんて感じで責任転嫁し、ゆっくりとソファの背もたれに頭を預ける。目を閉じ、喉を反らせ、膝を立てながら大きく脚を開くと、両手でスカートをたくし上げた。

			「駄目……。服、シワになっちゃう……」

			　それすらも、手を止める理由にはなってくれない。恥ずかしい格好に震えながら、剥き出しになった下着の中心を、軽く、そっと撫で上げる。

			「──んッ！」

			　強烈きょうれつな快感が一気に頭まで突き抜けた。内腿が突っ張り、ソファの座面に置かれた爪先が強張る。

			「はぁぁ……あぅんっ」

			　息を整えようとする桃の意志に反し、指が勝手に動いた。せっかちな身体の要求に応えて下着の底を横にずらし、直に性器を擦り始める。まだ乾いていたそこが、湿り気を帯びてきた。摩擦がスムーズになり、指の動きから躊躇ちゅうちょが消えていく。

			「ん、あ……んあっ……」

			　人差し指と薬指で秘裂を掻き分け、中指を粘膜に沈める。それほど頻繁にオナニーしているつもりはないのに、もう分かってますと言わんばかりに柔襞やわひだが絡みついてきた。性器が気持ちいいのはもちろん、指先までが快感を覚える。ピリピリと小さな痺れが、腕を伝って背筋をくすぐる。それが気持ちよくて、さらに小刻みに陰唇を震わせる。

			「…………んっ」

			　淡い快感が徐々に広がり、足腰が小さく跳ねる。スカートが落ちないように左手で押さえておくのが面倒くさくなってきた。座っているのさえ辛い。

			　ふと、一時停止中の画面が目に入った。可愛いポーズの変身ヒロインを目蓋の裏に焼きつけ、再び目を閉じ、同じ格好の彼女を愛撫している気分に浸る。

			「ああ……はぁ……」

			　膝を開き、指を三本使って淫裂を撫でる。同時に、胸部のスリットから左手を挿し入れた。デザインにあった縦ラインを利用して、コスプレオナニー用に改造したもの。布地の内側では、乳首が待ちかねたように身を硬くしていた。不満を溜めたその突起を、なだめるように指で挟んで捩ねじり上げる。

			「はぅッ！」

			　手慣れた絶妙な力加減で、激痛直前の快感が全身を硬直させる。当然それは股間にも影響し、粘り気の強い恥液がどろりと零れる。

			「き……気持ちいい……」

			　コスチュームが微かに衣擦れの音を立て、自分がどんな姿で自慰をしているか強く意識させられる。羞恥と興奮で淫裂が大量の蜜を漏らし、いやらしい水音を響き渡らせる。

			「あっ。もっと、もっと……ンあんっ」

			　粘膜を複雑な動きでくすぐって、自分を追い詰める。同時に、左手で右乳首を転がし苛める。構ってもらえない左乳首が激しく疼いて不服を申し立てるけど、昂ぶり始めた身体には、そこまで気遣いできる余裕がない。身体の中で快感と切なさが入り混じり、ソファの上を転げ回る。

			「あぁ……触って……。女の子が、私のおっぱい……こうして……んンッ！」

			　女の子に乳首を苛められたい。でも妄想でしか叶わない。せめてもという思いで、唇を舐め回した。舌先が触れる感覚でキス気分。エア口づけの侘わびしさよりも快感が勝って、頭の中を痺れさせる。せわしなく動く指が、淫裂と乳首を絶頂まで一気に追い立てる。

			「あ、あ、あン！　だめ、イク……イクぅ！」

			　身体が跳ねた。伸ばした舌も硬直し、震えながら絶頂快感をたっぷり味わう。

			「あッ、ふあっ……ンっ。…………はぁぁぁぁ」

			　次第に力が抜けていく。片脚が座面から落ち、だらしのない格好でソファに身を横たえる。そして、止まったままの画面を薄目で眺めた。

			　一人で楽しめるこの環境は、確かに桃の理想郷。それでも、快感が引いてくる瞬間だけは、どうしても思ってしまう。

			「……仲間が、欲しいな」

			


			　起立した桃が、英語の教科書を音読する。流暢りゅうちょうな発音に、生徒だけでなく、教師までがうっとりと聞き入っている。

			「パーフェクト。素晴らしいです、栗栖川さん」

			　そんな風に褒め称えられるのは、英語に限らない。

			　数学でも、板書された問題を正解できなかった事なんてなかった。美術や音楽といった芸術分野においても、誰もが一目置く才能を見せる。みんなが完璧なお嬢様像を求めるなら、その期待に応えるのが義務。あらゆる面で、成績優秀でいなくてはいけない。

			　ただし、運動に関してだけは例外だった。

			　今日の体育はバスケットボール。部活ではないので、前半に簡単な基礎練習をしただけで即ゲーム開始。コートで甲高い声を上げながら、赤と青のゼッケンが入り乱れる。

			「ボールこっち……あっ!?」

			　桃の求めたパスがカットされた。奪われたボールは、あっさりゴールに吸い込まれる。

			「はぁ……はぁ……」

			　顎あごを甲で拭う。白いＴシャツや、ポニーテールに束ねた髪も、汗でぐっしょりだ。優雅な振る舞いを心がけているのに、そんな余裕が少しもない。

			　人並みより少しは動けると自負している桃だけど、世の中、上には上がいる。

			「キャーッ、かっこいい～!!」

			　さっきからゴールを連発している少女に、ギャラリーから悲鳴のような歓声が上がる。栗色のショートヘアが所々小さく跳ねて、桃とは違うタイプの癖っ毛の持ち主の、大きくて丸い目が印象的なクラスメイト。

			「うん、ありがとぉー！」

			　軽く手を挙げ、声援に応えている。けれどそれが恥ずかしいのか、微笑むというより、はにかんでいると表現した方が近い感じ。

			（黄色い声なんて慣れたものでしょうに）

			　顔には出さず、胸の内でやっかみを漏らす。

			　坂さか牧まき橙とう果かは、運動神経の塊みたいな女の子だ。特定のクラブに所属せず、複数の運動部を助っ人として日々忙しく駆け回っている。彼女が出場する試合には全部行く追っかけも存在していて、その数は桃のファンに勝るとも劣らない。

			　桃が文科系の花ならば、橙果は運動部の星。二人は学園の人気を分け合う二大アイドルにして、ライバルなのだった。

			　日ごと拡大する二大勢力は、同時に亀裂も深めていた。事あるごとに衝突し、桃と橙果のどちらが優れているかで論争が絶えない。

			（得意ジャンルが違うんだから、結論なんて出るわけがないのに）

			　互いの取り巻きが壁を作っているので、彼女とはまともに会話した覚えもない。ファン同士の対立に気を揉まなくてはならないのも、人気者のつらいところ。

			　さらに悩ましいのは、肝心の二人に争いを止める手立てがない事だった。桃はファンが畏れ多いと距離を置くし、橙果に至っては、そんな対立がある事自体を知らない様子。現に、応援席でファン同士が睨み合っているのに気づかず、のほほんとプレイしている。

			（素直っていうか……天然？）

			　常に気取っていなくてはいけない桃にとって、自然体で注目を浴びる橙果は、正直言って妬ましい存在だった。そんな彼女に、自分に向けられるべき女の子の視線が半分も奪われて、面白くないわけがない。

			（でも……）

			　確かに、不思議と目を離せなくなる存在感が、彼女にはあった。

			　身長は桃と同じくらい。胸筋に乗った乳房は意外と大きく、引き締まったお尻のおかげで脚もすらりと長く見える。躍動感のある性格と身体は、確かに人気者の素質十分。実際に桃も、気づけばいつも、彼女の姿を目で追ってしまっているくらい。

			（どちらが本当の学園のアイドルか、そのうち決着をつける必要がありそうね）

			　ファンにいいところを見せられない焦りから、嫉妬に満ちたセリフを視線に乗せて橙果にぶつける。すると、その心の声が聞こえたかのように、彼女が振り返った。

			「──！」

			　その瞬間。心臓が大きく跳ね上がった。少しも屈託のない、純真そのもののような微笑みに、高鳴る胸を抑えられない。

			（ま……まただわ）

			　いつからだろう。橙果を見ていると、しばしば落ち着きを失ってしまう時がある。無垢な笑みを向けられるたび、平静を保てなくなる。

			（もしかして胸の病気？　お医者様に行った方がいいのかしら）

			　とか馬鹿な事を考えていたら、プレイが再開していた。懸命に食い下がったけど、結局は一方的な展開で終了。勝ち誇る橙果ファンと、運動だけのくせにと見下す桃ファン。仲裁するにも、敗北したタイミングでは説得力に欠ける。

			「さすがに好ましい状況じゃないわよねー。何とかならないものかしら」

			　責任を感じつつ、溜め息を吐つきながら体育館を後にすると、桃を応援してくれたクラスメイトたちが「次はがんばってね」なんて励ましてくれた。

			（その気遣いを、橙果のお友達にも向けてあげてよ）

			　嬉しくもあり、申し訳なくなって返した笑みを、彼女たちはどう解釈したのか。きゃあきゃあと嬉しそうに声を弾ませ教室へ駆け込んでいく。桃は肩を竦すくめ、自分の席に戻り制服に着替え始めた。

			　橙果のおかげで体育は正直憂鬱。ただし、この時間だけは別。至福のひと時だった。

			　女子校なので、割とみんな無防備だからだ。大胆に服を脱ぐし、スポーツブラから普通のブラに着け直す際、平然と胸を晒す娘もいる。桃の席は窓際の最前列。教室全体を眺められる好位置をいい事に、夢のような光景を堪能した。

			（眼福眼福……て、私は中年のスケベおやじか！）

			　自分に突っ込みを入れるけど、これは同性の特権。澄ました顔で、心の中は浮かれまくり。ブラウスのボタンを留めながら、もっといい場面はないかと視線を巡らす。

			　すると斜め後ろの席で、橙果がブラシで髪を整えていた。

			（この娘、意外と女の子らしいのよね）

			　最初の頃はただのスポーツ馬鹿だと思っていたけど、仕種がいちいち可愛らしい。今だって、机に置いた鏡の前にしゃがんで、癖っ毛を矯正しようと健気に頑張っている。集中しすぎて唇が尖っているのだけど、本人は気づいていない。知っているのは、多分クラスで桃ひとり。子供のような表情を独り占めして、ちょっとだけ優越感。

			（ブラシもピンク色で可愛いなぁ。描かれてるのは……何のキャラクターだろ）

			　よく観察したいけど、ジロジロ見るのも失礼だ。桃ファンの手前、普通に尋ねる事もできない。諦めて自分の着替えを終わらせようとした。

			（ん？　…………んんっ!?）

			　ぶんと顔を振って思わず二度見。彼女が使っている白いフレームの四角い鏡。あれは、昨日観ていた変身ヒロインアニメのグッズ。それも普通に買えるものではなく、イベントのみの限定品。装飾が主人公の使う紋章のレリーフのみで、アニメグッズっぽい派手さがないので、普段使いできると狙っていたのだ。

			　だけど、幼女と親子連れメインの催しに、女子校生が単身で突入するのは心理的ハードルが高かった。通販での扱いもなく、さすがの桃も泣く泣く諦めた幻の一品。

			（そそそ、それをどうして坂牧さんが!?）

			　まさか、ああ見えて相当なマニアなのか。もしかしたら趣味を語り合えるお仲間になれるのではないかと、急速に期待が膨らむ。

			「さ……坂牧さん、それって…………」

			「……え？」

			　顔を上げた橙果の目も口も、綺麗に真ん丸。今までまったく会話のなかった桃がいきなり話しかけてきたので、相当に驚いたみたいだ。

			（だからって、そこまでびっくりする？）

			　ともあれ、どう切り出すのが自然だろう。最初のひと言を慎重に選んでいたら、クラスメイトが二人、滑り込むようにして間に割り込んできた。

			「栗栖川さんっ、ちょっといいかしらっ!?」

			「橙果っ、あのね！」

			　仲が悪いわりに息がぴったり。彼女たちの必死な顔を見るまでもなく、意図は明白。用があるわけじゃなくて、単に桃と橙果の会話を阻止したいだけ。現に、二人とも話が続かず目を泳がせている。

			　橙果だけが首を傾げている有様だけど、おかげで、桃に冷静な判断力が戻った。

			（危ない危ない。貰い物かもしれないし、妹さんのを借りてるだけかも）

			　姉妹の存在は聞いた事がないけど、焦って話をこじらせて、変な人と思われたくない。

			（だいたい、女児向けグッズを平然と教室で使えるなんて、他人の目に無頓着な重度のオタクか、まるっきり無関心な人のどちらかじゃない？）

			　橙果の場合、後者である可能性が高い。過大な期待は禁物だ。でも、もしかしたら同好の士かもしれないのに、みすみす逃すのももったいない。

			（グッズの入手ルートと、アニメに対する彼女の興味関心度。何とか知れないかしら）

			


			　悩んでいる間に放課後になってしまった。橙果の座席は桃の斜め後ろ。極めてご近所さんなのに、互いの取り巻きの監視が厳しくて雑談もままならない。

			「モテるっていうのも考えものね」

			　贅沢な悩みに溜息を吐き教室を後にする。よく考えれば、橙果の事を確かめるのは今日である必要はない。急に現れたレアアイテムのせいで、心が掻き乱されていたみたいだ。

			　それでも彼女が気になって、下校前に学園を彷徨さまよってみた。運動部をいくつも掛け持っているというけれど、予定を把握しているわけではないので、片っ端から探してみる。今日の体育が屋内競技だったので、逆に外だろうと見当をつけて、グラウンドを先に回ってみた。そこで活動していたのは、フットサル部やソフトボール部、陸上部など。

			「……さすがに、いきなりは見つからないかぁ」

			　それは仕方がないとして、いくつかの部を見て回って、橙果が助っ人として求められる理由が理解できた。彼女ほど身体が動く人がいないのだ。テニスコートや屋内プールを回ってみても、印象は同じ。みんな熱心にやっているのだろうけど、お上品で迫力に欠けるというか、お嬢様の嗜たしなみという印象が拭いきれない。

			「運動部って目立った実績がないと思ってたら、こんな感じだったのね」

			　新たな知見を得たところで、橙果探しに戻る。残るは体育館くらい。素直にそこから当たればよかったと後悔しながら校舎内を移動していたら、女生徒が五人ほど、パタパタと小走りで寄ってきた。

			「栗栖川せんぱーいっ」

			　全員、一年生だ。学年は違うけど、毎朝のように挨拶してくれるので、顔も名前もよく知っている。

			「こら、廊下を走っては駄目よ」

			「は、はいっ。申し訳ありませんっ！」

			　軽くたしなめると、きっちり桃の手前八十センチで急停止。見事な九十度の角度で頭を下げた。教師に同じ注意をされても、きっとここまで礼儀正しくはしないだろう。この娘たちの中で自分はどれだけ偉い人なんだと、顔には出さず苦笑い。

			「それで、みなさん。私に何かご用？」

			　後輩たちを必要以上に委縮させないよう、できるだけ優しい笑みで尋ねてみる。

			「あ、はい。わたしたち文芸部なんですけど、栗栖川先輩が校内をあちこち歩いているのをお見かけして、どなたかお探しの様子だったので、お手伝いしようってなったんです」

			　人気者がフラフラ歩き回っていたら、それは注目されるに決まっている。目的に気を取られすぎて、自分がそんな存在だというのを失念していた。とはいえ、まさかライバルとお友達になるため、なんて正直に答えるわけにもいかない。

			「ありがとう。気まぐれで部活を見学していただけなの。気を遣わせて、ごめんなさい」

			　桃の手助けができると張り切っていたんだろう。後輩たちは「そうなんですかー」と、あからさまに落胆した顔になった。

			「……よければ、あなたたちも一緒にどう？」

			　ファンを悲しませてはいけないと反省し、心ならずも誘ってみる。彼女たちは瞬時に立ち直り、一斉にコクコク頷いた。

			（これで、坂牧さんへの接触は不可能になっちゃたな）

			　残念だけど、次の機会もあると気持ちを切り替え、可愛い後輩たちとの散歩を楽しむ事にした。でも、やっぱり一応は確認しておこうと、体育館へ。

			　そこでは、バレー部とバスケ部が、半分ずつスペースを分け合って練習していた。そのバスケ側で、橙果が一年生にシュートを教えている。

			（何だ、やっぱりここにいたんじゃない）

			　目的を果たせなくなった途端に見つかる徒労感。とはいえ、どのみち練習中に声をかけるのは難しそうだ。

			（それにしても、助っ人とはいえ、部外者に新人の指導を任せるのってアリなの？）

			　それどころか、正規の部員までが橙果に教えを乞う始末。そんな疑問を持ったのは、桃だけじゃなかったみたいだ。一緒に練習を眺めていた文芸部たちが、見たままを率直にヒソヒソ話し始める。

			「うちの運動部って不甲斐ないわよねー」

			「大人しい娘ばかりだから。文化部の方が色々と賞を頂いているくらいだもの」

			　しかも、さらに辛辣な評価。さすがに言い過ぎだろうと心中穏やかでいられず、慌ててたしなめた。

			「そ、そんな事を言うものではないわ。みんな一生懸命に活動しているんだから」

			　そもそも桃なんて帰宅部なのに、上から目線で批評とはおこがましい。自分の驕りを見せつけられた気分で、冷や汗を掻きながら後輩たちに注意していたら。

			「危ない！」

			　背後で緊迫した声が上がった。何事だろうと振り返る。視界の端で、文芸部たちが蒼褪めているのが見えた時には遅かった。

			　──ばっちーんっ！

			　何かが破裂したような音が、体育館中に響き渡った。顔面を衝撃と熱さと痛みが同時に襲い、意識が遠のきかける。霞んだ視界で丸いものが浮いていた。バスケットボールが当たったのだと理解したのは、周囲で悲鳴が上がった後。

			「きゃあぁぁっ！　栗栖川せんぱぁぁぁい!!」

			「あなた、何て事をしてくれたの!?」

			　辺りが騒然となっている。桃は、薄れそうになる意識を必死に保った。誰がボールを当てたか分からないけど、それは問題じゃない。

			（坂牧さんがいる場所で私が負傷したら、ファン同士の全面衝突になっちゃう！）

			　自分が原因で大喧嘩は引き起こせない。膝を強引に踏ん張って、姿勢を立て直そうとした。でもやっぱり気合だけではどうにもならず、ヘナヘナと床に崩れ落ちる。

			「栗栖川さんっ！」

			　誰かが肩を支えてくれた。エレベーターに乗ったように、身体がふわりと浮き上がる。

			「……ふぁっ!?」

			　薄目を開き、何が起きたか理解して一気に目が覚めた。というかむしろ混乱した。橙果が、桃をお姫様だっこしている。

			「わたしが栗栖川さんを保健室に運ぶから、みんなは練習を続けて」

			（え、あの……坂牧さんが私を!?）

			　周りの女の子たちも、この事態にどう反応していいのか分からず「きゃあきゃあ」と騒ぎ立てるばかり。そんな中で、文芸部の一人が激しく憤慨していた。

			「く、栗栖川先輩はわたしたちがお世話しますっ。あなたは手を出さないで！」

			「え、でも……」

			　急いで運ぼうとしていた橙果が、猛然と抗議されて困惑に足を止める。桃的にも余人には遠慮して欲しかった。だってこれは、せっかく得られた千載一遇のチャンス。

			「わ、わらひは大丈夫……。しゃか牧さんにお願いしゅるから、あにゃたたちは、部活に戻りなひゃい……」

			　目が回って呂律が回らず、我ながら少しも大丈夫に思えない。もちろん文芸部員たちは不満ありげだったけど、桃には反論できず、おとなしく従った。

			


			　体育館を出る頃には意識もしっかりしてきた。その代わり動揺が抑えられない。だっこされたのなんて、記憶もおぼろげな幼少時代くらいなもの。この歳になってのこれは、想像以上に恥ずかしい。道々、多くの生徒に好奇の目を向けられてしまう。それにライバルに身を任せる恥辱も耐えがたい。意識を取り戻したのに目が回りそうだ。

			（うわぁぁ……。やっぱり自分で歩けばよかったぁ！）

			　後悔に苛まれるけど、それでは橙果との接触の機会をふいにしてしまう。一時の羞恥と恥辱を甘んじて受け入れ、桃は、おとなしく運搬された。とりあえず、人目を気にしないで済むように目蓋を閉じる。

			　視覚を遮断した事で、それ以外の感覚が鋭敏になる。桃を包み込む橙果の感触が、ダイレクトに伝わってきた。温かい腕、心地いい揺れ。頬に当たる柔らかな乳房と、女の子の汗の匂い。身体が浮いているのに、少しも不安を感じない。
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			（なんだろう……。すごく、気持ちいい……）

			　ふと、目を開く。まっすぐ前を見据える彼女の顔に、胸が締めつけられた。心臓を鷲掴みされたように息苦しい。夢見心地が、どこかに吹き飛んでしまうほどに。慌てて再び目を閉じるけど、鼓動は速くなる一方。早く保健室に着いて解放されたい気持ちと、彼女の温もりを感じ続けたい欲求がせめぎ合う。

			（私は学園のアイドルなんでしょっ。しっかりしなさい！）

			　自分を叱責しっせきし、深く、ゆっくり息を吐く。それでも、早鐘のような鼓動は戻らない。焦っていると、やがてガラリと扉を開く音がした。目的地に到着したようだ。

			　保健の先生が不在だったので、橙果が濡れタオルを用意する。それを、桃はベッドに座ってぼんやり眺める。まだ痛みが残っているのか、顔が熱病のように火照って、熱い。

			「……ごめんね栗栖川さん。大丈夫？」

			「……ええ、平気よ。ありがとう」

			　橙果がタオルを頬に当てた。平静を装ってはみたものの、心臓はバクバク。冷たいタオルも効果は薄く、熱が引いてくれる気配はない。

			（私、どうしてこんなに緊張しているの？　そりゃ、だっこは恥ずかしかったけど……）

			　でも、それ以上に心地よかった。ベッドに置かれた時、名残惜しさを感じたほどに。それが動揺の原因なんだろうか。自分の心の動きが分からず、黙り込んでしまう。

			「…………ホントに大丈夫なの？」

			　そんな桃を心配して、橙果が顔を覗き込んできた。目が合った瞬間、喉が詰まった。

			　クリクリと大きな瞳。丸く膨らんだ愛嬌のある頬。ただ、いつも微笑みを絶やさない口元が、今は不安そうに角度を落としている。

			（坂牧さんって、可愛いんだ……）

			　思考が鈍る。彼女が何か言うたびに、薄桃色の唇が小さく動く。愛らしい二枚貝に吸いつきたくなる衝動に駆られる。

			「…………栗栖川さん？」

			「あ、はい！」

			　慌てて小さく頭を振った。何を考えていたんだろう。妄想なんかしているより、彼女に言うべき事があったはず。

			「栗栖川さん、今、すごくぼんやりしてた。病院に行く？」

			「本当に大丈夫。あの、あの……運んでくれてありがとう」

			「わたしが悪いの。ボールを受け損ねちゃったから」

			　そんな事を知りたいんじゃない。聞きたいのは、もっと別の事だったはず。それが出てこなくて焦った桃は、強引に記憶を掘り起こそうとして、とにかく無闇に言葉を繋いだ。

			「ううん。坂牧さんは素敵な人よ。格好いいし、スタイルもいいし、女の子たちが夢中になるのも分かるわ」

			「そんな、栗栖川さんだって……」

			「いいえ！　坂牧さんが人を夢中にさせるのは、あなた自身が魅力的だからよ。それに比べて私なんて、祖父や親の肩書に助けられているだけ。本当は大した人間じゃないのに、みんな幻想を抱きすぎなのよ」

			　とにかく橙果を褒めなくては。その一心で、本来の目的も思い出せないまま、桃は自嘲も交えて夢中で口を動かし続ける。

			　だから、気づかなかった。彼女の表情が沈み始めている事に。

			「やめて」

			　静かで、低い声。それが妙に耳に響いて、彼女を見上げる。

			（あ……あれ？）

			　さっきまでの優しさが鳴りを潜め、とても不機嫌そう。下がった眉も口元も、心配じゃなく怒っているように見えなくもない。何か気に障ったんだろうか。

			「そんな言い方したら、栗栖川さんを好きな人が可哀想だよ」

			　胸を突かれた。そんなつもりじゃないと弁解しようとしたけれど、自分の言葉を思い返せば、彼女の言ったようにしか受け取れない。

			「あの、私……」

			　橙果は、まるで桃を見下すような目で立ち上がった。そしてタオルを手渡すと、静かに保健室を出て行く。桃は、それをただ茫然ぼうぜんと見送るしかできない。

			


			　帰宅した桃は、制服のままベッドの上でゴロゴロ悶え続けていた。

			「うわぁ……やっちゃったぁ……。坂牧さんに嫌われたぁ！」

			　クイーンサイズなのをいい事に、右へ左へ思いきり回転しまくる。帰宅してから、かれこれ三時間。もう外はとっくに日が暮れて、空には星が瞬き始める。

			　どうしてこんな事になったんだろう。桃は枕に顔を埋めて苦悶した。ただ彼女の趣味を知りたかっただけなのに。好きなものについて語り合いたかっただけなのに。

			　確かに少しは自分を卑下したりしたかもしれないけど、それは橙果を褒めたかったからであって、あくまで相対的な魅力度の話。

			「でもまぁ……確かに耳障りのいい言葉ではなかったわね」

			　自虐を聞かされて気持ちよくなるはずがない。緊張していたとはいえ、口から出るに任せたのは大失敗。後悔で胸を掻き毟むしりそうだ。

			「よし、次の作戦を練ろう！」

			　さんざん懊悩おうのうして満足した桃は、枕を抱えて仰向けになった。上手くいかなかったものは仕方がない。いつまでもグダグダ悩むよりは、先に進んだ方が建設的。せっかく見つけたかもしれない同好の士を、みすみす見逃す手もない。怒らせてしまったのでミッションの難度は上がったけれど、挽回不可能なほど決定的という事もないはず。

			　考え事をするため、静かに目を閉じる。すると、別れ際の彼女の言葉が甦った。

			「栗栖川さんを好きな人が可哀想……って、私のファンに同情してくれたのかな」

			　不愉快な思いをしたのは橙果なのに、ライバルである桃の取り巻きを気遣うなんて。

			「坂牧さんって、優しいんだ……」

			　枕を、キュッと抱き締める。胸が苦しい。でも昼間に感じたものとは少し違って、泣きたくなるような切なさが、心地いい。

			「ふ、ぅン……」

			　胸に詰まった息を、細く吐き出す。脚の間もウズウズし始める。すっかり慣れ親しんだ感覚だけど、具体的な誰かを思い浮かべてなるのは初めて。

			（坂牧さんで？　でも、どうして……）

			　面と向かっている時だって、ここが疼く事はなかったのに。ましてや、彼女を怒らせてしまったばかり。本来なら沈んでもいいはずの気分の中で、欲情するはずがない。

			（どうしよう……。ここ、触っていいの？）

			　彼女に悪い気がして、このまま指を伸ばしていいのか躊躇する。すると、待ちかねた秘裂がひときわ大きく脈打った。まるで絶頂した時のように、内腿も背中も震えて強張る。もちろん、それで身体が満足したわけがなく、逆に欲求を深めるばかり。

			「あぁ……」

			　肉欲の疼きが、大陰唇の肉畝を這はい回る。それを迎え入れるように割れ目が開く。綻んだ陰唇から粘液が溢れ出し、下着の裏に染み込んでいく。

			「もう……私、もう……！」

			　これ以上は我慢できない。目を閉じたまま喉を反らし、もどかしげにスカートをたくし上げる。でも──本格的に自慰を始める前に、その手が止まった。

			　「な……なに？」

			　身体を覆う違和感に驚き、跳ね起きる。

			　まるでクモの糸のように、全身に纏わりつく不快な感覚。絶対に何か存在しているはずなのに、いくら腕を振り回しても取れる気配がないし、それどころか触れもしない。気持ち悪さと不気味さで、恐怖さえ覚え始める。

			「…………あれ？」

			　その恐怖が急に引っ込む。暴れているうちに、この不可解な気配が、身体の周りだけでない事に気がついたからだ。目には見えないけど、部屋に充満している。不快感を我慢して、さらに気を張ると、濃淡と、流れがある事まで判別できた。

			「……これ、外から来てる？」

			　気づいた時には、マンションを飛び出していた。気配の出処を探り、街灯が照らす路を走る。まだ遅い時間でもないので、車道には車も多い。会社帰りのＯＬともすれ違った。その表情をみる限り、桃のような異変は感じてはいないようだ。

			「それとも、変なのは私だけ？」

			　そちらの方が、よほど納得がいく。正体不明の感覚を追って走る自分が正常だとは、とてもじゃないけど思えない。それでも、漠然としていた気配はどんどん強くなっていく。今はまるで、探るというより強力な磁石に引っ張られている気分だ。

			　やがて、駅の通路を通り抜けて線路の反対側に出る。そこで二の足を踏んだ。

			「う……」

			　思わず顔を顰しかめる。だってここは、いわゆるラブホテル街。エッチな事に興味津々な桃とはいえ、さすがに縁のない地域。現に、細い道の向こうから来た中年男性と若い女性のカップルが、制服を見てギョッとなる。

			「ああもうっ。私、何をしてるんだろう」

			　その好奇の目から逃れ、細い路地に逃げた。走りと羞恥で乱れた息を、ホテルの塀に寄りかかって整える。こんな思いをする必要があるのかと、当然の疑問も頭をかすめる。それでも、この異変は放置できないという確信めいた胸騒ぎが、桃をつき動かしていた。

			　そして、騒がしいのは胸だけじゃなかった。

			「…………ンっ」

			　スカートの上から股間を押さえる。ホテル街に入ってから、さらに疼きが大きくなった気がする。自慰の途中だったから、というわけじゃない。例の気配が、狙ったようにそこへ集中し、刺激されている感じ。

			「早く終わらせよう。でも、何をどうしたら……」

			　額に浮かんだ汗を拭い、ふらりと角を曲がった時だった。

			「…………!?」

			　棒立ちになって何度も目をパチクリさせる。戸惑いすぎて、どんな声を出すべきかの判断すら、頭が放棄してしまう。

			　それは、さながら大量のハチミツを地面にぶちまけたかのようだった。二メートル四方に広がる、黄金色に輝く透き通った粘液は、一見すると美味しそう。

			　でもそんな呑気な感想は、すぐに喉の奥へ引っ込んだ。アメーバのように絶え間なく蠢うごめいて気持ち悪い。何より桃を怯えさせたのは、例の奇妙な気配が、この不気味な物体から発せられていると気づいてしまった事。

			「な、何よこれ……。私……こんな物を一生懸命に探していたの？」

			　絶対に関わるべきものじゃない。そのうち誰かが通報して、誰かが処理してくれる。無責任のようだけど、女子校生ごときの手に負える物じゃないと本能で理解する。

			　もっと早く、そう判断するべきだった。例の妖しい気配が急速に増大し、欲情を煽ってきたのだ。全身から汗が噴き出し、膝が震える。股間が疼き、乳首が痛いほど尖る。ここは路上だと認識しているのに、オナニーをしたくて堪らない。

			「は、離れなくちゃ……」

			　けれど、それはできなかった。

			　ハチミツの下から、人の腕がはみ出すのを見てしまった。仰向けになっているんだろうか。掌を上にして、苦しそうに指を蠢かしている。

			「助け……誰か……」

			「……女の子!?」

			　さらには、水中で溺れているような声まで聞こえた。この黄金アメーバに圧のし掛かられているというか潰されているというか、とにかく誰かが下敷きになっている。

			　助けなくてはという気持ちが、恐怖や欲情をわずかに上回った。

			「待ってて！」

			　駆け寄って、這い出そうとする両手を掴んで思いきり引っ張る。けれど、現れた少女の髪を見て、桃は再び動きを止めてしまった。

			「え……緑？」

			　セミロングの両サイドを、一部束ねてツインテール状にした、子供っぽいけど可愛い髪型。その色は、若草のような明るいグリーン。ウイッグかな、なんて考えていたのがいけなかった。黄金粘液が、ふくらはぎを上ってきたのだ。素早くはないけれど、驚いている隙にスルスルと、螺旋を描いて太腿の付け根まで駆け上がる。

			「やだやだ、気持ち悪い!!」

			　ナメクジが肌を這うような嫌悪感。なのに、粘液本体よりもあの「気配」が先に股間へ到達し、股間を撫でる。

			「あ……あ……」

			　桃は、堪らず天を仰いだ。目はとろんとして焦点を失い、唇が力なく緩む。焦らされ続けた身体が、欲しかった刺激を与えられて歓喜に震える。

			　崩れるように両膝を突いたら、緑髪の女の子が桃の手首を握り締めた。

			「だ、駄目……気をしっかり持って……！」

			　助けるつもりだった少女の声で、意識を取り戻す。

			（そ、そうだ。この娘を助けなきゃ……！）

			　自分に言い聞かせて立ち上がり、渾身の力で少女を引っ張った。彼女の顔も欲情色に染まっている。このハチミツの化け物が性欲を喚起しているのは間違いない。

			「んっ……。駄目、抜けない……」

			　意外に粘りが強いのと、桃自身も欲情させられ力が入らない。こんな時に限って、手伝ってくれそうな大人も通ってくれない。そうしている間にも、少女の目が淀んで焦点を失ってきた。頬が染まり、薄く微笑んだ唇から漏れる息も荒い。謎ハチミツの中で、彼女の腰が円を描き始めるのが透けて見える。

			「ちょっと、あなたこそしっかりしなさい……あ……っ」

			　励ます桃の下半身を、今度は粘液が直接撫でた。気配だけとは比べものにならない快感に、全身が悦びの悲鳴を上げる。このままでは、二人ともこの化け物の虜になって、往来で痴態を晒す羽目になる。

			（いくらホテル街だからって、そんな真似できるわけが……でも、あぁ……）

			　両脚が、太腿の半ばまで完全に蜜に覆われた。気持ち悪さを快感が凌駕りょうがし、肌を舐めるぬるぬるの感触に身を委ねたくなってくる。

			「し、しっかり……。これを……」

			　緑髪の少女が、朦朧もうろうとしながら桃に何かを手渡した。それは、桃色の宝石のペンダントだった。透き通った丸い石の表面に、複雑な模様が描かれている。

			「…………まほうじん？」

			「そ、そう……。紋様に、キス……契約を…………ンっ」

			　二人とも、かすかに残った意識で辛うじて会話を成立させる。思考するのも面倒になっていた桃は、少女に言われるまま、ペンダントに口づける。

			「な──なッ!?」

			　瞬間、意識が明瞭になった。それだけじゃない。全身に力がみなぎる。お腹の中心で生まれたパワーが、弾け飛びそうな勢いで身体の隅々まで駆け巡る。

			「なにこれ……あぁぁぁ！」

			　全身が、光に包まれた。あまりに眩しくて目を開いていられない。それでも、爽やかな旋風のような気配が身体の周りで渦巻くのを感じ、恐る恐る目を開く。

			「……な、何よこれぇ!?」

			　やっと閃光が終息したと思ったら、今度は、目を真ん丸に素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。だって、服が変わっている。朱色の制服から、ピンク色のひらひらしたものに。

			　慌ててカーブミラーで確認する。身体のラインも露わな、薄桃色のレオタード。カップから胸の上半分がはみ出しそうなほど、身体にフィットしている。

			　肩はパフスリーブで、前開きのフリル付きスカートが申し訳程度に腰を覆う。髪には、ミニチュアのようなとんがり帽子が、斜めにちょこんと乗っていた。よく見れば、その髪や瞳までピンクに染まっている。

			　襟付きの短いマントが夜風にたなびき、その出で立ちは、まるで魔法使い。

			「……ていうより、魔法少女!?」

			　叫びながら、手袋の両手で棒を握り締める。その時になって初めて、自分が身長よりも長い杖を携えているのに気がついた。

			　とても現実とは思えない。けれど桃に起こったこの現象は、紛れもなく、変身。

			　もっと落ち着いた状態ならば、一度ならず憧れたシチュエーションにテンションを上げまくっていた事だろう。ただし、それは衣装が変わるまでの話で、訳の分からない化け物との実戦なんていうオプションは希望していない。

			「ちょ、ちょっと待って。私……きゃあ!?」

			　状況を呑み込む時間なんてなかった。ハチミツお化けが、桃に標的を変えて襲ってきたのだ。緑の髪の少女から離れて、弾丸のように飛んでくる。さっきとまるで違う攻撃的なスピードで。

			「やだ、来ないでぇ！」

			　とっさに杖を突き出した。先端に付いた宝石のような球体が強烈な光を放つ。かと思った瞬間に、ハチミツお化けが弾け、粉々に四散した。

			「や……やった！」

			「まだよっ……。油断しないでっ……！」

			　戸惑いながら歓喜する桃に、地面に這いつくばった少女が警告する。彼女の言葉通り、散らばった破片が集まって、空中で合体した。元に戻るなり間髪入れずに再び襲ってきたので、それを慌てて跳んでかわす。

			「きゃあ!?」

			　自分のジャンプ力に悲鳴を上げた。四階建てのホテルよりも高い。高所恐怖症じゃなくても、足の下に何もない状態でこの高度は普通に怖い。落下の恐怖で背筋に寒気が走る。しかし、桃の気持ちに配慮してくれない化け物は、容赦なく追撃してきた。

			「やだやだ、やだぁ！」

			　それをショートブーツの裏で蹴飛ばすと、さらに高く舞い上がった。ピンクの長い髪と背中のマントが、風をはらんでバタバタ唸る。その音も恐怖心を煽るけど、それよりも、キックした際、空中に足場のような安定を感じた。まさかと思って、落下が始まる前に爪先で虚空を蹴ってみる。

			「えいっ！」

			　さらに一段高く、上空へと舞い上がる。力を変えてもう一度、弱めに踏み込むと上昇率が小さくなって、跳躍をコントロールできるのを理解する。

			「うわぁ、すごいっ。これ凄ぉい！」

			　興奮が恐怖を蹴散らし、さっきは怖かったマントの音さえ勇ましく聞こえる。でも呑気に能力を試している余裕はない。飴細工のように伸びた化け物が、執拗に追ってくる。

			「もうっ、来ないで！　来ないでよ!!」

			　力の制御を覚えたおかげで、心に少しの余裕が出てきた。杖を左右に振り回し、追いかけてくる化け物を薙ぎ払う。しかし撒き散らしたそばから本体が回収吸収してしまい、終わりの見えない作業の繰り返しに気持ちが折れそうだ。

			「これ、どうすればいいのよぉ！」

			「バラバラにしただけじゃダメっ。つ、杖の宝石に封印を……」

			　泣き言を叫ぶ桃に、少女が震える指を突き出した。

			「宝石って……この先っぽのやつ？　ていうか、封印なんてどうやればいいの!?」

			　フィクションでなら飽きるほど聞いた言葉。だけど魔法的なものが本当にあるなんて数分前まで知らなかった桃に、方法が分かるはずがない。ちゃんと詳しく聞きたいけれど、肝心の少女は地面に這いつくばって悶え、喋るのも辛そうだ。

			「もお！　誰か助けて!!」

			　空中を逃げ回りながら叫んでも、救いの手を期待できるはずもない。何とかできるのは自分だけ。その苛立いらだちが、体育のバスケットで坂牧橙果に敵わなかった屈辱を脳裏によぎらせる。おのずと、保健室で焦って変な事を口走った恥ずかしい記憶まで。

			「この私に、これ以上みっともない真似させないで！」

			　羞恥で頭に血が昇り、八つ当たり気味に宝石とペンダントを掴んで見比べる。

			「……これね！」

			　杖と宝石を接続する金具に、円形の窪みがある。さらに、ペンダントを引っ張ると、磁石のような手応えで簡単に外れた。それを掌で窪みに押し込む。スイッチが押されたように、杖の宝石の周囲に魔力が渦巻いた。桃は薙刀の構えで杖を化け物の方に向ける。危機を本能で察知したのか、ハチミツお化けが突進をやめてＵターンで逃げに転じた。

			　でも杖から生じた魔力の渦が、それを捕える。

			「吸い込め！」

			　桃の雑な命令に、杖は忠実に従った。光と粘液が、螺旋模様を描きながら宝石の中に吸い込まれていく。強い衝撃と振動で、しっかり掴んでいないと杖が弾き飛ばされそうだ。

			「くっ、このお……っ！」

			　全て吸引し終えるまで、三十秒。耐えきった桃は脱力し、ふらふらと地上に降下した。

			「……ふう。私の手にかかれば、こんなものね！」

			　震える足を必死に支え、額の汗をぬぐって余裕をアピール。学園のアイドルたるもの、誰が見ていなくても優雅さを忘れてはいけない。

			　すると、今頃になって周囲に人影がちらほら現れた。これだけ大騒ぎしていて出て来なかったのが不思議なくらい。口々に何の騒ぎだと言いながら寄ってくる。場所が場所だけに、例外なく男女のカップル。それはいいとして、彼らに説明するつもりはない。というかできない。だって、桃にも何が何だか分かっていないのだから。

			「ねえ、ええっと……あなた、終わったわよ。これでいいのよね？」

			　名前も知らない少女を抱き上げる。しかし彼女は、熱病のように肩で息をするばかり。特撮ヒーロー番組などでは、怪人を倒すと被害者の毒が消えたりするけれど、そう都合よくはいかないみたいだ。

			「ねえ、ちょっと……。もうっ、どうすればいいのよ！」

			　少女が、両手を首に回して抱きついてきた。力が入らないのかと思ったけれど、どうにも様子がおかしい。桃の乳房に、胸の先端をぐりぐりと押し当ててくる。

			「んふ、あはぁ……。気持ちいい……」

			　熱い吐息を耳にかけられ、ギョッとなった。彼女は具合が悪いんじゃない。桃の身体を使って、快感を得ようとしている。

			「ちょ……ちょっとあなた……。やめなさいっ、人が見てるわよ!?」

			　肩を揺さぶるけれど、彼女は聞き入れてくれない。それどころか、太腿に跨って腰まで振り出した。焦って周囲を見渡せば、野次馬の何人かが携帯やスマホを取り出している。路上で絡む少女同士を撮影するつもりだ。こんな場面を撮られたら学園で問題になる。

			（どど、どうしよう……！）

			　跳躍能力で逃げる事も忘れ、少女をマントで覆って隠す。最初の人がシャッターを押そうとした、まさにその時、彼女が何かを地面に投げつけた。

			　──パリン！

			　小さなガラスが、軽い音で割れる。間違って落としたのかと思ったけれど、様子がおかしい。自分たちを取り囲む野次馬たちが、急にバラバラの方を向き始めた。

			「おい、今の煙は何だ？」「いきなり女の子が消えたぞ」

			　驚き、軽く混乱している。キョロキョロと、まるで見当違いの方を探している。桃たちは、その場から一ミリも動いていないのに。

			「どういう事。もしかして……私たちが見えてない？」

			「結界……認識、阻害の…………ンっ」

			　唖然となる桃に、少女が説明してくれる。短い言葉から察するに、他人からは見えなくなる結界を張ったという事らしい。確かに彼女の言う通り、野次馬は桃たちを見つけられないでいるばかりか、ご丁寧にも、わざわざ結界を避けて、立ち去ってしまった。

			（つまり、これはアレね。視覚ではなく意識に働きかけるマジックミラーと考えればいいのね。こちらからは認識できるけど、向こうはできない、みたいな）

			　自分なりに解釈し、ひとりで頷く。変身したり跳んだり戦ったりと、この身で超常現象を体験したので、割とあっさり納得できた。往来にいる事に変わりはないので落ち着かないけど、結界の有効範囲にいる限り、人目を避けられそうだ。

			（……不思議な娘ね。結界とか魔法陣とか。服装も変わっているし）

			　ピンク尽くめの自分を棚に上げ、今さらながら少女を不思議に思う。

			　緑の髪もさることながら、ミニスカートでハーフカップの濃緑色ワンピースも細かい刺繍ししゅうで縁取られ、どこかの民族衣装的な雰囲気。身長も桃より十センチ以上低そうだし、幼さを残した丸い頬から見ても、一歳か二歳は年下だと思われる。その中でも異色なのは、腰の幅広ベルト。西部劇のガンマンのように、十数本の試験管を並べて挿している。

			「…………あら？」

			　彼女が苦し気に首を揺らすと、髪に隠れていた耳朶じだが現れた。心なしか、普通より先端が尖っているようにも見える。

			「あう、あん……あふぅぅ……」

			　腕の中で、少女の悶えが大きくなる。正体を詮索している場合じゃなかった。股間を押さえた彼女の両手は、指が奥まで潜り込み、せわしなく蠢いている。野次馬の目がなくなったので、逆に抑制が利かなくなったみたいだ。しかし、桃とだって初対面なのに、その前で下着をずらしてオナニーなんて、明らかに異常事態。

			「助けて……。これ、止めてぇ……」

			「どうすればいいの？　私、あなたに何をしてあげればいい？」

			　弱々しく泣く彼女の頭を抱き寄せ尋ねると、耳を疑う事を言い出した。

			「抱いて……。イケば、治るの……ふぁぁぁ」

			「だ、抱く!?」

			　少女が、涙を流して懇願してきた。桃の手を取り股間に押しつけようとする。そんな事を言われても、見ず知らずの女の子に愛撫するなんて、できるわけがない。

			「助けて……やだ、こんなのやだぁ……」

			　泣きながら自慰を続ける少女に、桃は胸を痛めた。自分が相手をする事で助けられるなら、迷っている場合ではないはず。

			（でも……）

			　別の少女の横顔が、脳裏をよぎった。恋人じゃないし、別に義理立てする必要もない相手。なのに、この名前も知らない少女と行為に及ぶ事への抵抗が拭いきれない。

			　動けずにいると、自分を見上げる涙目と視線が合った。

			　緑髪の少女は、今、苦しんでいる。それを見捨てたら、自分を慕うファンにも、あの少女にも顔向けできない。何より、そんな薄情な自分は許せない。

			「……分かった、任せて」

			　迷いが消えた。頬を撫でると、彼女も安心したように、桃の手にすり寄ってくる。その小動物のような仕種に、女の子好きの本性がムズムズと蠢き始める。

			（やん。この娘、可愛い……）

			　さっきまでの迷いや逡巡しゅんじゅんは何だったと思うほど、桃は胸をときめかせた。口を使って手袋を脱ぎ捨て、内腿を軽く撫でる。細い腰がピクンと反応するのが堪らない。

			　少女は小さく握った手で口元を隠しながら、それでも我慢できずに、おずおずと脚を開いた。羞恥と欲求の狭間で苦悩する表情があまりに愛らしくて、心臓が破裂しそうだ。

			（やだやだ、もうっ。そんな顔されたら、私の方が我慢できなくなっちゃう！）

			　衝動のまま一気に手を進める。ぐっしょり濡れた下着が、桃の指を迎え入れた。布地の上から強く押さえる。その下に潜んだ割れ目に、驚くほど深く指が沈み込む。

			「はぅん……！　お願い……そこ、もっと強くぅ！」

			　可憐な少女の卑猥なおねだりに、頭が逆上せた。いくら同性に人気とはいえ、実際に女の子を抱けるなんて無理だろうと思っていた。夢のまた夢だと思っていた。それが今、この手の中にある。望外の歓喜が全身の血をたぎらせる。欲望と欲情が暴走し始める。

			「…………そこって、どこかしら。ちゃんと言ってくれなくちゃ分からないわ」

			　自分でも驚くほど、低くて意地悪な声だった。あんなに戦闘を怖がっていた桃の態度の急変に、少女の目が困惑で大きく見開かれる。

			「そこって……分かんない……。分かんないよぉ……！」

			　彼女は戸惑いながら、自分で淫部を触ろうとした。そうはさせまいと、桃はその両手首をひとまとめに掴んで地面に押しつけた。さらに内腿を擦り合わせたりできないよう、少女の脚の間に膝を割り込ませる。

			「や……やだやだ触らせて！　あたし……おかしくなっちゃうよぉ！」

			　彼女は声を引き攣つらせた。これでは自分で疼きを解消できない。大粒の涙をぽろぽろ零し、髪を振り乱して幼女のように駄々を捏こねる。桃の戒めを解こうとして、細い腰を左右に捩よじる。そのいじらしい姿に、背筋をゾクゾクと妖しい快感が走り抜けた。

			（私、どうしちゃったの？　女の子をこんな風に嬲なぶるなんて……）

			　でも、身体が昂たかぶる。触ってもいないのに、絶頂しそうなほど、桃の淫部が熱く疼く。

			「さあ、あなたが触って欲しいのはどこかしら。ここ？　それともここかな？」

			　桃はうっとりと目を細め、身体を重ねた。意外にボリュームのある胸が、生意気な弾力で押し返してくる。それを強引に押さえつけ、円の動きで乳首部分を擦り合わせる。

			「「はぅ!!」」

			　二人は同時に背中を反らせた。頭の芯まで痺れるような、甘くて強烈な快感電流。オナニーでここまで感じた事なんてない。そういえば、桃もハチミツお化けの淫気に当てられ発情中。都合のいい責任転嫁の相手を見つけ、もっと気持ちよくなれる手段に出た。

			　少女の緑色のワンピース。そのハーフカップに、手をかける。

			「な、何するの……？」

			　揺れる瞳が、桃を見上げた。呆けているのをいい事に、一気に服を引き下ろす。

			「きゃあぁっ!?」

			　押し込められていた白い乳房が、ぶるんと派手に揺れながら現れた。小柄な体格には不釣り合いの見事なボリューム。でも乳首は小粒で色も薄く、童顔によくお似合い。絶妙なバランス感に興奮した桃は衝動的に自分の胸も露出させ、彼女の乳房に押しつけた。

			「ン、あんっ。ふあ……あぁぁぁ……」

			　少女が切なげに首を揺らす。両手で桃の背中を抱き締める。密着を求めるその力が、そのまま彼女の欲情なのだと思うと、嬉しくて心が躍る。

			「ここはどう？　こっちも気持ちいいでしょ」

			「ひぃぃ。ンやぁぁぁんっ」

			　耳朶を舐め、首筋を撫で、ワンピースの裾をたくし上げながら五本の指で太腿をくすぐる。どこを触っても少女は身を捩り、快感に耐えられないように涎を垂らした。でも、肝心なところを触ってもらえないもどかしさで、何度も腰を波打たせた。

			「やだやだ、やらぁ！　あそこ触ってくれなきゃやだぁ！」

			　高くて呂律の回らない声で駄々を捏ね、まるで子供だ。そのくせ弾む胸は豊かだし腰つきは卑猥だし、ギャップが桃の嗜虐しぎゃく心を刺激してやまない。まだまだ苛め足りなくて、下着の線に沿って、鼠径部を爪でなぞる。

			「あんっ、ンあぁぁぁン！」

			　焦らしが過ぎたのか、下着が淫液を吸いきれなくなり、内腿にまで漏れ始めた。普通では有りえない量だけど、これもきっと化け物の淫気のせい。

			「はぁ……はぁ……」

			　異常なのは少女だけではなかった。昂ぶる桃の思考も鈍り、彼女の首筋を執拗に舐め上げる。舌先を押しつけ、ねっとりと。

			「はひっ、ひぃぃぃん」

			　舌が往復するたび、少女が涙を流して悶えまくる。それが可愛くて、もっと苛めたくなってしまう。でも、桃だって誰かと抱き合うなんて初体験。しかも、淫欲に呆けた頭では愛撫のアイデアも打ち止め。オナニーの時は、色々な妄想を捗らせていたはずなのに。

			（あぁ、もう……私も限界っ！）

			　桃は少女の下着に手をかけると、乱暴に脚から抜いて放り投げた。

			「やぁん！」

			　女の子の本能で、少女が反射的に膝を曲げて股間を隠そうとする。しかし内腿に手を挿し入れると、彼女は自然に脚を開いた。

			「いい子ね。今度こそ気持ちよくしてあげる」

			「あ……はぁぁぁ……」

			　身体を重ねて耳元に囁ささやきかけると、少女は歓喜に打ち震えた。濡れた唇から覗く舌先を綺麗だと思いながら、右手を太腿の奥へと滑らせる。

			「んあ……っ。ふぁぁぁッ!!」

			　待ち焦がれた秘部への刺激に、彼女は喉から声を絞り出した。声量が結界の性能を超えたのか、通りがかったカップルが驚いて首を左右に巡らせる。しかしそれだけで、たいして気にせず行ってしまった。もちろん桃も、そんなものに構ってはいられない。

			　だって、初めて触れた自分以外の「女の子」に、すっかり夢中になっていたから。

			（うわぁ……。あったかくて、ぬるぬる……。私のと、全然違う……）

			　熱いオイルの海に、指が沈んでいくかのようだ。太腿からお尻まで大洪水なのは怪物のせいだとしても、陰唇の柔らかさは、桃とはまったく別。発情熱でとろとろに蕩とろけて、指に絡みつく。直にそこを観察したいけど、悶える少女に抱きつかれて股間の方へ移動できない。代わりに指先を淫裂の隅々まで探検させ、感触で妄想を膨らませる。

			「あん、そこ……そこは……ふぁン!!」

			　必然的に、先端部の小さな突起に到達する。興奮でぷっくり膨れた陰核を、自慰で手慣れた桃の指が小刻みに弾き飛ばす。そこでの快感に慣れていないのか、ただでさえ理性を失っていた少女が狂ったように暴れ始めた。

			「や……や、やん！　何これ凄い！　凄すぎ……だめだめ、だめぇ!!」

			「気持ちいいでしょ。ここ、凄いでしょ」

			　桃の声も興奮で上擦る。暴れる少女の肩をしっかり抱え、膝の間に腰を捻ねじ込み、開脚を維持して思いきり濡れ淫裂を嬲りまくる。

			「しゅ、しゅごい……。そこ、しゅごいのぉっ！」

			　少女は四肢で桃にしがみつき、それでも飽き足らないように頬を擦りつけてきた。肌を通して彼女の欲情が伝染し、桃の身体も昂ってくる。汗と涙で霞んだ視界に、切なげに開閉する唇と、小さく震える舌先が卑猥に映る。

			「綺麗……可愛い……」

			　堪らず吸いつきたくなる欲求を、わずかに残った理性で押さえつける。ファーストキスはこんな淫らな状態じゃなく、もっとロマンチックに、好きになった人としたい。

			（それに、この娘だって見ず知らずの私に奪われるのは望まないだろうし）

			　こうして淫らに乱れる姿を堪能させてもらうだけでも、贅沢というもの。焦らしで蓄積された淫欲を、いよいよ解放させてあげようと、陰核を激しく転がす。

			「ふあ、ふあ、りゃめぇっ」

			　少女が頭を振り立てる。理性が飛んで行くのが目に見えて分かる。もう一息だとラストスパートをかける。

			「だめだめ、だめぇぇぇぇ!!」

			　小柄な身体が、ひときわ大きく仰け反った。何度も何度も背中を跳ね上げる。痙攣けいれんした淫唇も指に吸いつき離さない。それならと、咥え込まれたまま性器粘膜を掻き回す。

			「ひぃッ!?　やめ……いま動かしたら……またイク……イクぅぅぅ!!」

			　絶頂直後とは思えない激しさで、少女の腰が弓なりに浮いた。大きく開いた唇からは、大量の唾液が流れ出す。その甘い匂いに誘われて、桃は思わず舌で舐め取った。

			「だめ……。私も我慢できない……！」

			　体内を駆け巡る欲情を抑えきれず、桃は少女の脚を持ち上げ交差させた。彼女の性器に股間を押しつけ、前後左右に振り立てる。

			「凄い……あなた、すごい……。あ、あ……腰、蕩けそう……！」

			「あ、あたしも気持ちいい。……またイッちゃう！」

			　少女も、拒むどころか自ら絶頂淫裂を押しつけてきた。むしろ彼女の方が激しく腰を振り、瞬く間に桃を追い詰める。

			「ま、待って！　私、そんな急に……あん、あぁぁん」

			　桃はレオタード越し。なのに、まるで直接性器同士がキスしているような快感に背筋をくすぐられ、耐えられない。自分から仕掛けたくせに逃げ腰になる。すると今度は少女の方が、そうはさせまいとして足首を掴んで引き戻す。

			「ひあぁ!?　あひっ、ひぃぃン！」

			　その勢いで、淫裂が布地に擦られた。電流のような快感が、腰から頭を一気に貫く。

			「それ凄いぃ！　いくいく、イッちゃうぅぅ!!」

			「あたしも、あたしもぉ!!」

			　桃の全身が引き攣った。釣られて少女も三度目の絶頂。痙攣する腰で淫部が擦れ合い、二人は、繰り返す絶頂ループから抜け出せずに悶え続けた。
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			第２章　魔法少女マジカルピンク

			


			「いやー、助かったぁ。ありがとねー」

			　緑の髪の少女は、メロと名乗った。

			　事情を聞くためマンションに戻ったのだけど、リビングの床で胡坐あぐらをかいた彼女は、足首を両手で掴み、しきりに前後に身体を揺らす。満面の笑みは、ついさっきまで正体をなくしてよがっていたとは思えないほど明るい。

			（この娘、羞恥心というものがないのかしら）

			　たとえ発情がハチミツお化けのせいだとしても、普通なら、顔を染めるとか俯くとかするだろう。それなのにこのメロという少女ときたら、部屋の中を無遠慮に眺め回したり、膝立ちで大窓に張りつき夜景を眺めたりと、とにかく悪びれた様子がない。普段、品の良いお嬢様育ちばかり見ているので、余計に落ち着きがないように感じる。

			（私を戦わせておいて、ごめんなさいのひと言もないんだから）

			　もしかしたら、これはこれで照れ隠しなのかもしれない。そう好意的に解釈した桃は、正座して背筋を伸ばし、毅然とした声で少女の背中に話しかけてみた。

			「ちょっといいかしら。聞きたい事が山ほどあるのだけど」

			「んー？　聞きたい事ぉ？」

			　メロは、振り返りもせず声だけ返した。本当に照れ隠しなのか、それとも単に無邪気な性格なのか怪しくなる。後者のような気がするけれど、桃は詮索をやめた。それよりも、もっと知りたい事がいくつもある。

			（といっても……一体何から聞けばいいのか、見当もつかないわ）

			　自分から質問があると言ったくせに、考え込んでしまう。さすがにメロも沈黙が気になったのか、やっと首だけ向けてきた。子供じみた言動に呆れていたのに、不安そうに眉を下げた彼女の表情が、桃の胸をキュンと疼かせる。この童顔の少女が性欲を剥き出しにさせられていたのかと思うと、身体の奥で劣情が再燃しそうだ。

			（バカな事を考えてるんじゃないの！）

			　膝に置いた手で腿を抓つねり自分を罰する。でもおかげで、尋ねるべき事柄が整理できた。

			「……あの化け物は、何？」

			　メロは対処法を持っていた。なら、その正体も知っているはず。案の定、申し訳なさそうに顔を曇らせ、今度こそ身体ごと桃と向かい合った。

			「そうだよね。あなたには知る権利があるよね」

			　こんな顔ができるなら、ふざけていないで最初からちゃんと説明すればいいのに。そう思ったけれど、話が横に逸れると面倒なので、あえてそこへの言及は避ける。

			「あれは……あの魔物は…………蜜魔、というの」

			　桃に権利があると認めながら、それでもまだ気が進まないかのようだった。少女はためらいながら短く言葉を区切って、やっとという感じで名称に辿り着く。

			「みつま？　蜂蜜の蜜に、魔物の魔？」

			「理解が早いのね。そうよ、見た目通りでしょ。安直な名前よね」

			　メロが肩を竦める。どうやら彼女は、そのネーミングをお気に召していないみたいだ。

			「で、その蜜魔って何なの？　その……変な気分になったのって、もしかして……」

			　そこが一番肝要な部分で、最も知りたいところ──なのだけど、女子が口にするには抵抗がありすぎる。桃が顔を赤く染めて俯くと、メロも困ったように目を泳がせた。

			「ま、まぁ……お察しの通りよ。蜜魔は、その波動で女の子を欲情させる能力を持っているの。イッた時……あ、これは性的に絶頂した時の事ね」

			「噛み砕いてくれなくても分かるわよっ!!」

			　反射的に大声を上げてしまった。そこまで怒鳴られるとは思わなかったのか、メロの顔が、大袈裟なくらい固まる。

			「ああっ、ごめんなさいっ。怒ったんじゃないの」

			　腰を浮かせ、両手を振りながら慌てて否定。きっと、被害者面してメロに謝って欲しいなんて思った罰に違いない。

			（この娘の方が酷い目に遭ったのに……。私ったら、自分の事ばっかり）

			　反省し、改めて姿勢を正して、先を促した。

			「えーっと……。女の子をエッチな気分にして、どうするの？」

			　桃の必死のフォローにメロも気を取り直し、ひと呼吸置いてから話を続けた。

			「蜜魔は、若い女の子が絶頂した時の精神エネルギーを捕食して生きているの。そのために、強制的に淫欲を促す波動を発して、エサを誘引するのよ」

			「……やらしい魔物ね」

			　強制発情の感覚を思い出し、桃は嫌悪で顔を歪ませた。多少は人より性欲が強い自覚はあるけれど、あんな暴力的な衝動は嬉しくない。

			　なんて事を考えてから、もっと根本的な問題に気がついた。

			「ちょっと待って。魔物って何よ！」

			　そんなものの存在に、まず驚くべき。いくら変身やら結界やらで慣らされてしまったとはいえ、突拍子のない話を当たり前のように受け入れすぎていた。

			「ていうか、あなた何者なの!?」

			　再び腰を浮かせてメロを指差す。コスプレじみた服装はともかくとして、緑の髪や尖った耳は、普通の人間とは思えない。身体的特徴について聞くのは失礼かと思って後回しにしていたけれど、確認しない事には話が進まない。

			「あたしは、メロよ」

			「お名前は聞いたわ。その……お国とか人種とか、所属とか目的とか……」

			　どこまで掘り下げていいのか分からず、次第に声が小さくなる。彼女はやっと桃の言わんとするところを察し、納得したように頷いた。そしてすっくと立ち上がり、自分の胸に手を当て高々と声を張り上げた。

			「あたしはメロ。栄誉ある王立魔法研究所の、優秀にして有望なる天才研究者よ！」

			　その自己紹介を、桃は急速に冷めていく目で聞いた。

			（自分で優秀とか有望とか天才とか言っちゃうんだ）

			　ずいぶんと自己評価が高い人だ。桃だって、他者からは似たような評価を得ている。けれど、それを鼻にかけたら嫌味になるので、謙虚に振る舞うようにしているのに。

			　なんて突っ込みが先に来て、またも驚きが後回しになった。

			「王立……魔法研究!?　何それもっと詳しく！」

			　フィクションの世界で耳馴染みすぎる言葉だったので、危うく聞き流すところだった。桃の食いつき方に気を良くしたのか、メロの口も滑らかになる。

			「もう察しがついているようだけど、あたしは、あなたたちとは別の世界、魔法界の住人なの。魔法の力で次元の壁を越えて、この人間界にやってきたのよ」

			「べ、別世界っ！」

			　またもフィクションじみた単語が飛び出した。心の冷静な部分ではありえないと思っていても、急激に訪れた非日常感に鼻息が荒くなる。

			「そうよ。実は、研究室に封印されていた蜜魔を、何者かが解放したの。犯人は……別動隊が追跡中よ。で、逃げた蜜魔を捕らえるのが、あたしの任務というわけ！」

			　桃の合いの手がメロを妙にハイテンションにさせ、おかげで説明がどことなく胡散臭くなる。もちろんそうでなくても、普通なら、そんな話を真に受けたりはしない。でも現に桃は変身し、魔物とバトルした。別次元云々は話半分としても、魔法の存在については信じないわけにはいかない。

			「あ、でも……。じゃあ、あなたのお仕事は、もう終わり？」

			　逃げ出したという魔物はめでたく回収された。しかし、メロは残念そうに首を振る。

			「逃げた魔物は、少なくとも十匹。さっきのは、やっと見つけた最初の一体だったの。全てを回収するまでは帰れないわ」

			「十匹も!?　それは大変ね。でも、一回だけでもお手伝いできてよかったわ」

			　こんな自分でも役に立てたのなら光栄だ。桃は、ポケットからペンダントを取り出して返そうとした。でも彼女は、困ったような顔をするばかりで受け取ろうとしない。

			「残念だけど、その変身ペンダントは、もうあたしには使えないの」

			「え、どうして？」

			　壊してしまったんだろうか。桃は一気に蒼褪めた。魔法の変身アイテムなんて、修理も弁償もできる自信はない。ペンダントを何度もひっくり返し、傷の有無を確かめる。

			「はぁぁ……」

			　そこへメロの深い溜め息が追い打ちをかけ、不安のどん底へと叩きつけられる。しかしその理由は、桃の想像とは意味が違った。

			「そのペンダントは、キスで使用者を登録するの。つまり、魔法戦士に変身できるのは、モーモーだけ」

			「桃よっ。牛さんみたいに呼ばないでっ」

			　もっと大事なところを追及したいのに、変なボケを挟まれ後回しになってしまう。

			「魔物の回収は、桃にお願いするしかなくなったってわけ。がんばってね」

			　メロが諦めたように首を振る。その態度に立腹し、堪らず声を張り上げた。

			「待ってよ！　あなた、さっき自分の任務だって言ったじゃない!?」

			「あたしだって他の人に任せるのは不本意よ？　でも仕方ないじゃない。やっと蜜魔を見つけたと思ったら、変身する前に襲われちゃったんだから」

			　確かにあの状況では、誰かに託すしかなかっただろう。お気楽そうに見える彼女の表情にも、忸怩じくじたる思いが滲にじむ。桃だって協力してあげたいのはやまやま。だからといって、にわかに承諾できるものじゃない。

			「取り消しとか再登録とかできないの？　それとも予備を取ってくるとか……」

			「研究所に戻れば、今言った全部が可能。でも、次元間の移動は簡単じゃないの。膨大な魔法力が必要なのよ。まだ一匹しか確保できていないのに、無駄遣いはできない」

			「そういうものなんだ……」

			　異世界の都合なんて分からないので、メロの話を鵜呑みにするしかない。彼女が危険な目に遭っていたのは事実だし、全てが偽りという事もないはず。

			（私が、魔法少女……）

			　桃は、ペンダントを掌に乗せ、逡巡した。魅惑的な誘いに心が揺らぐ。でもこれは遊びじゃない。変身アニメのヒロインのように、戦う覚悟を即断できない。

			「……蜜魔ってさ、女の子をやらしい気分にさせるだけ、なんだよね？」

			　強制的に発情させられるなんて、確かに気分のいいものじゃない。でも逆に、それで済むなら大した脅威ではない気もする。

			「だけ、じゃないから危ないのよ」

			　メロが困ったように頭を掻いた。そして、真面目な顔で桃を見上げる。

			「蜜魔による発情は、終息しないの。永遠に性欲の虜になっちゃう。しかも、あいつらには気に入った標的を何度も襲う習性があるし、高確率で廃人になりかねない」

			「そんな……」

			　想像以上の危険性に背筋が寒くなった。世界の危機なんて大規模な話じゃないけれど、これは十分すぎる脅威じゃないだろうか。責任の重さが、急激に圧し掛かる。

			「でも、私たちは正気に戻っているわよね」

			　自分の身体を、くまなく眺める。あれほど耐えがたかった疼きは完全に消えていた。魔物の波動が身体に残っている痕跡も感じない。メロは神妙な顔で腕組すると、当然と言わんばかりに力強く頷いた。

			「それこそが、魔法戦士の力よ」

			「力って？　私がした事っていえば、あなたに言われるがまま……」

			　エッチしただけ。顔が熱くなって言葉を飲み込むけど、メロは関係なしに話を続ける。

			「変身は、その者の魔力を何倍にも増幅させるためのものなの。主な能力はふたつ。ひとつは戦闘。そしてもうひとつが、浄化よ。性行為で正の波動の魔力を与えて、魔物の波動による淫欲を相殺するの」

			　さらりと、とんでもない事を言われた気がする。

			「……今、何て？　魔法少女になって女の子とエッチしまくれっていうの!?」

			「嫌なの？」

			　疑問をストレートに打ち返され、桃は「うっ」と言葉を詰まらせた。困っている女の子を颯爽と助け、おまけにエッチまでできる。こんな涎が出そうに美味い話、棒に振っていいものだろうか。早くも浄化場面の妄想が次々と浮かび、慌てて打ち消す。

			（駄目駄目駄目駄目っ！　そんな邪な気持ちで正義の味方をするつもり!?）

			　さっきは緊急事態だったから仕方ないけど、相手の気持ちを無視したエッチには抵抗がある。けれど、魔物の被害者になった女の子は、結局は性行為が避けられないわけで。

			「何ていうか……魔法少女も魔物も、やってる事が同じに思えるんだけど」

			「全然違うよ！　蜜魔のは食事、魔法戦士のは浄化。いわば医療行為。正反対だよ！」

			　メロが猛然と反論する。彼女はプンスカ頬を膨らませ、しかし何かを思いついたのか、いやらしい笑みで桃の肩に手を回した。そして、二人しかいない部屋で、内緒話のように低い声を耳に吹きかける。

			「桃ってさ……ホントは女の子と、やらしいコトしたいんでしょ」

			「そっ……！　そんな事……ないわ……よ？」

			　立て続けに図星を突かれて狼狽ろうばいする桃に、メロの目が意地悪そうに細くなる。

			「隠す必要ないよ。格好よく変身して、女の子と楽しい事ができて、おまけに感謝されちゃうんだよ？　こんなに好条件が揃っているのに、どこに迷う要素があるの？」

			　どこを取っても怪しい勧誘文句なのに、桃にとっては魅惑的な言葉の羅列で、心が激しく揺さぶられる。それを見抜いたメロが、さらに畳みかけてきた。

			「それに、魔法戦士は誰でもなれるものじゃない。桃は、稀有な適任者なのよ。こんな離れた場所から蜜魔の波動を感じたのがその証拠。あいつらを放置したら、遠からず次の子が襲われちゃう。それでもいいの？　お願い、あたしを助けると思って！」

			　説得と拝み倒しの連続攻撃。それでも桃は、返事を保留した。

			


			「どうして私に巡ってきた魔法少女が、性欲まみれの設定なのよ！」

			　どうせなら、もっと格好いいのがよかった。もちろん我侭なのは分かっている。女の子が化け物の犠牲になるのは、桃だって本意じゃない。

			「う～……。でもでも……」

			　魔法少女への憧れと、エッチな戦いへの抵抗感。そのふたつが夜通し堂々巡り。解決の道が見えず、頭を抱えて机に突っ伏す。

			「栗栖川さん、大丈夫？」

			　頭上から声が降ってきた。顔を上げると、クラスメイトが心配そうに覗き込んでいる。徹夜で悩み続けたせいで、自分が教室にいるのさえ忘れるところだった。しかも、もう昼休み。どうやって授業を乗りきったのかも覚えていない。

			「顔色が悪いわ。次の授業は自習だし、保健室で休んだ方がいいんじゃないかしら」

			「……そうね。そうさせてもらおうかしら」

			　付き添いの申し出を丁重に断り、ふらふらと廊下に出る。お嬢様学園とはいえ、昼休みはそれなりに賑やか。ふと窓から中庭を見ると、バレーボールで遊ぶグループがいる。

			　その中に、橙果がいた。トスを回すだけの他愛のないプレイでも、やっぱり彼女の動きは別格。しなやかな肢体、屈託のない笑顔。爽やかを絵に描いたようなスポーツ少女。

			（……あの娘、性欲なんてものとは無縁なんだろうなぁ）

			　きっと自慰も未経験。そんな彼女が蜜魔に襲われたら、どんな表情をするんだろうか。

			（もうっ、変な事ばっかり考えて……。私、ここまでエッチだったかしら）

			　こんなのがライバルを名乗るなんて、思い上がりも甚だしい。橙果に申し訳ない気持ちになって、足早にその場を立ち去る。

			『何をそんなに急いでいるの？』

			　そんな桃に話しかける人がいた。誰なのかはすぐに分かったけれど、姿が見えない。

			「メロ？　どこにいるの」

			　そういえば今朝、人間の学園を見たいと言っていた。髪や格好が目立ちそうなので拒否したのだけど、何らかの方法で侵入したみたいだ。

			『姿を消せるローブで絶賛透明化中よ。全然見えないでしょ』

			　悪戯っ子のように声が弾む。しかも、ひと言ごとに方向を変え、隣なのか後ろなのか、はたまた頭上を浮いているのか、確かに分かりづらい。

			「そんな道具を何かの映画で見た気もするわね。それで、今までどこに行っていたの？」

			『建物内を見物してたのよ。ここには女の子しかいないんだね』

			「そういう学園だから。男女共学が一般的だけど、逆に男子だけっていうのもあるわよ」

			　独り言を呟きながら歩いていると思われないよう、周囲に気をつけて話す。多少は口をもごもご動かしても、視線を正面から外さなければ普通に歩いて見えるはず。

			『まるで夢のような環境ね』

			「何それ、嫌味？」

			　女の子好きをからかわれたと思った桃は、つい声が大きくなった。すれ違った生徒に怪訝けげんな顔をされて、顔が赤くなる。

			　逃げるようにして足早に廊下を進み、保健室に飛び込んだ。保健医の先生は昼食中だったけど、気分が悪いと伝えると、仮眠を許された。

			「珍しい人が来たものね。わたしはこれから所用があるから、ゆっくり寝ていなさい」

			「ありがとうございます」

			　上着を脱いでベッドに横たわる。保健医が出て行くと、再びメロが話しかけてきた。

			『あの先生、桃がサボりだって疑いもしないんだ』

			「普段の行いがいいから。それに、気分が優れないのは本当だもの」

			　少し語気が荒くなった。昨日から考え事ばかりで、余裕がなくなっている。悪かったかなと思いはしたけど、苛々の原因に謝罪する気にもなれないので、話題を変えた。

			「それより、誰もいないんだから姿を見せなさいよ」

			『ふふーん。あたしがどこにいるか、桃が当てられたらね』

			　挑発されて反省が消え、苛々の方が残った。目を閉じ、語気を強めに回答する。

			「私の真上。天井近くに浮いてるんでしょ。その透明ローブ、浮遊能力もあるの？」

			「どうして分かったの!?」

			　ローブのフードを跳ね上げながら、驚き顔のメロが姿を現した。床にゆっくり舞い降りる。ついでに声もクリアになって、桃もやっと、落ち着いて話をする気になる。

			「魔力の高そうなところを探ったの。割と簡単だったわ」

			「う～ん、そうかぁ。試作品だからなぁ。まだまだ改善の余地がありそう」

			　メロが悔しそうに眉を寄せる。それよりも桃は、本物の魔法使いが唸る事を、さらりと言えた自分に驚いていた。

			「魔力を感じるなんて、今まで微塵みじんもなかったんだけど……。これも変身の影響？」

			　興奮するより、戸惑いの方が大きい。昨日までの自分と変わってしまったようで、少し怖い。メロは椅子を引き寄せると、お見舞いのようにベッドの傍らへ腰を下ろした。

			「そうとも言えるかもね。元々、桃には高い魔力の才が眠ってたんだと思う。それが蜜魔の魔力に刺激されて開眼したんでしょうね。……ま、人間界における魔力をテーマにしてる研究者なんていないから、あたしの推測だけど」

			「何それ。頼りにならないわね」

			　また言葉遣いが乱暴になった。いくら異常な状況とはいえ、利己的になっている自分が嫌になって、寝返りを打ってメロに背中を向けた。

			「研究者っていえば……。メロの世界って、みんな魔法使いなの？」

			「違うよ。魔法を使えるのは研究者や名家といった人たちだけで、一般の人は、その恩恵を受けて暮らしているの」

			　彼女の声に、八つ当たりを気にした様子はない。それに安堵し、メロに向かい合った。

			「なるほど、こっちでいう科学者や技術者が、メロの世界では魔法使いというわけね。でも、そんな簡単に教えていいの？　私が言いふらすかもしれないわよ」

			「別にいいよ。信じてくれる人がいるならね」

			　メロは平然と言い放った。確かに、こんな話を真面目にしたところで、アニメの見すぎとか言われるだけ。桃のように実体験でもしなければ、真に受ける方がどうかしている。

			　とはいえ、彼女の「しまった」という反応を期待したのに、上手くいかなかったのは面白くない。軽くでいいから、苦悩を持ち込まれた仕返しをしたい。

			　そんな悪巧みに頭を捻ひねっていたら、メロに先を越されてしまった。

			「魔法戦士になれるほどの力の持ち主は、魔法界でも稀なの。お願い、手伝って」

			　懇願されるけど、桃が躊躇しているのは魔法の才能を気にしているからじゃない。相手の気持ちと無関係に行為に及ぶなんて、許されない気がするからだ。

			（……そうじゃないな。単に、エッチな魔法少女っていうのが嫌なんだわ）

			　もっと格好いいのがよかった。結局のところ、それが本音。ワガママを捨てきれない自分が格好悪くて、それを説明する事も無様に思えて、桃は、身勝手な自分を隠すように、再び彼女に背を向けた。

			


			　不貞寝ふてねのつもりが熟睡し、放課後になってしまった。でも、すぐ帰る気にはなれなかった。保健室で寝ていた分だけ自習でもしていこうと、教室でノートを広げる。

			　しばらくすると、扉がガラガラ音を立てて、ひとりでに開いた。

			「人間の学舎って、カクカクしてて殺風景ね。もっとお洒落に飾ればいいのに」

			　ローブのフードを外しながら、メロが姿を現す。桃が寝ている間に、また校内を歩き回っていたみたいだ。

			「人間世界では、これが標準なの」

			　でも、その意見には同意だった。お嬢様学園なのに、外観も内装もいたって普通。もうちょっとお洒落でもいいんじゃないかと、実は桃もかねがね思っていた。

			「で、他にご感想は？」

			　一日中見物していたのだろうから、思うところがあれば聞いてみたい。しかしその話題を続けるつもりはなかったらしく、メロは教卓に座って足をぶらぶらし始めた。

			（この娘、本当に自分で言うほど優秀で有望な天才なのかな）

			　小柄な外見はともかく、子供っぽい仕種が多くて、とてもそうは思えない。

			（単独で魔物退治を任されているほどだし、できる子ではあるんだろうな）

			　それに、彼女は自称異次元人。価値観に違いがあっても不思議じゃない。なので、深く考える事はやめ、無言で窓の外を見続けている少女を気遣ってみる。

			「退屈なら、先に帰ってもいいのよ？」

			「違う、待ってるの。ここは夢のような環境だから」

			　そういえば、昼間もそんな事を言っていた。女の子好きを揶揄やゆされたのかと思って、その時は話を打ち切ってしまったけれど。

			（あれって、私の事を言ったんじゃなかったの？）

			　桃も外に視線を向ける。空は濃い茜に染まり、グラウンドにも人影はない。勉強に集中している間に、いつの間にか大半の生徒が下校している時刻になっていた。

			「……待っているって、何を？」

			「あいつらの活動時間は、夕方から夜間にかけて。陽が沈み始めたら、要注意よ」

			　メロが誰の話をしているのか、聞く前に分かった。突然、あの気配が二人を襲う。

			「あぅっ！」

			　嫌悪と快感が紙一重の魔力に肌を撫でられ、全身が総毛立つ。桃は考えるより先に気配を追って走り出していた。メロも、ローブの力で廊下を滑空しながら後に続く。

			「メロが言ってた夢のような環境って……」

			　この濃度の高さから見て、相当に居場所が近い。独り言のような質問に、魔法使いの少女は深刻な顔で頷いた。

			「これだけ女の子の匂いが強い場所だもの。蜜魔にとっては格好の餌場よ！」

			「だからっ、女の子をエサ扱いしないで！」

			　口論しながらも、二人は迷う事なく体育館に飛び込んだ。

			「──!?」

			　昨夜のものより、ひと回り大きなハチミツお化け。それが体育館の中央で小山のように盛り上がり、気味悪く蠢いている。でも桃が息を飲んだのは、大きさのせいじゃない。

			「坂牧さん!!」

			　橙果が、魔物の下敷きになっていた。仰向けになって両腕を広げ、Ｔシャツとスポーツブラがまとめて捲めくれて乳房は剥き出し。下半身は蜜に埋もれてよく見えないけれど、卑猥に腰を波打たせているのが上半身の動きで想像できてしまう。

			「そんな……坂牧さんが……」

			　何より衝撃的だったのは、彼女の表情。眉を寄せ、閉じた目はうっとりと気持ちよさそう。開きっぱなしの唇からは、甘い喘ぎが絶え間なく漏れる。

			「あ、あん……あはぁ……」

			　性欲とは無縁に思えたスポーツ少女が、顔を快感に蕩けさせている。蜜が裸の乳房を覆い、搾乳するように揉みしだく。

			「あぁん、気持ちいい……。おっぱい、気持ちいい……！」

			「坂牧さん、ダメっ！　気をしっかり持って！」

			　ひと揉みごとに、彼女の口から歓喜が迸ほとばしる。信じられない光景に、桃は唖然となって立ち尽くし、我を忘れて叫ぶだけ。その腕を、メロが掴んで揺さぶった。

			「桃こそしっかりしなさい！　あの子を助けるんでしょ!?」

			　掴まれた腕の痛みで使命を思い出す。桃は制服の胸元からペンダントを引っ張り出し、魔法陣に口づけた。光が全身を包み、一瞬の後に粒子となって飛び散る。魔法のコスチュームへと変化した桃は、足裏に魔力を集めて空気を圧縮。それを一気に解放し、天井近くまで高々と飛び上がった。最初の戦闘で会得した、空中多段跳躍だ。

			「とりゃあっ！」

			　勢いにまかせたせいで間の抜けた気合になったけど、そこには目をつぶり、魔法杖を振りかぶって魔物に打ちかかる。

			　──ガキィィンッ！

			　その打撃が、蜜魔に届く寸前で跳ね返された。甲高い金属音が鳴り響き、武器を弾き飛ばされそうになるほどの衝撃で、手が痺れる。

			「な、なに……？」

			　急いで杖を握り直しながら着地。硬質な手応えは、蜜魔の反撃じゃない。

			（蜜魔以外に、何かいる……!?）

			　その背中を、冷気が吹き下ろす。強力な魔力に背筋が寒気を覚えたのだ。隠そうともしない力に導かれ視線を上げると、二階通路の手すりの上に、静かに立つ人影が。背負う窓の色が茜から濃紺に変わり始めているせいで、姿を明確には視認できない。それでも、腰まである長い髪と細い手足で、女の子だと分かる。

			「……魔法少女!?」

			　シルエットが、桃のコスチュームに酷似している。スカートが少し長めだったり、いかにも魔法使い的な幅広つばの大型とんがり帽子を被っていたりと、細部に微妙な違いはあるものの、全体の印象はほぼ同じ。
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			（ひょっとして、メロの仲間？　変身できなくなったあの子を助けに来たとか？）

			　でも、さっき桃の邪魔をしなかっただろうか。

			　視線を少女に向けたまま、杖を蜜魔の方に向ける。月明かりが差して、やっと彼女の髪と衣装が濃い紫色だと判別できた。もっとよく観察したいけど、今にも頭まで飲み込まれそうな橙果が気がかりで、どうしても意識がそちらに傾いてしまう。

			　そこを狙ったように、紫少女が握る両刃の剣から衝撃波が放たれた。

			「うわぁっ!?」

			　優雅さの欠片もない悲鳴を上げ辛うじて跳びのく。同時に、バキバキと音を立てて床が砕けた。細かな破片と埃が飛び散り、一瞬前まで桃の立っていた場所が、長さ三メートルにも及ぶクレバスと化す。

			「危ないじゃない！　それに、こんなに壊しちゃってどうするの!?」

			　桃の抗議など聞こえないように、少女はゆらりと手すりから舞い降りた。長い髪とマントをなびかせ、床を滑るように移動して横薙ぎに斬りかかってくる。さっき見たメロと同じ動き。咄嗟とっさに桃も真似をして後方へ滑空、それをかわす。

			　すると突如、少女がブースターを点火したように加速した。一瞬にして距離を詰められる。さらに後退しようとしたら、背後の壁に阻まれた。

			「あっ……！」

			　逃げ場を失った桃に、少女が袈裟懸けに斬りかかる。辛うじて杖で受け止めたものの、激しい連撃を浴びせられて身動き取れない。

			（な、何て鋭い剣捌さばきなの……。すっごい美少女なのに！）

			　とんがり帽子の幅広つばの下から、少女の顔が覗く。唇をきつく結び、鋭い吊り目だけど、ハッとするほど整った顔立ち。そして、確信を得る。彼女は学園の生徒ではない。

			　だって、こんな美少女を、桃が絶対に見過ごすはずがない。

			「早く、倒れな……さいっ！」

			　切り結びながら、紫の魔法少女が忌々し気に低く呻く。桃としては、壁を背にした事で相手からの攻撃が一方向からだけになり、逆に何とか捌けている状況。

			（あーん！　こんな事なら、剣道とか薙刀とか、もっと真面目にやってればよかった！）

			　幼い頃から祖父の稽古に付き合わされたので、多少は剣術の心得もある。それに彼女の太刀筋が綺麗で軌道を読みやすい。素人のように出鱈目でたらめに振り回す方がよほど厄介。とか御託を並べたところで所詮しょせんは付け焼刃の素人剣法。いつまでも凌げるはずもない。

			　桃の中で焦りが募る。紫少女の肩越しに見える橙果が、ほとんど黄金ハチミツに飲み込まれてしまった。早く退治しないと手遅れになりかねない。

			「どいて！　私はあの化け物を封印しないといけないの!!」

			　眉を吊り上げ、振り下ろされる剣を杖で跳ね上げた。紫少女が後方へ大きく飛びのく。その唇は相変わらず厳しく結ばれ、見下すような目で桃を睨んだ。

			「それはこちらのセリフ。あなたに蜜魔は渡せない」

			　紫少女は淡々と告げ、正面から突進してきた。桃は杖を斜めに構えて斬撃に備える。しかし彼女は手前で上昇。空中から切り下ろしてくる。

			「この……！」

			　不意を突かれて防御が間に合わない。桃は逆に、垂直に飛び上がって紫少女に突っ込んだ。足裏から魔力を放ち、ロケットのように無理矢理身体を打ち上げる。剣より杖の間合いが長い。刃が振り下ろされる前に、少女の脇腹を打ち据える。

			　しかし、ヒットしたかに思えた打撃は、意外なものに阻まれた。彼女の前開きスカートが空気を孕んだように膨らんで、ぽよんと杖を跳ね返す。

			「あれぇ!?」

			　目を真ん丸に見開いて、手首を返して反対側から打ち込む。今度はゴムのように伸びたマントが杖に絡んで、乱暴に放り投げられた。床に激突する寸前で身体を反転、バランスを崩しながらも着地する。

			「何それ、ずるい！　ていうか……もしかして、私もできる？」

			　魔法コスチュームの超性能に猛抗議しようとしたけど、その前に気がついてしまった。紫少女が苦々しい顔になったので、正解らしい。桃が使いこなす前にと思ったのか、間髪入れずに宙を蹴って突進してくる。

			「えいっ」

			　桃は伸ばしたマントで床を叩き、その反動で飛び上がった。またも間合いを外された少女は、怒りに顔を歪ませ強引に斬撃してきた。それを左足の跳躍魔法で避け、さらに右足裏に溜めた魔力でキックをかます。

			「きゃあっ」

			　跳躍魔法で圧縮された空気をお腹に食らい、紫色の少女が吹き飛ぶ。彼女はマントを膨らませ天井でバウンドし、最初に現れた二階手すりに膝を突く。

			「な、なんて滅茶苦茶な……」

			　少女が面食らっている。どうやら、桃の「ど素人ゆえの出鱈目な戦い方」に翻弄ほんろうされている様子。

			（それなら……次で決める！）

			　焦りと決意が身体を衝き動かした。紫少女の態勢が整う前に、跳躍魔法の瞬発力で急上昇。でも彼女を攻撃せずに、その脇を素通り。天井の鉄骨に着地するや、即座に反転して垂直落下で突進する。

			「そんな奇襲が通用するとでも──!!」

			　しかし、紫少女の目が驚きに見開かれた。桃が視界から消えたからだ。足裏で使っていた跳躍魔法を背中で発動。強引に落下軌道を捻じ曲げた。激しい横Ｇに耐えながら、彼女の背中に渾身の一撃を叩き込む。

			「だぁぁぁぁっ！」

			「あぐっ！」

			　死角を突かれてマント防御も間に合わない。紫少女が潰れた声で顔面から床に落ちる。

			「うわあっ、やりすぎた！　ねぇ、あなた大丈夫……」

			　さすがに蒼褪め救護に向かうと、彼女はそれを拒むように片手でひらりと後方宙返り。格好よさに思わず見惚みほれたけれど、やはりダメージは大きかったのか、膝が崩れた。

			「この借りは返す……！」

			　低い唸り声と共に、彼女の剣の柄が光った。強烈な閃光に、桃は両腕で目を覆う。しかし無警戒に視界は塞げない。頑張って細目で様子を窺うかがう。

			　光は一瞬で消えていた。紫少女だけでなく、蜜魔までが跡形もなく消えている。

			「あ、あれ？　……もしかして盗られちゃった!?」

			　紫少女が魔物を回収したのは明らか。その重大性は認識しているつもり。けれど魔法少女初心者としては、戦闘の緊張感から解放された安堵の方が大きい。とてもじゃないけど追跡する気力はなかった。そして桃には、もっと優先すべき事がある。

			「坂牧さん！」

			　杖を投げ捨て、力なく横たわる橙果に駆け寄る。頭を抱き上げると、それだけの刺激で彼女は切なげに身悶えた。

			「あ、ンっ……。や、見ない、で……」

			　紫少女との戦闘が長引く間に脱がされてしまったのか、すっかり全裸。そして、魔物は消えても影響は残留したままだった。桃の視線を恥じて泣き顔になるのに、胸や秘部を触る事をやめられないでいる。

			「ねえ、これ……どうして……やだぁぁ……」

			「ごめんなさい、坂牧さん……。私のせいで……」

			　彼女が零す大粒の涙に、胸が詰まる。魔法少女になるのを躊躇ためらっていれば、犠牲者が出るのは分かっていた。それが、あろう事か橙果になるなんて。守ってあげられなかった無力感に苛まれ、お尻をぺたりと床に着く。誰が襲われたのだとしても、悔しさに変わりはないはず。けれど、この潰れそうな胸の重さは何だろう。

			（私の嘘つき。分かっているくせに）

			　この期に及んで分からないふりをする自分を嘲笑う。彼女を意識し続けたのは、ライバルだからだけじゃない。そんな理由で、懸命に姿を追ったりなんかしない。

			「あん、やぁぁっ。ねぇ助けて……触ってよぉ……」

			　羞恥と戸惑いの表情で、橙果が腕にすがりつく。その瞳が一秒ごとに淫欲に染まっていくのが痛々しくて、心臓を鷲掴みにされたように息苦しい。

			「待ってて坂牧さん。今、あなたを治してあげるわ」

			　蜜魔による発情を治せるのは自分だけ。今さらながら、やっと覚悟が決まり、橙果の頬に手を添える。過敏になった肌のせいで、彼女の腰が小さく跳ねる。

			「あはぁぁぁ……」

			　桃に触れられ気持ちいいのか、瞳が蕩けたように細められた。安堵が、逆に淫欲へと向かわせてしまったみたいだ。いつもの快活さとは別人のように痛ましい姿なのに、罪悪感とは別の感情が胸の奥から湧き上がる。無意識に、生唾を飲み込んでしまう。

			「しっかりしなさいっ。これは治療。坂牧さんを助けるためなのよっ」

			　首を振り、何かに負けそうになる自分を叱る。そして、いざ始めようかという時になって、大切な事を想い出した。

			「……そうだ、結界！」

			　これから浄化をするのに必要な措置。なのにメロの姿が見当たらない。魔力の気配さえ感じない。文字通り、この場から姿を消してしまっている。

			「嘘でしょ、あの子ってば逃げちゃったの!?」

			　憤るより戸惑いの方が大きい。数秒ほど迷った末に、このまま強行すると決めた。人目もないし、橙果の状態を考えると、移動させる時間があるとも思えない。

			　というか、それ以前の問題として桃が我慢できなかった。

			「んー、えいっ」

			　それでも、硬い体育館の床では彼女が可哀想。メロとの路上エッチも、正直なところ辛かった。なので、試しに跳躍魔法を応用し、周囲の空気を圧縮してみる。

			「「きゃはぁ！」」

			　抱き合う身体がふわりと浮いて、二人は一緒に歓声を上げた。大きな浮き輪に乗っているような弾力とふわふわで、ウォーターベッドならぬ、文字通りのエアベッド。イメージ以上の出来栄えに満足し、改めて橙果の裸身を見下ろした。

			　伸びやかな手足。Ｃカップと思われる、お椀を伏せたように綺麗な半球の頂点で、小粒な果実が細かく震える。細いウエストを辿った先に、淡い繁みが身体の中心を飾っている。スポーツで鍛えている割に、身体のラインは女の子らしく柔らかい。

			　同性なのだから、身体のパーツは同じ。胸だって、桃の方が明らかに大きい。それなのに、橙果の裸身を見ているというだけで心が震える。

			（素敵……綺麗……）

			　均整の取れた橙果の肢体は、桃に複雑な感情を喚起させた。高尚な芸術に触れたような感動と、邪な劣情が、胸の中を掻き乱す。

			「はぁ……ンあぁぁ……。触って……ねぇ触ってぇ」

			　そんな彼女が、身悶えしながら愛撫をねだる。劣情が、感動を一瞬で押しのけた。ほどよく日焼けした肌で淫らに光る汗を、鎖骨から胸元まで一気に吸い取る。

			「ちゅ……ちゅうぅぅ……」

			「あはぁぁ……！」

			　橙果の震える指がマントを掴んだ。欲情の中で見せる可憐な仕種に、興奮が抑えられない。桃は首筋に舌をべったり押しつけると、思いきり逆撫でした。

			「あぅ、はぅ、ンはぁっ」

			　舌を往復させるたび、橙果の背中が左右にうねる。彼女の声と反応が、汗に不思議な甘みを与える。桃は夢中になって舐め回し、頸動脈を激しく吸い上げる。

			「あは……汗、しょっぱい……。ちゅ、ちゅぱ、ちゅうぅっ」

			「ひぁぁぁんっ」

			　過敏になっている身体には刺激が強すぎたのか、橙果はお尻を大きく跳ね上げて、反射的に逃げようとした。しかし、魔法のエアベッドは浮き沈みが大きく自由が利かない。桃はマントを腕のように変形させて、彼女の両手首を押しつけた。

			「坂牧さん、逃げちゃだめ。気持ちよくしてあげるんだから」

			　手袋も、流れるように動いてリストバンドに。イメージ通りに形を変えるコスチュームに感心しつつ、自由な両手で彼女の乳房を両手で包んだ。

			（ふわぁ!?）

			　掌に吸いつく柔らかさに、驚いて目を見開く。正直、もっと筋肉質かと思っていた。赤みを増す小粒な果実を凝視しながら、ふたつの白い膨らみを、五本の指で揉みまくる。

			「ンくッ！」

			「あ、ごめんなさい！　痛かった？」

			　いきなり、橙果が眉を寄せて呻いた。つい夢中になりすぎて、強めに握りつぶしてしまった。女の子同士だし、二度目だし、力加減は心得ていると思っていたのに。女の子を愛する者として自信を失いかける。そんな桃に、橙果はふるふると首を振った。

			「痛いの、気持ちいいのぉ……。もっと強く……いっぱい痛くして欲しいのぉ……」

			　嫌がるどころか、催促するように胸を突き出す。乳房の頂点で乳輪が膨らみ、さらにその中心では硬乳首が円柱形に飛び出して、物欲しそうに震えている。そんな絶景を凝視していたら、橙果が薄く目を開けた。熱く潤んだ瞳と、濡れた半開きの唇に、理性の糸が音を立ててプツンと切れる。

			「さ……坂牧さんっ」

			「あはん、あん、あぁぁぁんっ」

			　桃は暴走する欲望のまま橙果に圧し掛かった。乳首に吸いつく。硬いような柔らかいような、不思議な弾力。それを舌の上で転がすと、嬌声きょうせいが体育館に反響した。

			（坂牧さんの声、可愛い……）

			　もっともっと聞きたくなって、乳輪まで頬張り強烈に吸い上げた。

			「ひぁぁぁんっ。それいい……いい……。もっと、痛くぅ！」

			　甘い喘ぎに、耳も頭も蕩けそうだ。お望み通り、乳首に歯を立てる。そんな真似をする自分に驚くけれど、それ以上に彼女が悦よろこんでいるのが嬉しくて、甘噛あまがみで左右に転がす。

			「ひんっ、ひぃぃぃン！」

			　泣いているようにも聞こえるけれど、橙果は桃の頭を抱え込んで、もっと乳首を苛めろと態度でせがんだ。柔乳肉を顔全体に押し当てられて、密閉空間に充満した少女の汗と肌の匂いを、胸の奥まで深く吸い込む。

			（何か……私まで気持ちよくなってきちゃった……）

			　頭がクラクラする。幸せの中で窒息しそうだ。しかし今は、自分の快楽は二の次。乳首から胸の谷間に舌を移動させるけど、その前に右手の指で脇腹をなぞる。

			「ふはっ!?　はぅぅんっ」

			　胸に気を取られていた橙果が目を見開く。指を太腿に移動させ、膝と鼠径部の間を往復させると、その瞳に涙が浮かんできた。

			「いやぁぁ……。焦らさないで……早く、あそこ、触ってぇ……！」

			　快活少女が、か細い声で淫靡いんびなおねだり。性欲とは無縁と思っていたのに、自ら脚を開き、桃の指を秘密の場所に誘い込む。

			「さ、坂牧さん……」

			　誘惑されるまま、内腿に手を滑らせた。卑猥な熱気に吸い込まれるように、一気に中心部へと侵攻する。

			「はぁん！」

			　橙果が感極まった喘ぎを漏らした。とろとろの蜜の泉に指が沈む。量と熱さに驚かされたのはもちろん、感触そのものにも衝撃を受ける。

			（何これ!?　私のともメロのとも違う……）

			　ゴムのように弾力のある肉襞が、生き物のように指に吸いついてくる。幼児の口のようにしゃぶりついてきて、妙に愛おしい気持ちになる。

			「ひぁあん！」

			　硬い肉芽が指先に触れた。彼女のお尻が過剰なまでに跳ね上がる。クリトリスを見つけた桃は、そこを中心に摩擦を与えた。潤滑油は有り余っているので遠慮する必要はない。最初からトップスピードで激しく転がす。

			「あうっ。わたし……そこ、そこ好き……凄、く……好きなのぉ！」

			　まるで桃を逃がすまいとするように、両手でしがみついてくる。自由だった方の脚も、腰に絡める。しかし、そんな反応より衝撃だったのは、彼女が無意識に漏らした言葉。

			（坂牧さん……オナニーしてる!?）

			　そこが「好き」なんて、普段から触っていなければ出ないセリフ。性的な事に無関心だとばかり思っていた彼女が、まさか自慰をしていたなんて。陰核を刺激され、桃の背中に腕を回して歓喜しているその顔が、昨日とはまるで別人のようにさえ見える。

			「あん、可愛いっ。坂牧さん、すっごく可愛い！」

			　もちろん、そんな彼女は大歓迎。愛おしさで、頬と頬を擦り合わせる。

			「あん、あん、きゃぅん！」

			　愛撫の速度を上げると、橙果は仔犬のように鳴いて身体をくねらせた。そのたびに彼女の乳首が胸に当たって昂ぶる。桃はそれを直に感じたくなって、淫欲に溺れる意識を少しだけコスチュームに向けた。カップの間に縦線が入り、伸縮性のある布地を押しのけながら、自慢の巨乳が零れ出る。

			「あはぁ……」

			　その解放感に、歓喜の吐息が漏れる。桃はマントの力を借りるのをやめ、自らの手で彼女を組み伏せた。恋人つなぎで指を絡ませ、乳房と乳首を擦り合わせる。

			「どう、坂牧さんっ。おっぱい気持ちいい？」

			「気持ちいいっ！　おっぱい、すっごく、気持ちいい!!」

			　橙果は快感に溺れた淫靡な笑みで、途切れ途切れに答える。その彼女の悶える脚が、桃の股間を擦り上げた。

			「はぅ！」

			　痺れるような快感が性感を高める。それが影響してか、意識していないのにレオタードが変形した。下腹部から股間辺りの、パンツに相当する部分が丸ごと消失。淫部が丸出し状態に。かなり卑猥なスタイルになっている気もするけれど、そんな事は気にしていられない。橙果の脚が直に性器に触れ、甘美な悦びに痺れまくる。

			「ふぁっ。あん、んあッ……凄い……凄いぃ！」

			　もちろん桃も、太腿でお返し。彼女の陰唇を擦る。二人は淫らに腰を波打たせ、溢れる蜜で相手の脚を粘液まみれにする。それほど刺激の強い愛撫とは思えないのに、魔力が介入しているせいなのか、互いを際限のない快感の渦に巻き込んでいく。

			「はぁぁ……おっぱい、気持ちいい……。あそこ、気持ちいい……！」

			　うわ言のように橙果が繰り返す。それは桃も同じ。快楽に呆けるあまり、口の中に溜まった唾液を飲み込むのも忘れ、彼女の頬に垂らしてしまった。

			「あんっ……」

			　それを無意識に舐め取ると、橙果が心地よさそうに声を震わせた。その唇に、艶々と濡れたピンクの二枚貝に、心を奪われる。

			「キス、したい……」

			　それは、柔らかそうな唇に魅せられた自然な気持ち。けれど単純で純粋な欲求ゆえに、いったん意識したら抑制が利かなくなった。

			（キスしたい……キスしたい、キスしたいキスしたいキスしたい……っ）

			　動き続ける身体以上に、思考が暴走する。とめどなく溢れる言葉に操られ、彼女の唇に顔を寄せる。甘い吐息が鼻孔をくすぐり、初めての感触が間近に迫るのを実感する。

			　でも鼻の頭が触れた瞬間、桃は懸命に自分を押し留めた。なおも口づけしたがる身体の我儘に、歯を食い縛って必死に抗う。

			「何を考えてるのよっ。坂牧さんは正気を失ってる状態なのよ!?」

			　この浄化のための性行為さえ、彼女にとっては本意じゃないはず。自分の欲求に負けていい場面じゃない。

			「それに、坂牧さんだって初めてかもしれな──!?」

			　自分に言い聞かせていたら、橙果の方から唇をぶつけてきた。突然すぎる不意打ちに、驚きすぎて身体が固まる。

			（な、なな…………何てコトするのよーっ!?）

			　まさか彼女の方からキスしてくるなんて。しかも首を左右に傾けて、ぐいぐいと押しつけてくる。予想外の事態にどう対処すればいいのか分からない。混乱で動けずにいたら、舌まで入れてきた。ぬるりと濡れた感触に搦からめ捕とられ、言葉が出てこない。せっかく彼女を想って思い留まったのに、舌と舌とが触れるたび、考える力が奪われていく。

			（キス……。私、坂牧さんとキスしてる……）

			　表面同士をべったりとくっつけると、全身に強烈で甘美な電気が走った。鮮烈な快感に夢中になって、何度も何度も繰り返す。溢れた唾液で口の周りはベタベタ。初めてにしては淫らすぎるキスだけど、気持ちよすぎて止められない。
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			「はぁはぁ……坂牧さん…………ンッ」

			「んぁぁ……ちゅう、気持ちいい……。もっと、もっと……ちゅう、するぅ……」

			　二人の手が、互いの髪を掻き乱す。キスしながら横臥して腰に脚を絡め合い、相手の淫裂に指を這わせる。舌と唇だけでも気が遠くなるほどの快感なのに、橙果に性器を触られ下半身が蕩けそうだ。

			（本当は、私が彼女を気持ちよくさせなくちゃいけないのに……！）

			　桃の方が先に達してしまいそうだ。負けまいとして懸命に指を動かす。拙つたないテクニックを駆使して、淫唇を掻き回し、陰核を転がしまくる。

			「きゃふ、あふっ、あ、あ……！」

			　しかし、時間が経つにつれ、淫魔力に冒されている者と、そうでない者の差が現れ始めた。桃を抱き締めた橙果の手が激しく震える。頭を切なげに揺らして、キスもままならない。このまま一気にイカせてしまおう──と思ったら、桃の秘部を激しい快感が襲った。

			「はぁぁぁン！」

			「わらひも……わらひも、気持ちよくすりゅのぉ！」

			　呂律の回らない口で橙果が叫ぶ。指で滅茶苦茶に淫裂を掻き回してくる。理性が薄れゆく中、それでも桃を気持ちよくしようと、最後の力を振り絞っている。

			　そんな健気な姿を見せられて、感激しないはずがない。

			「坂牧さん…………橙果ちゃん……好き、好き……！」

			　感極まって彼女を抱き締め、胸いっぱいに詰まった想いを吐き出した。言葉が快感となって身体中を駆け巡り、桃も一気に高みへと昇りつめる。

			「あぁ駄目……私イッちゃう……！　でもダメ、橙果ちゃんも一緒に……！」

			「あん、あんっ。わたしも……いく……イッちゃうのぉ！」

			　橙果が桃の唇にかぶりつく。桃も媚摩擦を求めて舌を伸ばす。痙攣する指で相手の陰唇を震わせる。二人とも下半身の快感が強すぎて、うまく唇を合わせられない。そのフラストレーションが逆に絶頂感となって体内で膨張し、一気に弾け飛んだ。

[image: ]





			「あぁ、ダメ、私、ホントに……ホントにもう……いく、だめ、イクぅぅ！」

			「わたしも、わたしも……ふぁん、あん、あんっ、あぁぁぁぁンッ！」

			　腕と脚とで、痛いほど硬く抱き締め合う。身体を震わせ、身体の隅々にまで絶頂快感を行き渡らせる。意識までどこかに飛んで行ってしまったように朦朧とする中、二人はどちらからともなく唇を寄せ合い、今度は心行くまで口づけを貪った。

			


			　正常さを取り戻した橙果が、体育館の真ん中で恥ずかし気に俯く。全裸のままで正座して、セックスの余韻の汗が流れる胸元を、Ｔシャツで隠して。

			　そんな彼女の前に立つ桃も、モジモジとするばかり。コスチュームはノーマル状態に戻しているけど、股間に残る疼きを見られている気がして、隠すように杖を横に持つ。

			（き、気まずい……）

			　浄化という大義名分があるとはいえ、橙果から見れば無断でエッチされたも同然。怒られる前に逃げるか謝った方がいいと思ってはいるのだけど、桃にはもうひとつ、どうしても気になっている事があった。

			（私……好き、とか言っちゃったよね!?）

			　彼女は覚えているのか、そしてどう思ったのか。それを聞くまでは怖くて動けない。

			「あの……助けてくれて、ありがとうございました」

			　しばしの沈黙の後、やっと橙果が口を開いた。しかし視線を上げたのは一瞬だけで、再び顔を伏せてしまう。頬ばかりか耳まで真っ赤。きっと、エッチ中の自分の言動を思い出して恥ずかしがっているに違いない。

			「あの……あのね、さっきのはね、怪物の仕業なの。全然、まったく、あなたのせいじゃないから大丈夫！　だから気にしないで。は……恥ずかしいのは私も同じなんだから！」

			「そう……なんですか？」

			　共犯意識も交えて一生懸命に言い含めると、彼女の顔から硬さが取れる。心配事の山をひとつ越えて、安堵したいところだけど、最大の懸念は残ったまま。

			（もし嫌いなんて言われたら……明日からどんな顔して教室で会えばいいの!?）

			　苦悩する桃を、橙果が見上げていた。不思議なものを見る目で、小首を傾げながら。

			「あの、失礼ですけど……お名前を教えていただけませんか？　あ、わたしが先に名乗るべきですよね。坂牧橙果っていいます」

			「…………はい？」

			　てっきり「好き」の意味を聞かれるものとばかり思っていた桃は、呆気に取られた。自分を下から上まで眺める彼女の視線を辿って、ピンクの衣装が目に入る。

			（あ。私、変身してるんだった）

			　彼女にとっては、全身ピンクの不思議少女。その正体を知りたいだけ。告白が空振りに終わった事は残念だけど、心の準備をできていなかった分、むしろ胸を撫で下ろす。

			「……その服、すっごく可愛い。ピンクが似合うって羨ましいなぁ」

			「え、そう？」

			　徐々に元気を取り戻してきた橙果が、素敵、可愛いを連呼する。おかげで急速に自信が甦ってきた。キラキラ輝く羨望と憧れの目で見詰められ、つい調子に乗ってクルリと一回転なんてしてみる。

			「それで、あの……あなたは一体……」

			　祈るように胸の前で手を組んで、改めて名前を尋ねる橙果。その気になった桃は、杖をバトンのようにくるくる回し、高々と掲げて名乗りを上げた。

			「聞かせてあげる！　私の名は、魔法少女マジカルピンク！」

		

		
			
			

		

	

			第３章　魔法少女を忘れない

			


			　翌朝、学園は大騒ぎだった。何しろ、体育館の床に謎の大穴が開いていたのだから。立ち入り禁止の黄色いテープが張られた外では、生徒ばかりか一部の教師までが人だかりを作って、警察や消防の調査を覗き込んでいる。

			　犯人ではないにしても、関係者である事を免れない桃は、できれば現場から目を逸らしたかった。しかし素通りするのも不自然なので、素知らぬ顔で人の輪に近づいてみる。そうなると、自ずと周囲の話が耳に入ってきてしまうもの。

			「質たちの悪い悪戯？」「あんなの、人の力じゃ無理でしょう」

			「竜巻じゃないかしら」「窓も屋根も壊れていないのに？」

			　口々に推理しているけれど、当たるわけがない。この中でただ一人真相を知る桃は、誰にも言えない秘密に怯え、その場から静かに立ち去った。

			　しかし、残念ながら教室でも体育館の話題でもちきり。クラスメイトたちの噂話から逃げるように、人気のない場所を求めて校舎裏に移動した。

			「……メロ、いるんでしょ？」

			　半ば不貞腐れ気味に声をかけると、背後で緑色の髪の少女が、ローブのフードを外して気まずそうな顔を見せた。

			「昨日はどうしたの？　家にも戻らないで……心配したんだから」

			　心配したのは本当だけど、言葉に現れる感情の半分以上は苛立ちの方。

			「こっちにも色々と都合があるのよ。ええっと……そう！　あの襲撃者を追跡したりとかね！　まぁ、残念ながら逃げられちゃったけど！」

			　いかにも、今考えましたという感じの口調。桃は、彼女をジッと見詰めて追及する。

			「参考までに、どこまで追いかけたか教えて」

			「そ、それは……」

			　冷や汗を流して、思いきり目を逸らして。明らかに嘘を吐いている。

			「……逃げたんだ」

			「だ、だって……あ、あたしは戦えないんだから仕方ないでしょっ」

			　急に開き直った。さすがにその言い訳を見逃すわけにはいかない。

			「そうかもしれないけど……。そもそも、戦闘も浄化もメロの役目でしょう？　なのに、全部初心者の私任せにして」

			「まぁ、そうなんだけどさ……」

			　どうにも歯切れが悪い。桃を真っ直ぐ見ようともしない。まだ嘘が含まれている気がするけど、それを追及するより、まずは直面している問題を解決したかった。

			「あの体育館だけど、ぱぱーっと直せる魔法とかないの？」

			「うーん……。なくはないと思う。でも、あたしは専門外だから」

			　メロが困ったように眉を下げる。よく考えたら、人間だって、生物学者に建築物修理を依頼するのはお門違い。むしろ、そんな魔法がある方にびっくりだ。

			「不思議パワーで人知れず解決ーってわけにはいかないかぁ……」

			　かといって、当事者として無為に傍観しているわけにもいかない。やむなく桃は、その場で祖父に電話して、修理費の一部を寄付するようにお願いした。お嬢様なんて持てはやされても所詮は学生。これが、できる範囲の罪滅ぼし。

			「理不尽だわ。壊したのは紫色の子なのに……」

			　あの少女がどこの誰か分からない以上、やっぱり桃が対処するしかない。それなりに納得したつもりでいたけれど、考えたら無性に腹が立ってきた。

			「ていうか何よっ。エッチとかお金の心配とか！　こんなの魔法少女じゃなぁい！」

			　空を仰いで感情を爆発させる桃の顔を、メロが下から覗き込んだ。小首を傾げながら、不思議なものを見るように、曇りのない純粋な瞳で。

			「気になってたんだけどさ、その魔法少女って何？　変身後の事なら、魔法戦士って呼んで欲しいんだけど。それから……マジカルピンクっていうのは一体……」

			「言わないで!!」

			　異世界人の純真な質問に耐えきれず、頭を抱えてしゃがみ込んだ。それについて誰よりも問い質したいのは、他ならぬ桃自身。あの時は格好よく決まったと思ったけれど、帰宅して冷静になった途端、とてつもない羞恥が怒涛のように襲ってきた。

			（マジカルピンクって、安易にも程があるでしょう！　あぁ～何でもっと個性的なネーミングができなかったのよっ。坂牧さん、きっと笑ってた。ぜ～ったいに嘲笑ってた！）

			　一応は正体を隠すためとはいえ、いつものコスプレのノリで名乗ったばかりに生まれた悲劇。あらかじめ時間をかけて考えておけば──なんて後悔しても、もう遅い。

			「ねぇねぇ、だからマジカルピンクって……」

			　しつこいメロにギロッと目を剥く。これには彼女も、触れてはいけない領域なのだと理解してくれたようだ。

			「え～っと……あ！　ほら桃、始業の時間だよ。教室に戻らなきゃ」

			　あたふたとチャイムの鳴り響く空を指差す。気を遣う異世界人の姿を見たら、さすがに申し訳ない気持ちになった。

			「そ、そうね……。あの紫の子の事も、後で話しましょう」

			


			　授業が始まる頃には、たいぶ落ち着きを取り戻した──とはいかなかった。正直、桃にとって体育館なんかよりも重要な問題が、斜め後ろの席に鎮座している。

			（坂牧さん、大丈夫かな……）

			　始業前の様子を見る限り、特に変わった様子はない。今も平然と授業を受けている。ただ、やはり気になる点はあった。桃の後に登校してきた彼女は、あれだけの騒ぎを目にしていながら、体育館に近づこうとしなかった。

			（あんな怖い目に遭ったんだもの。トラウマとかになっていたらどうしよう……）

			　しばらくは彼女を見守っている必要がありそうだ。できるなら一瞬たりとも目を離したくないけれど、あいにく桃の座席は一番前なので、授業中は難しい。決めた事を即実行できず、もどかしさで教師の声も耳に入らなくなってくる。

			（それにしても……）

			　橙果の事ばかり考えていると、どうしても昨夜の出来事が頭の中で再生されてしまう。その時の彼女の表情は、桃にとって驚きでしかなかった。

			（坂牧さんも、あんな顔するんだ……）

			　爽やかな少女が見せた、意外な淫らさ。目を閉じなくても思い出せる衝撃の光景に、スカートの内側が落ち着きを失う。

			　でも、橙果にそんな顔をさせたのは異界の魔物。彼女の望む形でなかったであろう事が痛ましい。というより、自分が気持ちよくしてあげたかったのにと思うと、蜜魔が妬ましくて憎らしくて、苛立ちを抑えきれない。桃は机に頬杖を突き、溜まりに溜まった憤りを深い溜め息にして吐き出した。

			「はぁぁ……。坂牧さんと普通にエッチしたいなぁ～」

			「すればいいじゃない」

			「それができれば苦労は…………」

			　思考と身体が、固まった。十秒以上も経ってから、返事があった意味を理解して、全身がガクガク震え始める。

			「え、私……今の声に出して……!?」

			　授業中の教室で「同性の同級生とエッチしたい」発言。信じられない自分の所業に、桃は、カクカクとロボットのような動きで首を巡らせた。驚きと失望と軽蔑の眼差しが自分に注がれている事を予想し、それでも、どうか夢であってくれと願いながら。

			「あれ……？」

			　誰も桃に注目していない。どの生徒も、板書を黙々とノートに写している。首を伸ばしてキョロキョロしているのだから、今だって十分に悪目立ちしているはず。それでも、誰一人として気に留めていない。

			　安堵していいのか分からず混乱していると、ふと、自分の周囲が、薄い膜のような魔力で覆われているのを感じた。これに似たものを、前にも見た事がある。

			「もしかして……認識阻害の結界？」

			「うん、正解。桃の机の周りだけ、結界を張ったんだ。どんな大声で騒いでも裸で踊っても、誰も気がつかないよ」

			　いつ教室に侵入したのか、ローブを羽織ったメロが桃の机に腰を下ろした。もちろん結界の効果は知っている。それでも人目が気になって、椅子の上で首を竦める。

			「そんな事よりさ。桃って、この娘が好きなの？」

			　無遠慮に、メロが橙果を指差す。答えるつもりはなかったのに、真っ赤に染まる顔で反応してしまった。

			「そ……そんなの、あなたには関係ないでしょっ！」

			「やっぱり好きなんだぁ。そうでなきゃ、エッチしたぁ～い、なんて言わないもんね」

			「そんな言い方してないわ！」

			　身悶えするような物真似をされて、思わず椅子を鳴らして立ち上がる。慌てて座面を押さえたけれど、その必要はなかった。隣の生徒が、淡々と教科書を朗読している。

			「ね、大丈夫でしょ？」

			　勝ち誇ったようなメロが癪で、桃は、わざとらしいほど優雅に座り直す。結界なんて関係なしに授業に戻ろうとしたら、背中から腕を回して抱きついてきた。

			「何するの、邪魔しないで」

			「ねえ桃ぉ。あたしとぉ……エッチ、しよ」

			　無邪気で妖しい囁きが、耳をくすぐった。唐突で予想外すぎて、邪険に振り払おうとした腕が止まってしまう。

			「そ……そういう悪い冗談はやめて」

			　本当に悪質な戯言だと思った。メロを嫌いなわけじゃない。ただ、そんな対象として見た事がないというだけ。確かに一度はエッチしたけど、あれは浄化であって愛の行為とは違うもの。しかし彼女は、まるで妖精のような身軽さで桃の膝に乗ると、甘えるように腕を首に巻きつけた。

			「ちょ……！」

			　さらには、首筋に顔を埋めてきた。淫らなキスを警戒し、反射的に目を閉じる。結界があると分かっていても、目に見えない皮膜では安心を与えてくれない。

			　緊張で身を硬くする桃の首筋で、メロがスンスンと鼻を鳴らした。

			「やっぱり。いやらしい匂いがする。桃、ちゃんと性欲を発散してる？」

			「失礼ねっ、どういう意味よ！」

			　警戒心を蹴散らして、ヒステリックに声を張り上げる。しかし彼女は動じず、むしろ、真面目な目で桃を見詰めた。

			「蜜魔は、女の子の欲情をエサにする。その対象に例外はない。つまり、魔法戦士も狙われる危険があるって事なの。性欲が強い娘は、強い蜜魔を引き寄せやすい。貴重な戦力である桃を、被害に遭わせるわけにはいかないのよ」

			「そ、そんな事言われても……」

			　思ってもいなかった警告に言葉を失う。変身能力を得たせいで、自分がターゲットになるなんて想像すらしていなかった。

			　とはいえ、思春期の女の子をつかまえて「性欲が強い」なんて、失礼にも程がある。

			「で、でも私だって、その……浄化で、気持ちよくなってるし…………」

			　どうしてこんな事を告白しなくちゃいけないんだと、耳まで真っ赤に染めて俯く。

			「でも、実際に蜜魔が好みそうな匂いがする。桃は、他の人よりこまめに発散する必要があるのよ。性欲の強さの意味でも、魔法戦士としても。だから……ね？」

			　首を抱き寄せ誘惑してくる。メロの話を疑うわけじゃない。それでも、どうしても素直には応じられない。戸惑う桃の視線に、彼女も気がついた。

			「……やっぱり、あの娘がいい？　事情を話せば協力してくれるかもしれないよ？」

			「それは駄目！」

			　もちろん橙果とエッチしたい。でもそれは、ちゃんと恋人同士になれたらの話。昨日の告白だってうやむやなのに、ただ性欲の発散に付き合わせるなんて論外。それに、迂闊うかつに事情を話したら、この戦いに彼女を巻き込みかねない。

			「それだけは……駄目」

			　小さく呟く桃に、メロの瞳が曇る。しかしすぐに微笑んで、頬に軽く口づけてきた。

			「あたしに任せて。いっぱい気持ちよくしてあげる」

			「うん……。て、ここで!?」

			「何のために結界を張ったと思ってるのよ。平気へーき大丈夫。性能は完璧よ」

			「そういう問題じゃ……きゃあ!?」

			　何かが両手に巻きついた。次の瞬間には一気に引っ張り上げられて、天井から吊り下げられる格好に。魔力を感知する目で見ると、直径五センチほどの蔦つた的なものが、前腕部に螺旋を描いて絡みついている。

			「ちょ……これ、なに？」

			　爪先が机に触れるか触れないかで、怖がるような高さではない。それよりも、得体の知れないものに自由を奪われた不安で下半身が落ち着かない。腰を捩って透明触手から逃れようとするけれど、柔らかな弾力がそれを阻む。

			「離して、離してってば！」

			　金切り声を上げながら、左右に身体を捻って抵抗する。すると、ローブの力で同じ高さまで浮き上がったメロが、桃の唇に指を当てた。

			「そんなに騒ぐと結界の効果が落ちちゃう。みんなに気づかれちゃうよ？」

			　うっ……と慌てて口をつぐむ。みんなの憧れ栗栖川さんが、みっともなく泣き叫ぶ姿なんて見せられない。しかしそれは、メロに桃を嬲らせる口実を与えるものでもあった。彼女は悪巧みを隠さない笑みで、ブレザーとブラウスのボタンを丁寧に外していく。

			「本当にここで始める気!?」

			「うん、興奮するでしょ。それとも人前でするのは慣れちゃった？」

			「そんなの慣れるわけ……ンっ！」

			　メロの手が、制服の前を開はだけた。空気に触れたブラの胸と裸のお腹に、緊張が走る。体育の着替えとはわけが違う。他の全員がノートを取っている中、自分だけが服を脱ぐ異常事態。なのに、意に反して、早くも身体が熱を孕み始める。

			「怖がらないで。楽にしていいよ……」

			「バカ言わないでっ。そ、それより……メロは、いいの？」

			　期待と反発に震える声で、桃は尋ねた。お腹を撫でながら、メロが首を傾げる。

			「いいって？」

			「わ、私と……こんな事をするのが……」

			　蜜魔の餌食になりかけた時はともかく、恋人でもない桃とのエッチに抵抗はないんだろうか。すると彼女は、真っ直ぐに目を見据え、そして満面の笑みで明るく答えた。

			「もちろん、いいからするんだよ」

			　返事になっているような、いないような。曖昧で、言葉通りに受け取っていいのか躊躇する。でも追及できなかった。メロが、桃の乳房に下から手を添える。当然、胸への愛撫がくると身を硬くして待っていたら、首筋にチュッとキスされた。

			「──ヒッ!?」

			　声が裏返った。唇が触れただけなのに、全身をさざ波のような電流が走り抜ける。痺れが我慢できずに足指が悶え、上履きを床に落としてしまう。

			（うそ……なにこれ……）

			　教室で嬲られる緊張が、肌を過敏にさせているんだろうか。そんな事すら考えさせまいとするように、今度は反対側の首筋を強烈に吸ってきた。

			「ちゅうぅぅぅっ」

			「ンッ……ひぃぃぃっ」

			　声を抑えなくてはと思っても、勝手に喉から迸る。その間に、メロはブラのホックを器用に外してしまった。緩んだカップを上にずらし、右の乳首に吸いついた。

			「あはん、あぁぁん」

			　一度は予測を外された場所だけに、待っていた刺激で全身が疼く。唇に吸われ、舌で転がされるたび、心臓の鼓動のように乳首が脈打つ。反対側も指で転がされ、ゾクゾクする悦びに身を任せたくなる。

			「あぁ……」

			　つい、うっとりと目を閉じて、でも薄目に映った光景で我に返る。

			（て、こら！　私ったら何を悶えてるのよ！）

			　いつの間にか、教室全体を見渡す方に身体の向きが変わっていた。クラスメイトに裸の胸を晒し、女の子に吸わせて恍惚こうこつとなっている。メロの緑髪越しに広がる静寂の光景が、焦りと不安を際限なく増大させる。

			「ねえ、これ本当に見えてない……ンあっ」

			　疑問を呈したら、罰するように乳首を甘噛みされた。緊張で身体が過敏になっている。歯で挟まれて痺れる乳蕾をねっとり舐め上げながら、メロは悶える桃を見上げた。

			「目に見えてはいるよ。ただ、それを頭で認識できずにいるだけ。だから、人によっては印象に残ったりするかもしれないけど、夢に出た程度の曖昧な記憶だから安心して」

			「そ、そんな……」

			　認識阻害は理解していたつもりでいたけど、改めて説明されたら余計に怖くなった。怯える桃の乳首を、メロが執拗に舐め回す。

			「んふ……。桃の乳首、すっごく硬くなってきた……。そんなに気持ちいいの？　それとも……やっぱり見られるのが大好きなのかな？」

			「そんなわけないでしょう！　ふざけないで解放し……はう、あぅ、あうっ！」

			　メロが、まるで母乳を求めるようにチュパチュパとリズミカルに吸引した。ひと吸いごとに乳首の疼きが大きくなって、胸を突き出してしまう。気持ちよくなってはいけないと思うほどに、快感が大きくなって桃を苛む。

			「あはぁ……。桃のおっぱい大きい。それに重ぉい」

			「やめて……言わないでぇ……」

			　硬乳首を咥えながら、形や重さを確かめるように下から揉み上げる。感心する声が逆に馬鹿にしているように聞こえて、桃は恥辱に眉を寄せた。しかも、彼女の手つきは胸を雑に扱っているようでいて、巧みだった。乳輪を撫でたり乳首をくすぐったりと、細かい愛撫を織り交ぜて、的確に性感を高めてくる。
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			「……んふ。ぺろぺろ、ちゅ、ちゅぱっ」

			「ふぁぁっ！」

			　自慰の経験は豊富でも、他人からの愛撫には不慣れ。しかも童顔に似合わないテクニックに翻弄されて、桃は彼女の頭を抱き寄せたい欲求に駆られた。でも、幸か不幸か両手とも頭上で透明触手が緊縛中。もどかしさで腰を何度も左右に捩らせるしかない。

			「あ、やだ……。そんな……胸、ばっかり……」

			　乳首への集中攻撃で、先端がジンジン痺れ始める。ゆらゆらと首を揺らし、解放を訴える。でも彼女は、その言葉を別の意味に解釈した。

			「なるほど、こっちも可愛がれっていうのね」

			　下半身に伸ばされた手が、素早くスカートのファスナーを開けた。筒状の布は真っ直ぐにストンと落下し、机の上で輪を描く。

			「ついでにこれも取っちゃおう」

			「え、何するのバカバカ！」

			　彼女はさらに、下着にまで手をかけた。桃は必死に膝を閉じようとしたけど、宙吊りのせいで姿勢が安定しない。抵抗むなしく、純白の三角形は脚を通り抜け、スカートの輪の中心に投げ捨てられた。

			（ウソでしょう!?）

			　教室の片隅で、胸と下半身を完全露出。それだけで気を失いそうなのに、背後に回ったメロが膝裏に手を入れて持ち上げた。まるで、幼児におしっこをさせるような大股開き。

			「きゃあぁぁぁ!?」

			　教室中に響く悲鳴を上げる。その瞬間、数人の子が顔を上げた。メロの警告通り、声が結界を越えてしまったに違いない。慌てて口を閉じ、蒼白になって事態を見守る。彼女たちは怪訝そうにしたものの、すぐ教科書に目を戻した。

			（まさか……見られちゃった……？）

			　それは、多分ない。けれど、視線を向けられたという事実だけで、パニックを起こすには十分。それなのに、もっと絶望感に陥れる目が、桃を見ていた。

			　顔を上げた少女たちの中で、橙果だけが動かずにいた。瞬きもせず、桃の恥毛あたりを凝視しているかのように。冷静に考えれば、視線の先はきっと黒板。けれど彼女の無表情が、想像を悪い方に掻き立てる。

			（坂牧さん……私を軽蔑しているの？）

			　愕然がくぜんとしていたら、メロの指が鼠径部と恥裂の間を撫で上げた。はしたない格好ばかりか、他の女の子に愛撫されるところまで橙果に見られてしまう。

			「いやぁ……いやぁぁぁぁ……！」

			「ど、どうしたのよ桃!?」

			　クラスメイトの──橙果の前で辱めを受け、桃はついに耐えきれずに泣き出してしまった。驚いたメロが、目を真ん丸にして肩越しに覗き込んでくる。

			「……どうして……こんな……意地悪、するの？」

			　涙目で睨みつけると、彼女は慌てて前に回った。空中に浮きながら平身低頭、ペコペコと頭を下げる。

			「ご、ごめんなさいっ。桃がそんなに嫌がるなんて思わなくて……。てっきり、見られるのが好きなんだとばっかり……」

			「何でよっ!?」

			　思わず強めに突っ込んだ。うろたえるメロの目は、いたって真面目。

			（まさかこの娘、本気で私が露出趣味だと思ってたの!?）

			　確かに、今までの二回は外といえば外。でもそれは成り行きであって、そのような嗜好だと思われるなんて甚だ心外。しかし、それ以上に想定外だったのはメロの反応だった。桃の怒声にすっかり怯え、わなわなと口元を震わせている。

			「あ、あのねメロ。私、怒ってるわけじゃないから……」

			「そうなの？　よかったぁ！」

			　慌ててフォローしたら、彼女の表情がコロッと変わった。殊勝な態度が嘘のように明るい笑顔を取り戻して、桃に飛びついた。そればかりか無遠慮に肩に手を回し、耳朶を舐めながら、股間へ指を這わせてくる。

			「あはぁ。桃のここ、すっごい濡れ濡れじゃなぁい。何だかんだ言って、友達に見られて興奮しちゃったのね」

			「こ、興奮なんてしてません！　濡れてもいない……いないから……ンあんっ」

			　殊勝な態度から一瞬で無邪気さを取り戻す、彼女の急変ぶりについていけない。

			（何なの、この娘！　やっぱり異世界人って倫理観が違うの!?）

			　もちろん、自分のそこがどんな状態かなんて分かっている。認めるのが恥ずかしくて必死に否定するけれど、メロが秘裂を開くと、粘液がひと筋、内腿を流れ落ちた。

			「あ……」

			　反射的に声が漏れる。橙果がその雫を見ている気がして、恥ずかしさに身を縮める。けれど、そんな気持ちとは裏腹に、股間のウズウズは大きくなっていくばかり。

			（どうして……こんなに……）

			　自分の身体が信じられない。戸惑う桃に思い知らせるように、メロが動いた。開いた秘裂に中指が潜り込み、内側の粘膜をくすぐる。すっかり昂ぶったそこは、気持ちを置き去りにして勝手に悦び始めてしまう。

			「ち、違うわっ。気持ちよくなんか……あッ!?」

			　膣口を撫でられ腰が震えた。自慰でも経験のない快感に驚き、咄嗟に脚を閉じる。太腿に手を挟まれ、愛撫の邪魔をされたメロが不満そうな声を漏らした。

			「あんっ、きついよぉ」

			「そんな事、言われても…………ンあぅっ」

			　口ごたえは許さないとばかりに、メロが乳首を吸い上げた。脚が突っ張る。股間にわずかな隙間が生まれ、彼女の指が悪戯を再開。でも強くは刺激してくれない。陰唇の襞を、焦らすようにくすぐるだけ。もっと欲しくなって、桃の脚が自ら大きく開いていく。

			（だ、だめ……っ！）

			　快感に屈するのが悔しくて、腿に力を入れる。それを見越したように、メロが乳首に歯を立てた。反射的に膝が開く。自由を得たメロの指が、素早く動いて陰唇を震わせる。下半身が居ても立ってもいられない。拘束された手が動かせない分、余計に焦燥感が募り、尿意に似た快感が全身を襲う。

			（この娘……凄い！）

			　悶えながら、メロの指技に舌を巻いた。軽く性器を撫でるだけで、我慢できない痺れが生まれる。桃なんて、自慰で感じようとするあまり、力んでしまう事があるのに。

			「メ、メロって……どうしてこんなに上手……。そんなに経験が……ふぁう！」

			　内腿に走る鮮烈な痺れに言葉が途切れる。メロは二本の指で陰唇を掻き回しながら、首筋をねっとりと舐め上げた。

			「あたしの事はいいの。それより忘れないで。桃が気持ちよくなるのが重要なんだから」

			「そ、それは分かってるけど……ふぁぁぁ……！」

			　嘘だ。教室という空間と橙果の存在に気を取られるばかりで、蜜魔に襲われないための処置だなんて理由、完全に頭から飛んでいた。

			「分かってるなら、思いきり発散してね」

			「だ、だから……ここじゃなくて、別の場所で……だめ、あぁぁぁんっ」

			　乳房の谷間を舐められる。そのまま鎖骨をなぞり、首筋をねっとり逆撫で。舌が頸動脈を往復するたび、信じられないほど強烈な媚電流が身体の隅々にまで駆け巡る。

			「ヒィッ!?」

			　メロや橙果を浄化した時、桃も気持ちいいという知識だけで舐めてみた場所。彼女たちが大袈裟なほど悶えていたのは、蜜魔による強制欲情のせいだと思っていた。想像を超える切ない痺れに耐えきれない。首を曲げて逃げようにも、拘束のせいで可動範囲が狭く、あえなく舌の餌食になる。

			「何これ、何これ凄いっ、ひっあ……んぐぅッ！」

			　唇を噛み締め喘ぎ声を飲み込んだ。気持ちよくなってしまったら、橙果への裏切り行為になる気がして。もちろん、恋人でも何でもないのだから、桃の勝手な思い込み。それでも、彼女を好きになった自分の心だけは裏切りたくない。

			　なんて悲壮な想いを嘲笑うように、新たな触手が足首に巻きついた。

			「え、何……きゃあ！」

			　足首を持ち上げられ、恥ずかしいＭ字開脚に。露わになった秘部に、メロが顔を寄せてきた。興味深げな目で、まじまじと淫裂を眺める。

			「わぁ……。桃のここ、すっごく濡れてる。どんどん溢れてくるよ」

			「やだやだ、見ないで……」

			　腰を捩じって抵抗する。普通に性器を見られるだけでも恥ずかしいのに、欲情の様子を観察されて、平然としていられるわけがない。

			　それなのに、股間が疼く。彼女の視線を感じれば感じるほどに胸が高鳴る。

			（そんな……。やっぱり私、見られるのが好きだっていうの!?）

			　女の子の視線を浴びる日々が、そんな性癖を育ててしまったのか。なんて馬鹿な考察は甘い痺れに途切れた。メロが、秘裂に手を添える。それだけで、淫らな果汁が溢れ出し、雫となって滴り落ちる。机上の教科書やノートに、いくつもの染みを作ってしまう。

			「あぁぁ……」

			　その光景を、桃は陶然と眺めた。そしてメロはといえば、匂いに魅了されたように鼻先をピクピク動かしている。かと思った次の瞬間、睫毛まつげを伏せながら唇を寄せてきた。

			　──ちゅ。

			「……あふぅん」

			　鼻から甘い息が漏れた。蕩けるような快感が全身に広がって背筋を震わせる。でもこれは、挨拶程度の軽いノック。小さく伸ばした舌先が、味見をするように割れ目をなぞる。それで違和感がないと判断したのか、今度は思いきり唇を押しつけてきた。

			「あ……ッ、はぁぁぁっ」

			　しかも、溢れる粘液を全部舐め取る勢いで、素早く何度も上下に往復。そのたびに、桃の腰が大きく跳ね上がる。

			「だ、だめ……そんなに、いっぱい……あ、ダメッ！」

			　舌の動きが、性器全体から範囲を狭めた。尖らせた舌先が陰唇の襞をまさぐり、細かく震わせる。それが膣口に突っ込んで掻き回したかと思えば、尿道周辺の粘膜をチロチロとくすぐって、再び穴の縁を撫で回す。
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			「ちゅ、ちゅる……。はぁ……女の子のここ……すごく、美味し……ちゅうぅぅ」

			「ひっ、あ、ひぃぃンッ」

			　耳を塞ぎたくなる卑猥な音が、むしろ身体を昂らせる。ピンポイントへの愛撫は、全体攻撃よりも遥かに快感が鋭く、意識しないのに腰が勝手に８の字を描く。

			（あぁ凄い、凄い……気持ちいい！）

			　もっと深く舐めて欲しい。欲求を抑えられない。桃は足首を拘束する触手をものともせず、両脚でメロをきつく抱き寄せた。

			　でも、橙果と目が合った。その表情は、まるで快感に悶える桃を非難しているように見えて、罪悪感に肌が痺れる。

			「あ、だめ……！」

			　慌ててメロを放そうとした。なのに身体が言う事を聞かない。それどころか、その顔に股間を押しつけてしまう。彼女も桃のお尻をがっちり掴み、陰核に集中攻撃し始めた。敏感な肉芽を舌で弾き、強烈な快感電流を全身に流し込む。

			　──ぴちゅぴちゅ、れろれろ、ちゅる、ちゅぱ、じゅるっ。

			「だめだめ、それダメぇぇぇっ！」

			　罪悪感と快感が混然となり、尿意を催しそうな甘美な疼きになって体内を駆け巡る。快感を受け入れる事も拒む事もできず、狂ったように髪を振り乱す。

			「やだやだ、おかしくなる……変に、なる……なっちゃ……ンあぁぁっ！」

			　激しい悦びが、桃を快感の頂点へと吹き飛ばした。腰が何度も跳ね上がる。自分でも信じられない力で全身が強張る。腿に挟まれたメロが苦しそうにするけれど、それでも舌を止めようとせず、絶頂陰核に追い打ちをかけた。

			「だめ、もうやめて、ホントに変に、頭、おかしく……あぅ、あぅッ！」

			　休む間もなく次の絶頂に飛ばされる。股間と唇から垂れた雫が、ノートに新しい染みを作る。そんな混乱の中でも、目だけは、しっかり橙果を捉えていた。

			（どうしよう、イッちゃった……。坂牧さんの前で……。他の女の子で……）

			　どこか悲しそうな橙果の瞳と、濡れた唇を舐めながら見上げてくるメロの淫靡な目。それらをぼんやりと見比べながら、桃は、甘美な罪の意識に胸の奥を疼かせた。

			


			　自称マジカルピンクこと栗栖川桃は結界を解き、制服姿の少女をベンチに横たえた。夜の公園は噴水がライトに照らされて綺麗で、お気に入りのスポットなのだけど、それをゆっくり楽しむ余裕もない。

			「あらら、気を失っちゃったね。マジカルピンクの愛撫は激しめだからなぁ」

			　丸眼鏡の少女の寝顔を眺め、メロが茶化した。実際、少女は激しい運動の後のように頬を紅潮させ、慎ましい胸を上下させている。

			「この子が蜜魔に襲われてた時間が長かったせいよ。メロだって分かってるくせに」

			　蜜魔との戦闘と封印と浄化エッチで著しく疲労した桃は、軽口に言い返す気力も残っていなかった。もう日付も変わる時刻だし、一刻も早く帰りたいところだけど、意識のない女の子を放置もできない。休息ついでに、彼女が目を覚ますまで待つ事にした。

			「それにしても、こんな真面目そうな子が狙われるなんて……」

			　汗に濡れる少女の髪を整えながら、眉を曇らせる。いかにも図書館が似合いそうなタイプ。橙果とは別の意味で、蜜魔が好むようには見えない。

			「真面目そうな子ほど欲求を溜め込んでいるものよ。桃だって身に覚えがあるでしょ？」

			「むぅ～……」

			　メロに指摘され、桃は不機嫌に唸った。確かに桃も表向きは優等生ぶっているけれど、一日の大半はエッチな事ばかり考えている。

			　しかし彼女の言い分を認めるのも癪だったので、強引に話題を転換した。

			「えーっと……これで捕獲した蜜魔は五匹？」

			　紫の魔法戦士に横取りされた分も足せば、六匹。あの後で彼女がどれだけ捕まえたか知らないけれど、半分は回収できた計算になる。

			「ここまで順調にこられたのも、桃の助けがあったからよ。本当にありがとう」

			　メロが頭を下げた。直前に桃のエッチの過激さをからかった人とは思えないほど、神妙な顔つきで。

			（どうにも掴みどころがない人だなぁ。悪い子じゃないとは思うんだけど……）

			　この小柄な魔法使いは、ちゃんと使命感を持っていそうな割に、不真面目な時がある。異世界人だから、なんだろうか。でも紫の魔法戦士なんて、ストレートに怒りをぶつけてきて分かりやすかった。

			「お礼を言ってくれるのは嬉しいけど、まだ半分だよ？」

			　桃は、自分を戒めるつもりで気を引き締める。それに、次第に魔物が強くなっている気がしていた。単純な攻撃力や、桃の魔法への耐性ばかりでなく、魔力探知で位置を特定しづらくなっている。

			「まあ……強くなってるというよりは、弱いやつほどエネルギーを欲しがって、先に現れてるんだと思う」

			　桃の疑問に、メロが見解を示す。出現時の感知はできているので、知らない間に誰かを襲った可能性は低いらしい。しかし彼女の見立てが正しいと、これから敵は強くなる一方という事になる。この後の苦戦が予感されて、気が重い。

			　と、それとは別に、桃には懸念すべき事が起こっていた。

			「ん……」

			　眼鏡少女が意識を取り戻す。桃は、緊張して身構えた。浄化の後、助けた女の子たちが揃って同じ反応をするからだ。上半身を起こした少女が、状況を掴みかねて目をパチクリさせる。そして桃を見るやいなや、体当たりのような勢いで抱きついてきた。

			「魔法少女だぁ！　会いたかったですっ。感激ですぅ！」

			「あぁ、やっぱりぃ！」

			　毎回こうだ。どうやら、ピンクの魔法少女に関して、ある噂が流れているらしい。橙果か、あるいはその次の被害者が言いふらしたと思われるけど、問題はその中身。

			「本当だったんですね。女の子なら誰でも抱いてくれる、すごいテクニシャンの魔法少女がいるって都市伝説」

			「それ違うから！　誰でもじゃないから！」

			「て事は、好みの女の子を抱くテクニシャンの魔法少女？」

			「それは、その……」

			　ぽっと頬を染める上目遣いの眼鏡少女に、反論も曖昧になる。いくら変身しているとはいえ、優等生を気取る桃にとって、虚実入り交じった変な噂は、いささか不名誉。エッチ上手と言われるのは悪い気はしないけれど、それとこれとは別問題。

			　困惑する桃の胸に顔を押し当て、眼鏡少女がぐいぐい迫る。

			「お願いします！　もう一回、もう一回でいいから抱いてくださいっ！」

			「そんな事言わないで、もっと自分を大事にしなさい。ほ……ほら私をよく見て！　こんな変な格好の女に、易々と身体を許しては駄目よ。ね？」

			「栄誉ある魔法戦士の装束を、変な格好とは失礼ね」

			「メロは黙ってて！」

			　懸命な説得の最中に、メロが無粋な訂正を入れてくる。しかも眼鏡少女は見かけによらず力が強く、桃はベンチに押し倒されてしまった。今までは何とか言いくるめてきたのに、ここまで強引な子は初めてだ。

			「まだ蜜魔の影響が残ってるんじゃないの？　ねえメロ、何とかしてよ！」

			　恋人になったならともかく、浄化以外でエッチするわけにはいかない。唇を奪われそうになり、黙っていろと言った相手に助けを求める。メロは「やれやれ」と呆れ顔で首を振ると、魔法の杖の宝石を、少女の額にコツンと当てた。

			　途端に彼女の瞳が焦点を失い、静かな寝息を立て始める。

			「……何をしたの？」

			　呆気に取られる桃をよそに、メロは、再び眠ってしまった少女の額に手を当て、仕上げのように呪文を唱えた。

			「これでよし。この子の記憶に蓋をしたわ。魔物や魔力に関する部分だけね」

			「記憶を……消したって事？」

			　少女の顔を覗き込んで尋ねると、メロは静かに首を振った。

			「消すっていうのは、さすがに魔法でも難しいの。思い出せなくなる暗示をかけただけ。魔物や桃に抱かれた事は、夢の出来事程度にしか認識できなくなるわ」

			「へぇ、そうなんだ。……って！　じゃあ、それを早く言ってよ！　記憶を消せるなら変な噂を防げたのに！」

			「き、聞かれなかったから？　じゃなくて忘れてたのよ、ごめんなさい！」

			　猛然と抗議すると、メロは拝むように両手をパンと合わせた。

			「私に謝ったって仕方ないでしょう。もう少し自分の任務に真面目になったら？　本来これは、私じゃなくてメロの問題なんだから」

			　情報を小出しにするうえに、誠実さに欠ける態度の魔法使いにお説教。すると少しは堪えたのか、彼女の表情が沈んだものになる。

			「あたしの問題……。そうだよね。あたしの、なんだよね……」

			「メロ……？」

			　思い詰めたように呟く様子が心配になって、声が沈む。すると彼女は、ハッと目を見開いた。そして無理矢理、明るく声を張り上げる。

			「あー、えーっと。それで何だっけ？」

			「え？　えーっと……。ああ、そうそう。今までの蜜魔の被害者全部、記憶を消せばいいんじゃないの、って思ったの」

			　メロの勢いに押され、彼女のおかしな様子を流してしまう。でもそれより、今はエッチな魔法少女の噂を、これ以上拡大させないのが最優先。

			「そんなわけだから、今夜中に全部終わらせるわよ！　メロ、行くわよ！」

			「えぇぇ、今からぁ？」

			


			　反省したそばから渋る魔法使いを、強引に同行させる。呪文が必要なようなので、彼女は必須。四の五の言わせるつもりはない。

			　まずは眼鏡少女から。悪いとは思ったけれど、勝手に学生証を拝見して住所を調べさせてもらった。マンションの五階に飛び上がり、今度はちゃんとベッドに寝かせる。

			　問題は他の被害者。気絶して送り届ける必要があった眼鏡少女と違い、浄化の後、みんな自力で帰ったので家が分からない。

			「魔力の残滓ざんしを追えばいいのよ」

			　メロのアドバイスで、魔力の微かな反応を探る。幸い、それほど離れた場所ではなかったので、跳躍魔法を駆使して駆け回った。鍵がかかっていれば開錠魔法で侵入し、対象者が起きていれば睡眠魔法で眠らせてから記憶操作。

			「何だか盗賊になった気分だわ」

			　三人目を終えたところで、メロがげんなりとした顔で呟いた。

			「せめてサンタクロースって言いたいけれど、記憶操作はプレゼントじゃないものね」

			「……サンタクロースって？」

			「何でもない。忘れて」

			　異世界人には分かりづらかった。それに彼女も疲れた顔をしているし、長くなりそうな説明をする必要もないだろう。

			「本当に、これで蜜魔や私の事は思い出さないのね」

			「それは保証する。心配しなくて大丈夫よ」

			　自信を持って答えられると、ますます最初からやれと言いたくなる。何にせよ、残りは橙果のみ。彼女の家も、同じように魔力の残り香を辿って突き止める。

			「失礼しまーっす……」

			　一戸建ての二階。窓を魔法で開錠し、音もなく忍び込む。真っ暗なので、もう寝ているんだろう。これは好都合と、さっそく魔法の杖をベッドにかざす。

			「……ん？」

			　しかし毛布は真っ平。まさか部屋を間違えたのかと、慌てて室内を見回す。その最中さなか、パッと電灯が明るくなった。

			「「あ」」

			　ドアに立つ、パジャマ姿の橙果と目が合う。顔の火照りから見て、おそらく風呂上がり。この生活サイクルは想定していなかった。完全にタイミングを見誤った。

			「あなた……」

			　橙果が、抱えていたタオルを落とした。身体を小さくぷるぷる震わせ、目には涙が溢れてくる。その反応に嫌な予感を覚えた桃だったけど、スポーツ万能少女の方が早かった。

			「ピンクさん、会いに来てくれたんだぁ！」

			「きゃあ、やっぱりぃ!?」

			　杖を構えるより早く抱きすくめられてしまう。骨が軋まんばかりの情熱的な抱擁に、困惑よりも嬉しさが勝ってしまう。記憶操作をしなければという使命感を、シャンプーの爽やかな香りが簡単に挫くじく。しかもパジャマの下にブラの気配がない。どうせだからしっかり確認したいのに、二人の間に挟まれた杖が邪魔。

			「──ハッ！」

			　いったん離れて抱擁のやり直しを、なんて思っていたら、冷たい視線を感じた。欲望に負けそうになっていた桃を、横に立つメロが不機嫌そうに眺めている。

			「ちょちょちょ、一回離れて。お話しましょ。ね？」

			　慌てて体裁を繕い、すがりつく橙果をなだめすかせベッドに座らせた。正面に正座する桃と、その後ろで腕組みするメロを、彼女が不思議そうな顔で交互に見る。

			「あなた、誰？」

			　そして橙果は、メロに挑戦的な言葉を投げつけた。正体不明という意味では今の桃も同じはずだけど、初対面の緑の人に、より強い警戒心を発揮している。場が気まずい空気になりそうだったので、まずは間にいる「マジカルピンク」が話を進める。

			「えっと、お久しぶりね。…………あれから気分はどうかしら。悪い夢とか見てない？」

			　もしかしたら心の傷を抉えぐる質問かもしれないけれど、どうせ、すぐにその記憶は塞ぐ。むしろ、事件に巻き込んでしまった謝罪をするチャンスが得られたと思う事にした。

			「夢は……見ます」

			　桃は眉を曇らせた。覚悟していたとはいえ、やはり心に深い傷が。と思ったら、彼女は太腿の間に手を挟み、恥ずかしそうにモジモジと身を捩り始めた。

			「あ、あなたの夢を……毎晩……やだ恥ずかしいっ！」

			　そして顔を両手で覆ってしまった。さぞかし淫らな夢なんだろうと、その反応で容易よういに想像できてしまう。そして間違いなく、桃を想って自分を慰めている。疼きを鎮めようとして、しきりに内腿を擦り合わせているのが、その証拠。

			「あの……私じゃなくて、化け物の夢なんかは……」

			「それより、今日はどうしてここに？　あっ、もしかして……また？　きゃあん！」

			　一体、何を想像したのか。期待に満ちた悲鳴を上げ、顔を覆ったまま恥ずかしそうに身を捩る。得体の知れない怪物に襲われたのだから、それなりに恐怖が残っているはずなのに、気に病んでいる様子がまったくない。

			（私が来て一時的に忘れてる？　それとも、無理に恐怖心を押さえ込んでいるの？）

			　後者だとすると問題だ。いずれにしても記憶操作は必要。指の間から輝く瞳をチラチラ見せている彼女には申し訳ないけど、息を整え用件を告げる。

			「あのね。今日は、あなたの記憶を消しに来たの。化け物と、それから私の」

			「どうして!?」

			　舞い上がっていた橙果の顔が、一瞬にして失望に変わった。

			「あんな経験、思い出す必要ないもの。私との事も忘れた方がいい。魔物のせいで、変な気分になっただけだもの。ああいった行為って、本当は好きな人とするべきで……」

			「好きです」

			　桃の説得を、決然とした言葉が遮った。真剣な眼差しに息を呑む。呆気に取られて見詰め返すと、彼女は、さっきよりも赤くなった顔を逸らしてしまう。

			「……坂牧さん？」

			「ゴホン」

			　唐突な告白で頭がフリーズしていた桃は、背後の咳払いで我に返った。メロが口元を曲げている。でも微妙な表情で、怒っているのか困っているのか分かりづらい。

			「話が長引きそうだから、あたしは席を外させてもらうわ。記憶操作は後日でも問題ないから、どうぞお二人でごゆっくりっ」

			　明らかに言葉とは正反対の感情で、窓から飛び出してしまった。

			「ま……待ってよメロ！」

			　どう対応すればいいのか分からないのに、一人で置き去りにされてプチパニックを引き起こす。かといって橙果を残しては追いかけられず、浮かした腰を術すべなく戻す。

			（どうしよう……。坂牧さん……好きって、本気で言ってるの？）

			　動揺して視線を泳がす桃の前に、ベッドから降りた橙果が、正座で向かい合った。そして、毅然とした声で繰り返す。

			「好きです。わたし、あなたを忘れたくなんかありません」

			「で、でも化け物が……」

			「それは……あの時は、確かに怖かったです。でも、不思議と今は全然なんです」

			　言いきる彼女の瞳の色に、揺らぎはない。頬の色に恥じらいを残しながらも、真っ直ぐな視線で、嘘ではないと懸命に主張してくる。

			「どうして……？」

			「多分、だけど……きっと、またピンクさんが助けてくれるって信じてるからだと思う」

			　素直に微笑む橙果に、桃は胸がいっぱいになった。そんな無責任に信用されても困る。困るけど、そうなったら絶対に助けるだけの自信と決意が、桃の中に生まれ始める。

			「それにわたし、あなたの力になりたいの。あんなの相手に何もできる事はないだろうけど……それでも側にいたいの！　もう会えなくて泣くのは嫌なの！」

			「坂牧さん……」

			「好きに……なっちゃったんだもん。責任、取ってよ……」

			　橙果が、胸に手を当て必死に想いを訴える。桃は昂揚する気持ちを抑えられず、膝に置いた杖を両手で握り締めた。泣くほど自分を想ってくれていたなんて、嬉しさが胸の奥で後から後から湧き出して、溢れ出して、涙になって零れ落ちる。

			（待って、待ちなさい桃！）

			　そんな自分に、冷静になれと言い聞かせる。今の彼女の感情は、異常事態に揺さぶられた吊り橋効果。一時的な気の迷いに過ぎない。そうでなくても、魔物との戦いに、普通の女の子である橙果を巻き込むわけにはいかない。

			　だから、心が痛むけど、無念だけど、断腸の思いだけど、告白を拒もうとした。

			「……また、怖い目に遭うかもしれないよ？」

			「うん」

			「私、あなたを助けたみたいに、他の子ともエッチしなくちゃいけないのよ？」

			「大丈夫」

			　心の中で、桃は「あれ？」と首を傾げた。言うべき事と違う言葉が、口から出る。突き放さなくてはいけないのに、魔法の杖を脇に置き、両手を広げる。彼女は涙と満面の笑みを零して、胸に飛び込んできた。

			「本当にいいのね？」

			「いい。もう我慢したくない……！」

			　いいわけがない。でも彼女に触れた瞬間、焦燥も困惑も、心の片隅で溶解してしまう。心と言葉の乖離は薄くなり、腕が彼女を抱き締める。

			（ん、この感じって……）

			　魔力探知能力が、強い淫気に反応した。発生源は、腕の中の少女。健気な告白の裏で、激しい欲情を抑えきれていない。そういえば、ほんの数分前に、淫夢や自慰を匂わせる発言で身悶えしていたばかり。

			「はぁ……」

			　胸に頬をすり寄せながら、橙果が桃を見上げた。その顔は、恥じらいとは別種の朱に染まり、瞳も熱病に浮かされたように潤んでいる。薄く開いた唇が何を求めているか、確かめるまでもない。

			（いいの？　本当にいいの？）

			　熱い淫気に当てられて、もはや自問にすら「駄目」という言葉が出てこない。無意識に髪を撫でると、彼女が嬉しそうに目を細めた。まるでそこから淫らな光線を発しているように、桃の性欲を刺激する。

			（こんなにエッチな気を出してたら、また魔物に狙われちゃう……）

			　そういえば、蜜魔には気に入ったターゲットを何度も襲う習性があると、メロが言っていた。ならば、欲求不満を溜めこませるのは得策じゃない。

			　これは彼女を守るため。そんな言い訳で自分を許そうとして、首を振る。

			（そうじゃない。理由なんか必要ない。だって……私だって……！）

			　抑え込んでいた橙果への想いが、爆発するように一気に溢れ出した。精一杯の力で彼女を抱き締め、ぶつけるように唇を重ねる。

			「ん、あ……」

			　彼女の背中が驚いて跳ねた。でも拒んだりしない。桃の首に腕を回し、自らも唇を押しつけてきた。喘いで無意識に伸ばした舌先同士が、かすかに擦れ合う。

			「──んみゅ!?」

			　信じられないゾクゾクが背筋を走った。二人とも、堪らず相手にしがみつく。ほんの数ミリのわずかな接触。それが頭を芯まで痺れさせ、気づけば夢中で舌を絡め合った。

			「ん、むふ。ちゅ、ちゅるじゅる」「あふ、ちゅぱ。ちゅるちゅる、じゅるっ」

			　どちらの声か分からないほど、吐息と粘着音が混じり合う。次第に、橙果が桃に圧し掛かってきた。彼女の後ろにベッドがあるのに、そこへ上がるのさえもどかしい。カーペットの上で抱き合い、転がり、唇と舌を押しつける。

			「あはぁ……」

			　さすがに苦しくなって、橙果が息継ぎをする。攪拌かくはんされた唾液が、ねっとりと伸びて二人を繋いだ。それを見た彼女は、寝ぼけ眼から醒めたようにハッとなって顔を逸らした。

			「ご、ごめんなさいっ。いきなりこんな……」

			　泣きそうになりながら、桃の唇を指で拭う。キスは二回目だけど、淫魔力を介さず自分の意志でするのは初めて。もっと可愛らしい口づけから始めたかったのに、いきなり淫らなディープキスで恥ずかしくなったんだろう。でもそんな反省、今さら遅い。

			「はむっ!?」

			　橙果が目を白黒させた。桃が彼女の首を抱き寄せて、唇に食らいついたからだ。尖らせた舌で口腔こうこうを掻き回す。最初は躊躇した彼女も、すぐに肩から力を抜いて応戦してきた。

			「あぁ、ピンクさん……ん、あむ、ちゅっ」

			「はぁ……坂牧さん、あ、凄い……気持ちいい……ちゅ、じゅるっ」

			　二枚の舌を軟体動物のように絡み合わせ、唾液の奏でる卑猥な音に酔い痴れる。いつの間にか口元はベタベタぬるぬる。首筋にまで流れてくすぐったいけど、それが気持ちよすぎて、やめられない。

			「あぁぁん。キス、が……こんなに、気持ちいいなんて……。はぁぁぁ……」

			　橙果も同じらしい。桃の上に圧し掛かり、ピンクに染まった髪を両手で掻き乱しながら必死に舌を動かし続ける。

			（坂牧さん、可愛い……）

			　文字通り夢にまで見た「マジカルピンク」とのキスに、すっかり夢中になっている。その点、多少とはいえ桃の方が経験を積んでいるので、彼女の反応を観察するだけの余裕があった。伏せた睫毛の震える様や、甘い吐息の匂いさえ、つぶさに感じる。

			「あぁ、ピンクさん……ピ…………あれ？」

			　キスに集中していた橙果が、小さく驚きの声を漏らした。いつの間にかパジャマのボタンが外されて、前が全開になっていたからだ。でも、桃の腕は首に巻きついたまま。

			「あら、どうしたの坂牧さん」

			「どうって……きゃあ!?」

			　彼女が不思議現象に首を傾げている間に、桃は魔法のマントを駆使してパジャマと下着を全て剥いてしまった。さらに巨大な腕に変形させると、全裸になった橙果の腰を掴んでベッドの上に持ち上げる。

			「きゃんっ」

			　仰向けにポンと降ろされ、橙果が可愛い悲鳴を上げる。けれど桃がお腹に跨ると、嬉しそうに目を細めた。その淫らな濡れ色に、桃の背筋もゾクゾク震える。

			「見て……」

			　淫猥な気分に頭が逆上せた桃は、何のためらいもなくコスチュームをエッチ仕様に変化させた。手袋をリストバントに変化させ、乳房を露出する。

			「あんっ」

			　浄化エッチの時にも胸を裸にするけれど、そのたびに大きく揺れて、分かっているのに声が出てしまう。見上げる橙果の視線が、ピンと硬く尖った乳首に注がれた。その喉が小さく動いて、生唾を飲み込んだのが分かる。

			「坂牧さん、やらしい目してる……」

			「ピンクさんこそ、すっごく、エッチ……」

			　互いに相手の方が淫乱だと非難し、微笑み合う。そして桃がゆっくりと身体を倒し、乳房を重ねあった。

			「はぁぁ……あぁぁんっ」

			　四つの白い膨らみが潰れ、橙果が切なげに首を揺らす。桃が円を描くように身体を揺らすと、それを跳ね返すかのように背中を反らす。敏感な乳首同士が擦れ、甘美な快感が桃の全身を痺れさせる。

			「凄い……。ピンクさんの乳首、すっごく硬くなってる……」

			「あん、坂牧さんの方が硬いよ。……ほら」

			　橙果の硬蕾をぱくりと咥える。そして反論を立証するため、甘噛みで弾力を確かめた。

			「ほーら、こんなにカチカチ。やらしいんだからぁ。ほらほら」

			「あんっ。ピ、ピンクさん、そんな……だめ……ふぁんっ！」

			　歯を立て、舌で転がすと、可愛らしい声で彼女が悶える。調子に乗った桃は、マント腕で彼女の両脚を広げ、下半身にも手を伸ばした。焦らすように脇腹を突つつき、太腿をくすぐりながら身体の中心へと迫っていく。

			「あ、あ……あっ」

			　桃の指が動くたび、橙果の腰や背中が小さく跳ねる。涙を溜めた目を薄く開き、さらなる快感を期待しているのが分かる。ならばと、鼠径部に指先を滑り込ませる。

			「ま、待って！」

			　なのに、その手を彼女が掴んで制した。桃を見上げる濡れた瞳が、憂いに揺れる。意図が分からず戸惑っていると、思いもよらない質問を投げかけられた。

			「ほ、他の娘とも……こういう事、したんだよね？」

			「あ、うん……」

			　口にした事を後悔するように、橙果が唇を噛み締める。桃は懸命に頭を巡らせた。すでに確認した事を、彼女が改めて尋ねた意味を。やっぱり嫌になったのか、それとも、罪悪感を植えつけようとしているのか。でも彼女の顔色を見る限り、どちらとも思えない。

			　時間にして、ほんの数秒。たったそれだけ考え込んでしまった桃に、橙果が「どうして分かってくれないんだ」と言わんばかりの、恨めしそうな視線を向ける。

			（あ……！）

			　その強い目が、閃きを与えた。要するに、焼きもちだ。本格的な愛撫に入ろうとした事で、他の娘に対する嫉妬心が自制できなくなったに違いない。

			（ンもう。坂牧さんったら）

			　桃の中に歓喜と悪戯心が湧き上がる。そして改めて、はっきりした口調で答え直した。

			「うん、したよ。何人もの女の子と、エッチなコト」

			　橙果の目が見開かれる。唇がワナワナ震える。余計な質問をしたばかりに自分で自分を傷つけたと、激しく悔やんでいるのが手に取るように分かる。ただ、桃もふざけて肯定したわけじゃない。これは、ごまかしようのない事実。だからこの機に、それを曖昧にせず、二人で受け止める事にしたのだ。

			「でもね……キスは、あなたとだけ」

			　その上で、彼女の耳に精一杯の気持ちを囁きかける。ハッと正面を向いた彼女の唇を、不意打ちで奪った。口づけながら、言葉を呪文のように口腔内に流し込む。

			「他の娘とは、キスしてないよ……ちゅ。だって私……あなたの事が好きだから……」

			「あ、それ……本当？　あん、あ、あ……！」

			　彼女の腕が首に巻きつく。すがるように抱きついてくる。

			「あれあれぇ？　さっき、私が他の娘とエッチしても大丈夫って言ったのに」

			「そうだけど……分かってる、けど……」

			　ちょっと意地悪が過ぎたかもしれない。口では平気と言ってみても、本音はそうじゃなかっただけ。当たり前の気持ちなのに、好意に甘えてしまっていた。

			　泣きそうな唇を、キスで塞ぐ。同時に、秘部へと指を這わせた。熱い恥蜜と、柔らかな陰唇が絡みついてくる。割れ目に沿って動かすだけで、彼女の脚が真っ直ぐ突っ張る。

			「はうん、あぅん」

			　愛らしい喘ぎにゾクゾクしながら、桃は愛撫を加速させた。口腔内を舐め回し、陰唇を掻き回す。上下からの快感に挟まれて、彼女の尖った乳首がピクピク激しく痙攣する。

			「あ、あ……凄……それ凄、凄いっ！」

			　彼女も桃に反撃するように、舌に絡めた唾液を送り込んでくる。際限なく分泌される粘液量に呆れながら、二人して口元を舐め回す。

			　しかし、キスに夢中になりすぎて下半身への愛撫がおろそかになった。

			「こっち、もっとぉ」

			　橙果が桃の脚の間に手を差し入れ、性器を触るように催促してくる。幼女のような声で甘えるスポーツ少女にときめいて、マントで彼女の両足首を掴んだ。

			「よいしょっと」

			「きゃあん!?」

			　下半身を吊り上げられた彼女は、腰が浮き、肩で身体を支える格好。桃は膝立ちになると、その脚の間に顔を突っ込む。目の前には、愛蜜でキラキラ濡れた卑猥な割れ目。

			「やだやだ、こんな格好、恥ずかしいよぉ！」

			　なんて泣き言を叫ぶけど、口先ばかりなのはお見通し。羞恥で身を竦めはしても抵抗しないし、顔には笑みを張りつけたまま。

			「んふ。お望み通り、いっぱい可愛がってあげるね」

			　舌をチロリと覗かせると、彼女が目を見張った。内腿が強張って、淫裂からたっぷりの恥液が流れ出す。桃は咄嗟に口をつけ、それを啜った。

			「じゅる、じゅるるっ」

			「ふぁあぅ！」

			　彼女の腿が顔を挟む。ちょっと窮屈になったけど、桃はマント腕で脚を開かせた。自分の手は彼女の秘裂を目一杯開き、濡れ粘膜に舌を押しつける。

			「ぺろぺろ、くちゅくちゅ、ちゅぷ、れろん」

			「ふぁ、ふぁっ。舌、気持ちい……ン、あ、あ、あぁぁぁん」

			　甘い声で橙果が悶える。握った両手で、ぶりっこのように口元を隠す。伸びやかな肢体が嘘のように身体を竦ませて、何度も小さく痙攣する。

			「じゅる、じゅるる。ここを舐めるのも……坂牧さんだけ、だよ」

			「本当？　嬉しい……」

			　それを聞いた彼女が、濡れる瞳を輝かせた。そして引き攣る内腿に自ら手を当て、強引に脚を開く。もっと舐めてもらおうとするように。もちろん、桃もそのつもり。尖らせた舌先で膣口を突き、掻き回す。

			「あん、いいっ。もっと、もっとぉ！」

			　声が高くなる。家の人がいたら、明らかに気づかれるだけのボリューム。娘さんが変な格好の女の子と淫らな行為に耽ふけっていたら、間違いなくびっくりしてしまう。

			（あ、そうだ結界！）

			　今頃になって思い出し、部屋の内側を結界で覆う。こんな時のため、メロからやり方を習っていたのだった。しかも愛撫を中断せずに張れるなんて、自分の器用さに感心する。そんな特技がどこで役立つのか、なんて疑問には目をつぶって。

			　ついでに、彼女の姿勢が苦しそうだったので、彼女の下に空気ベッドを形成して浮かせた。全身を包み込むようなビーズソファをイメージし、膝立ちの桃の眼前に彼女の秘部が来るように高さを調整する。心置きなく苛められるようになったので、改めてマントで脚を開き、両手で淫裂を掻き分け、クリトリスを掘り出した。

			「あーむ、ちゅっ。れろれろ、ぺろぺろ、ちゅッ」

			「ンあっ！　そこ駄目、だめだめ、激しすぎるのぉ」

			　何度も何度も、舌で執拗に逆撫ですると、橙果の身体が硬直した。いつもなら、その泣き言に従って、いったん他の場所に愛撫を移すところ。

			「だーめ。あなたのカノジョになったんだから、泣くほど感じさせてあげる」

			「か、カノジョ……」

			　その言葉で、橙果の瞳が夢見心地になった。

			「あぁぁ……それなら、いいよ。いっぱい苛めて、感じさせて…………あぁぁん!!」

			　許しを得たので、本格的にクリトリス攻めを開始した。舌で粘液を掬い取り、それを塗りつけるように前後左右に転がしまくる。

			「あ……あ……ッ！」

			　橙果の悲鳴が断続的になってきた。何かに耐えるような必死の表情を見て、桃は舌をあちこち寄り道させるのをやめて陰核へ一点集中させる。

			「だめ……来る、来ちゃう……！」

			　声が震える。拘束マントを蹴り上げるように、両足がジタバタ暴れる。桃はさらに速度を上げて、彼女を一気に追い詰める。

			「だめだめ、ホントにもう……もう、あ、イク、イクの、イクぅぅぅッ!!」

			　突然、彼女の腰が大きく浮いた。ビクビクと激しく痙攣しながら、空気ベッドの上で何度も跳ね上がる。

			（すごい……。坂牧さん、イッちゃった……。イカせられた……）

			　空気ベッドに乗っているせいで、淫裂から流れた恥蜜が空中に水溜まりを作る。桃は、お尻をぺたりとついて、そんな非現実的な光景を眺めた。

			　不思議な達成感と安堵感が、胸を満たす。その理由に、呆けた頭で考える。

			（そっか……。私、初めてだったんだ……）

			　今まで、メロに弄もてあそばれた以外は、淫魔力に冒されていた娘の相手ばかり。異常状態でない女の子を絶頂させた経験なんて、今までなかった。

			「はぁ……あぁ……」

			　空気ベッドを解除し、シーツの上に降ろす。まだ絶頂感から戻れないのか、橙果は手足を放り出し、息も絶え絶え。前髪が汗ばんだ額に貼りついて目元を隠し、唇からは涎が垂れる。それらを舐めてあげたくて、彼女のお腹に跨ろうとした。

			「えいっ」

			「きゃあ!?」

			　いきなり、橙果が身体を起こして飛びついてきた。驚いた桃が身を引いたので、彼女を膝の上に乗せて抱き合う格好に。

			「ど、どうしたの坂牧さん」

			「ピンクさんがイッてないから。今度は一緒に気持ちよくなろ」

			　にっこり間近で微笑まれ、胸をときめかせると同時に半分呆れる。今度はわたしがイカせてあげる、ではなく「一緒に」というところに、彼女の意外な欲深さを垣間見て。

			（坂牧さんったら、何て可愛いの!?）

			　でもそんな態度にさえ、桃は歓喜してしまった。頭がすっかり淫欲に侵食されているみたいだ。そして、相手が何をしようとしているか、互いに目を見て分かってしまう。打ち合わせなんて必要ない。二人は脚を交差させると、身体を倒した。そして、片手を繋いで身体の中心を一気に引き寄せ合う。
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			「ン、あぁぁぁ!!」

			　淫裂と淫裂がキスをした、その瞬間、電撃のような快感が全身を貫いた。理性は一瞬で吹き飛んで、二人は夢中で腰を動かした。

			「あ、あっ。ピンクさん……気持ちいい……凄い！」

			「私も……腰、蕩けそう……！」

			　淫襞同士が絡み合う快感に、桃も橙果も全身を震わせる。性器が痺れて愛液がとめどなく流れる。気持ちよすぎて怖いほどなのに、身体が止まらない。前後左右に腰を動かし、性器同士でディープキスする。

			「あん、あん、あぁぁンっ！」

			　桃は、夢中で橙果の手を握り締めた。唇から涎が零れ、糸を引いてシーツに落ちる。攻めに徹していた分、体内に溜まった欲求不満が遅れを取り戻そうと、快感にのめり込む。

			「ピンクさん、ピンクさんっ！」

			「さ……坂牧さんっ！」

			　二人は弾けるように身体を起こした。胸が潰れるほど硬く抱き合い、唇をぶつけ合う。太腿に相手の性器を乗せて身体を揺さぶる。脚と淫唇の摩擦で頭が痺れる。

			「ん、あ……はぁ……坂牧さん、坂牧さん……」

			「橙果って呼んで……。この前みたいに！」

			　桃の髪を掻き乱して彼女がねだる。浄化の時に無意識に呼んでしまったけれど、まさか彼女が覚えていたなんて。図々しい態度を見られていたみたいで身が竦みそうになる。でも、貝合わせとキスの快感が理性を麻痺させ、羞恥心を払拭してくれた。

			「と……橙果ちゃんっ。橙果ちゃん！」

			　求められるまま名前を連呼する。彼女は嬉しそうに目を細め、舌を伸ばす。そのご褒美に、桃は考えるより早く吸いついた。

			「橙果ちゃん、あぁぁ……好き、好きぃ！」

			「あむン、あんっ。わたしも……好き、ピンクしゃん……あん、あぁぁんっ」

			　名前を呼ぶたび、体内を渦巻く快感が大きくなる。淫裂から蜜が溢れて太腿がベタベタになる。部屋に響く粘着音が、二人の性感を一気に絶頂まで押し上げる。

			「橙果ちゃん、好き……好きぃ！」

			「わたしも……わたしも……好きぃぃ!!」

			　背中が大きく仰け反った。伸ばした舌先から、唾液の飛沫が跳ねる。抱き合う胸の間で乳首が擦れて、さらなる絶頂の高みへ飛ばされる。

			「橙果ちゃん、好き……好きなのぉ……」

			　桃は、うわ言のように彼女の名前を繰り返した。肌も性器も過敏になって、わずかな触感さえ辛い。なのに離れる事ができず、夢見心地で唇を貪った。

		

		
			
			

		

	

			第４章　紫色の魔法少女

			


			　こんなに爽やかな気分で登校するのは何日ぶりだろう。だって、好きな人と恋人同士になれたのだ。少しくらい浮かれたって、罰は当たらない。

			　足取り軽く教室に入ると、さっそく橙果の姿を発見。

			「とう……」

			　名前を呼ぼうとして、大慌てで口をつぐむ。二人の関係は、まだ誰にも秘密。不用意に恋人になったなんて知られたら、嫉妬に狂ったファンが大混乱に陥ってしまう。

			（私はまだ、あの子たちの憧れでなくちゃ）

			　それは、桃の義務のようなもの。学園では個人的感情を押し殺し、橙果との接触を避けるべき。辛いけど、生まれながらの宿命と思って受け入れるしかない。

			（まさにロミオとジュリエット！　……て、この場合どっちがジュリエット？）

			　彼女の方がボーイッシュだし、やっぱり私かな──なんて勝手な配役で悲劇気分に酔いながら、自分の席に着く。

			「……そうだ。橙果ちゃんにも、迂闊に話しかけてこないように言っておかないと」

			　桃はファンの気持ちを理解しているつもりだけど、彼女は割と無頓着。幸い、周囲に人はいない。注意するなら今のうち。

			「…………橙果ちゃん、おはよう」

			　彼女だけに聞こえるように、可能な限りの小さな声で話しかける。しかし、桃に顔を向けたものの返事はせず、目を真ん丸にして驚いている。

			（あ……あれ？）

			　予想外の反応に戸惑った。もしかして、秘密なのは彼女もとっくに承知していて、逆に桃の方が分かっていないと思われたとか。しかし、怪訝そうに身体を引き気味にする様子を見ると、その推理は当たっていない気がする。

			（いくら秘密を守るためだからって、そんな素っ気ない態度を取る必要なくない？）

			　首を捻っているうちに、みんな順次登校してきて、教室がにぎやかになってきた。もちろん、桃の熱心な信奉者たちも、挨拶を交わしに来てくれる。

			「栗栖川さん、おはようございます」

			「ええ。みなさん、ごきげんよう」

			　橙果への疑問はいったん脇に置き、机を囲むクラスメイトたちに微笑みかけた。尊敬してくれる人たちの前では、自然と優雅な栗栖川さんになる。

			「そうそう。栗栖川さん、ご存じ？　この街に、魔法少女が徘徊はいかいしているんですって！」

			　微笑んだままガタンと椅子から落ちそうになった。まるで、ゴングが鳴る前の不意打ちパンチ。衝撃が大きすぎて表情を変える事さえ忘れる有様。

			「大丈夫ですか栗栖川さん」

			「え、ええ。ちょっと突拍子もないお話だったものだから」

			　育ちのいいお嬢様がたは、桃の言い訳を素直に信じた。でも、それで話を終わりにできたわけじゃない。彼女たちが盛り上がるきっかけを与えてしまったみたいだ。

			「ほら、ごらんなさい。栗栖川さんも呆れているわ」

			「わ、わたくしもそう思ったんですけどぉ……お友達が言うんです。全身ピンク色の魔法少女に、危ないところを助けてもらったって」

			　それを横目に桃は内心で頭を抱えた。

			（被害者の記憶は消したはずなのに、どうして魔法少女の話が広まっているのよ!?）

			　いや、眼鏡少女は襲われる前に知っていた。襲撃から記憶消去までにはタイムラグがあったし、噂が流れる事自体は不思議じゃない。それよりも、こんな突飛な話を信じる人がいる方に驚き。どこまで具体的に知れ渡っているのか。恐る恐る、それとなく聞き出してみる。

			「あ、危ないって……どんな？」

			「それについては、どんなに聞いても詳しく教えてくれないんです。ただ、そのピンクの方がよほど素敵だったらしく、まるで恋に落ちたようでした」

			　さすがに性的な事までは明かさなかったらしい。ひとまず胸を撫で下ろすけど、魔法少女の目撃談が増えるようなら、今後の活動方法を考え直す必要がある。

			（ていうか、みんな私とのエッチの事ばっかりなの？　モンスターが怖かったとか、もっとそっちを気にしなさいよ！　この学園の子たちって、嗜好が偏ってない？）

			　自分の趣味を棚に上げて呆れ果てる。もちろん、悪夢に悩まされないなら、それに越した事はないけれど。

			（ま、当事者の記憶は残ってないし、私が魔法少女だってバレる事は……）

			　そこまで考え、はたと重大な事に気がついた。

			


			「そりゃそうよね。橙果ちゃんが好きなのは、マジカルピンクであって私じゃないもの」

			　今さら自分の間抜けさを思い知る。彼女に変な目で見られるわけだ。そんな当たり前の事さえ失念して浮かれまくっていた自分が、とてつもなく恥ずかしい。

			「……でもまぁ、二人が恋人同士になった事実には変わりないわよね。ね!?」

			「そんな事、あたしに聞かれても困る」

			　変身した桃は、夜の学園の屋内プールでメロに詰め寄った。せっかくポジティブ思考に切り替えたのに、彼女の表情ときたら、呆れを通り越して「無」に近い。そんな反応も意に介さず、浮かんだ疑問を畳みかける。

			「それにしても不思議なんだけど……みんな魔物への恐怖が薄れて、私を好きになっちゃうみたいなの。魔法少女の浄化って、そんな効能もあるの？」

			「そんなのないよ。もしかしたら、あなたの正の波動が強くて、恐怖心を上回る幸福感を得たせいかもしれない。研究テーマとしては興味深いかもね。あと、魔法少女じゃなくて魔法戦士。あとあと、効能って言い方じゃ、お薬みたいじゃないっ」

			　桃へのツッコミが忙しくて、肝心の推測部分がおざなりな感じ。いたって真面目に話しているつもりなのに、色々とお気に召さない点があったみたいだ。

			「そんな事よりっ、ちゃんと蜜魔を捜してよマジカルピンク！」

			「もうっ。その呼び方はしないでよっ」

			　名称問題で意趣返しされた。しかし、メロがご機嫌斜めなのは、桃の無駄口だけが原因じゃない。蜜魔が見つからないのだ。この屋内プールにいるのは間違いないのに、気配の位置を絞りきれない。

			「ねえメロ。これって、蜜魔も知恵をつけてきたって事？」

			「本能しかないような疑似生命体だけど、逃げ隠れする程度の知能は元からあるよ。でも魔法探知を欺くほどの進化なんて……」

			　メロも戸惑いを隠しきれない様子。浄化が女の子を惹きつける作用といい、彼女にとって、人間界は想定外の事ばかりのようだ。

			「とりあえず、屋内プール全体に結界を張って閉じ込めよう」

			　桃の提案にメロが頷く。これで蜜魔の逃げ場を奪い、痺れを切らすのを待つ。

			　しかし相手は想像以上に我慢強かった。気配を探り始めて一時間。結界を張ってからでも三十分以上は過ぎた。かくれんぼに飽きた桃は、次第に苛立ちを募らせた。

			「私だって暇じゃないのよ。早く帰って録画したアニメを観たいのにっ！」

			　極めて個人的な理由での憤慨に、メロの表情が呆れと不安でたちまち曇る。

			「魔法戦士の人選、間違えたかな……」

			　とか失礼な事まで呟く始末。望んでなった変身少女ではないけれど、そこまで言われてはさすがにプライドが傷つく。それにどの道、こんな膠着こうちゃく状態を続けてはいられない。

			「仕方ない……。最後の手段を使うしかなさそうね」

			「そんなものがあるの!?」

			　桃が悲壮な表情で決意を示すと、メロは声を裏返して驚いた。魔法の本職が手詰まりなのに、人間が策を持っているのが信じられないに違いない。それはそうだろう。だって、非常識な作戦だから。しかしその前に、改めて確認しておく事がある。

			「変身していても、蜜魔に狙われるのよね」

			「魔力差が圧倒的だから、普通は向こうから襲ってくる事はないけど……え？」

			　それだけ聞けば十分。説明が終わらないうちに、杖を彼女に投げてよこした。そして壁にもたれて座り込み、コスチュームの胸と股間を開く。

			「…………恥ずかしいから、あんまり見ないでね」

			　そこに指を這わせると、メロも意図を察したらしい。

			「自分が囮になっておびき寄せる気？　危険だよっ」

			「静かに……。集中できない……ンッ」

			　無暗に捜し回っても埒が明かない。彼女もそれが分かっているので、杖を両手で握り締めると、数歩下がって黙り込んだ。

			「あ、はぁ……」

			　目を閉じる。風もなく、空調も止まった静かな空間に、桃の小さな喘ぎだけが響く。聞こえるのは、密やかな衣擦れの音だけ。

			「橙果、ちゃん……」

			　自然に、好きな人の名前が漏れた。妄想の中、彼女が裸で手を広げる。桃がその胸に飛び込むと、長い手足が絡みついてきた。

			　──桃ちゃん。

			　妄想の橙果が囁きかける。いつの間にか桃も裸になって、彼女に背中を撫でられる。まるで実際に触れられているように背筋が痺れた。彼女の指先が、首筋から乳房の横、そして脇腹を滑り落ちる。脚の間が期待に疼く。

			「橙果、ちゃん……。あぁ……」

			　彼女の淫靡な笑みが近づく。桃は歓喜に胸を震わせ、捧げるように舌を伸ばす。

			「──桃っ、目を覚ましなさい!!」

			　鋭い叫びで現実に引き戻された。いつの間にか全身が粘液まみれ。それだけでなく、覆い被さる蜜魔を自分で抱き締めていた。

			「うわあっ！」

			　悲鳴を上げる桃に、メロが杖を投げてよこす。キャッチすると同時に振りかぶって宝石で殴打。半径一メートル内で局地的に風が吹き荒れ、粘液の魔物が宝石に吸い込まれる。

			「……ふう、他愛もない」

			「他愛もない、じゃないわよっ。まんまと蜜魔に捕まってアンアン悶えていたくせに」

			「も、悶えてなんかないわっ。それで、蜜魔はどこから出てきたの？」

			　メロが、淡白な顔で更衣室を指差した。でも中は無人で、誰かが襲われた形跡もない。

			「女の子の残り香に誘われたのかな。魔物って変態さんだね」

			　そのセリフに、メロが蔑さげすむような目で桃を見上げた。

			「蜜魔も、あなたにだけは言われたくないでしょうね」

			「誰が変態よ。だいたい、今のは私じゃないわよっ」

			　向かい合って目をパチクリさせた。確かに、どちらの声でもなかった。恐る恐る振り返ると、二人の背後で、何者かが背伸びをしながら更衣室を覗き込んでいる。

			「「わぁ!!」」

			　桃とメロは、まったく同じ動きで尻もちをついた。そんな二人を見下ろして、ニコニコと敬礼ポーズで挨拶をするスポーツ少女。

			「こんばんは、ピンクさん♪」

			「と……橙果ちゃん!?　どど、どうしてここに……!?」

			　直前に彼女の妄想で自慰をしていただけに、気まずさと動揺で口が回らない。

			「ジョギングしてたら、ピンクさんが校内を飛び回ってるのを見かけたものだから」

			　彼女の格好はＴシャツ短パンだし、一見すると、それらしい理由。けれど、女子校生が軽い気持ちで走る時間帯じゃない。

			「……私を探してた、とか」

			　桃が自分を指差すと、橙果は悪びれもせず「当たり」と微笑んだ。

			「でも、どこに隠れていたの？　結界を張っていたのに」

			　彼女は洗体槽を指差した。腰をかがめて消毒する水槽だけど、実はあまり意味がないという事で最近は使われず、現状はただの穴。確かに、最初から潜んでいれば結界も関係ない。むしろ、そんな分かりやすい場所に気づかなかった自分たちがびっくりだ。

			「そういえば、蜜魔の気配ばかり追って、目視確認していなかったような……」

			　メロが低く唸る。魔法使いの盲点を突かれたみたいで悔しいんだろう。しかし、橙果は彼女の苦悩には気づかず、蜜魔を吸い込んだ宝石を興味深げに覗き込む。

			「さっきのネバネバって、わたしを襲ったのと同じやつだよね。ピンクさんて、あれを退治するのがお仕事なの？」

			「ま……まぁ、そんな感じ。退治というより、封印だけど……」

			　そこまで説明したところで、メロが桃の耳を引っ張った。

			「……魔法や魔物の件は、可能な限り極秘でお願いしたいんですけど。別世界の存在が、野放図に知られるのは好ましくないわ」

			「野放図って……。分かってる。私だって、橙果ちゃんを巻き込むつもりはないもの」

			　彼女だって蜜魔の被害者。危険性は十分に認識しているはず。だから、もう近づくなと言えば済む話。

			「ねえ、さっきピンクさんがオナニーしてたのって、ネバネバをおびき寄せるため？」

			「み、見てたの!?」

			「うん、ばっちり。まさかピンクさんが自分でしてるところを見られるとは思わなかったから、すっごく興奮しちゃったぁ」

			　胸の前で手を重ね、夢見心地に頬を染める橙果。しかし言っている内容は、乙女の純情とは対極の性行為。

			「もしかして、ネバネバモンスターって、エッチな事が好きなの？」

			　しかも、そんな女の子っぽい仕種で正確な推理を繰り出す。自慰の目的だけでなく蜜魔の習性まで言い当てられて、桃は口笛を吹いて横を向くという、白々しさにも程があるごまかし方をしてしまう。それ以上にメロが冷静さを失った。再び桃の耳を引っ張り、極小音量で文句を撒き散らす。

			「今からでも遅くないわ！　あの子の記憶を消しなさい！」

			「嫌よ！　せっかくカノジョ同士になれたのに！　ていうか記憶は消すんじゃなくて蓋をするんじゃなかったの!?」

			「そんな細かい定義、どっちでもいいの！」

			　そんな、小声で言い争いをする二人の後ろから、橙果が「あのー」と割り込んだ。

			「わたしもピンクさんのお手伝いしたいです！　今度は、わたしが囮役になります！」

			　そして桃の両手を握り、力説してきた。キラキラの瞳と笑顔に頷きそうになるけれど。

			「そんなのダメに決まってるでしょう！　あれに捕まったらどうなるか、橙果ちゃんだって身をもって知ってるはず……」

			「でもピンクさん、さっきネバネバに捕まってアンアン喘いでピンチだったじゃないですか。わたしが囮になれば、常に戦闘態勢で待ち構えられますよ」

			「そ、そこも見てたのっ!?」

			　クラっと軽く目眩を起こした。彼女は最初から潜んでいたのだから、当たり前。だけど人前では完璧な人間でいたい桃にとって、ピンチの場面を見られた事は大きな失態。

			「あなたは部外者よ。変に関わろうなんて考えないで、帰りなさい」

			　狼狽する桃に代わり、メロが毅然と前に出る。しかし橙果は動じない。

			「あなたは、外でオナニーできるの？」

			「な、ななな……何をばばば馬鹿な事を……」

			　思いもよらない反撃を受けて、メロまで言葉が怪しくなった。

			「あなたは当事者なんでしょ？　わたしには、ピンクさんばかりに負担を押しつけてるように見えるんだけど」

			　橙果が畳みかける。自慰問題なんて、女の子としては答えづらいに決まっている。ただ子供みたいに頬を膨らませているところを見ると、心理戦を仕掛けているわけじゃなく、ナチュラルに疑問を口にしているだけみたいだ。

			（橙果ちゃん、私のために怒ってくれてるの……!?）

			　桃は素直に感激してしまった。我ながら頭が悪いと思っても、好きな人の前で感情のコントロールは難しい。

			　とはいえ魔物が危険な事に変わりはない。心を鬼にして、恋人の肩に両手を置く。

			「そ……それでもダメ。あなたを危ない目には遭わせたくないの」

			「え～？」

			　憧れのマジカルピンクさんに駄目押しされて、橙果の頬がますます膨らんだ。それを可愛いと思うより、不安の方が膨張する。変身前は距離を取られ、変身後まで嫌われたら、心が折れて、魔物と戦うどころではなくなってしまう。

			　祈るように目を閉じていたら、彼女の肩から力が抜けた。

			「…………分かった」

			　沈んだ感じの声だけど、納得してくれたらしい。安堵して目を開く。でも、そんな橙果の表情は、予想とは大違い。目を細め、明らかに何かを企んでいる笑顔。

			「分かったけどぉ……代わりが欲しいなぁ」

			「か、代わり？」

			　はにかんだ唇。恥じらいを含む熱い瞳。何を求めているかなんて、一瞬で理解できてしまう。もしかして最初からそのつもりだったんじゃ、なんて勘ぐってしまうけど、そんな疑念、淫猥な期待感の前では無意味。

			　許しを得るように、メロを見る。彼女も雰囲気を察し、諦め顔で首を振った。

			「はいはい。どうせあたしは邪魔者よ」

			「そ、そんなつもりじゃ……」

			　謝ろうとする桃を、メロは、立てた人差し指を突き出し黙らせた。

			「冗談よ。好きなだけイチャイチャしなさい」

			　そう言うなり、ローブを纏って姿を消してしまった。まるで逃げるような素早さで、声をかける間もない。

			（あちゃ。気を遣わせちゃった……）

			　それに対する申し訳なさは、もちろんある。でも、去り際の表情の方が心に引っかかった。目に力がなくて、どこか寂しそう。

			（……メロも一緒に交ざりたかった、とか？）

			　彼女にそんな趣味があるのかは分からないけど、もしそうだったのだとしたら、やはり引き止めるべきだった。まだ近くにいるなら、魔力の気配で追えるはず。

			　──ふにゅっ。

			　足を踏み出そうとする桃の背中に、柔らかいものが押しつけられた。続いて、腰に腕が巻きついてくる。振り向くと、直前の上機嫌が嘘のように、橙果の頬が膨らんでいる。それも、可愛く拗ねる感じではなく、割と真面目に不機嫌な方向に。

			「ピンクさん、あの子のコト考えてる」

			　それはそうだけど、焼き餅を焼かれるような事じゃない。でも弁明の機会は与えられなかった。素早く前に回った彼女のキスで、口を塞がれてしまったから。

			「──ンッ！」

			　顔を傾け、唇を擦りつけてくる。摩擦力が、そのまま彼女の嫉妬の強さ。メロには後で謝っておくとして、今は、恋人のご機嫌取りを優先する事にした。

			　舌で、彼女の唇をノックする。扉が開くと同時に、先端がぱくりと咥えられた。そればかりか、あっという間に根元まで手繰り寄せられた。

			「ん、んむぅっ！」

			　吸引の激しさに、痛さで眉を寄せてしまうほど。だけど、それが気持ちいい。強く橙果に求められているのだと思うと、嬉しさが胸に溢れる。

			「あ……は……」

			　桃も、喘ぎながらＴシャツの裾から手を入れた。背中を下から上へ逆撫ですると、彼女の目がとろんと蕩ける。

			「橙果ちゃん……気持ちいい？」

			「あ……」

			　唇をぺろりと舐めて尋ねる。彼女は返事の代わりに、うっとりと震えた。もっと快感に染まった顔をさせたくて、Ｔシャツの下で肩甲骨の間をくすぐる。

			「ひゃうっ！」

			　そこまで驚かなくてもと思うほど、橙果が高音の悲鳴を上げた。しかも、大きく背中を仰け反らせてバランスを崩し、背中からプールに墜落する。

			「あ……きゃあっ!?」

			　驚いて桃にしがみつく。道連れにされそうになって、咄嗟に水面に手を伸ばした。桃の掌から魔力が広がり、一瞬にして水の性質を変化させる。

			　間一髪、弾力を持った水が二人を受け止めた。しかし、慌てたので魔法のかけ方が半端だったみたいだ。思ったより硬さが足りず、柔らかめの低反発まくらに乗ったような不安定さ。表面にも薄い水の層が残り、沈んだりはしないものの、彼女の服がじわじわ湿る。

			「何これ、面白ぉいっ」

			　でも橙果は楽しそう。とろみのあるローション状の水を両手で掬い、キャッキャとはしゃいで撒き散らす。そして桃を押し倒し、キスの続きをせがんだ。

			「ピンクさぁん……ん、ちゅ、ちゅぱ、じゅるっ」

			「ま、待って。いま魔法をやり直す……ん、あ、あふ……ふみゅっ」

			　ベッドが不安定すぎると思ったけれど、お構いなしに舌を絡めてくる。桃は受け止めるだけで精一杯。さらに彼女は、耳の後ろもくすぐってきた。粘る水音が口腔と耳元の両方で卑猥に響き、心拍数が上昇していく。

			「あ、きゅふ……橙果ちゃ……ンはっ、はぅ！」

			　コスチューム越しに乳首を転がされる。桃は喘ぎながら、いつものようにそこを開く。それを待ちかねていた意地悪な指が、露出乳首をきつめに捩じった。

			「はぅっ！」

			　背中が仰け反る。頭が半分水に沈む。ピンクの髪も水中に広がり漂う。その様子を、橙果が舌なめずりして見下ろしていた。まるで肉食獣に押さえつけられているような気分になって、ゾクリと身を竦ませる。

			「あーむっ」

			　彼女の大口が乳房を頬張った。強烈な吸引力で乳輪を吸われ、痛みを伴う堪らない快感が桃の全身を震わせる。

			「待って橙果ちゃん！　それ強い……強すぎ……ンあぁっ！」

			　手加減を求める桃を懲らしめるように、乳首に歯を立てられた。わずかに食い込んだだけなのに、食いちぎられるような錯覚を起こして、焦燥感が股間を湿らせた。

			「ひ……あ……」

			「思った通りだ。ピンクさんって、苛められる方が好きなタイプでしょ」

			「な、何でそんな風に思……ひゃあン」

			　今度は陰核を抓られた。まだ露出させていないそこを、コスチュームの上から強引に。下着ほど薄手の布地じゃないのに、さすがのパワー。

			　なんて、感心している場合じゃなかった。

			「あれ……あれ？」

			　桃の性感に反応して、衣装が勝手に変化し始めたのだ。股間部分がどんどん縮む。お腹に入った切れ目で、ヘソまで見えてしまう。しかも橙果がそのラインを指でなぞると、コスチュームの全面が、下腹部まで一気に切り裂かれた。

			「ふあっ!?」

			　もはや、レオタード型だったものは亀の甲羅のように背中に貼りついているだけ。そのくせマントやブーツは残っていて、全裸の方がましな下品一歩手前の姿に。

			「ふわぁぁっ!?　ど、どうしてこんな……」

			　コスチュームの暴走に、軽くパニックを起こした。つい忘れがちだけど、この魔法装束は異世界の技術。未知の代物に身を任せていた事実を、今頃になって思い知る。

			　困惑に追い打ちをかけるような寒気が、背筋を走った。ほぼ裸の桃の身体を、橙果の淫欲に満ちた目が舐めるように眺めている。

			「ピンクさんってば大胆。エロぉい。もっと苛められたくて、誘惑してるの？」

			「ち、違っ……。私がこんな格好になりたいとか思ったわけじゃ……やぁぁぁん」

			　慌ててマントを操作して前を隠そうとしたけれど、それを掻い潜り、彼女が身体を重ねてきた。Ｔシャツの布地に乳首が擦られ、乱暴な快感に堪らず手足が硬直する。

			「ンあ……ん、ンむ……ッ！」

			　反射的に伸ばした舌が、口腔深くに吸い込まれる。キスの快感でマント腕も脱力し、元の形に戻って水面に漂う。

			「ピンクさん、可愛い……」

			　自由になった橙果は上体を起こし、身体を九十度回転させた。横から乳輪を舐め回し、乳首を転がす。そうしながら、右手は下半身に伸ばし、恥毛に指を絡ませる。

			「や、やだ……。そこ、引っ張らないで……ひぃン！」

			　叢くさむらを撫でられ、掻き回されて、なまじ性器を触られるより恥ずかしい。膝をガクガク震わせていると、恥丘を滑り降りた指が淫裂に食い込んだ。細やかに動く中指で粘膜をくすぐり、膣口をなぞる。

			「は……は、あ、あンっ！」

			　初心者とは思えない愛撫に、桃は快感の渦に巻き込まれていく。我を忘れてしまいそうで、堪らず彼女の腕を掴んだ。

			「橙果ちゃん！　ど、どこでこんなに上手に……覚えて……」

			「もちろんピンクさんだよ」

			「……へ？」

			　意外な答えに、力の抜けた声が出た。橙果が正気の時に抱いたのは一度だけ。こんなに多彩な愛撫や体位を教えた覚えはない。

			　すると彼女は恥じらうように頬を染め、桃の首筋に顔を埋めた。

			「あのね、あのね……。ピンクさんと、またエッチしたいって思ったら……色々と頭に浮かんで……止まらなくなっちゃって……やだもう！　恥ずかしい事言わせないでっ」

			「ひゃん、あん、ヒッ!?」

			　自棄やけ気味に頸動脈を吸われた。感電するような快感で、一瞬、呼吸が困難になる。こんなに桃を悶絶させるなんて、どれだけ妄想を重ねたんだろう。数少ない経験で性に覚醒した少女と、そうさせてしまった自分に戦慄する。

			（で、でも……！）

			　負けっぱなしはプライドが許さない。桃は、粘液状の水を両の掌いっぱいに掬い取り、鷲掴みにした橙果の胸に塗りつけた。

			「ひゃん!?　冷た……っ」

			　彼女の上体が跳ね上がる。円を描いて乳房を揉むと、突起が硬く尖るのを感じる。桃は自分の胸の谷間にもたっぷりと水を垂らして、彼女を抱き寄せた。乳房同士が押し当てられた瞬間、二人の間で粘液が「ぐじゅり」と音を立てる。

			「はぁぁ……」

			　その響きがあまりに卑猥で、恥じらう橙果が眉を寄せた。桃は間髪入れず、背中で円を描いた。ベッドだったら難しかったかもしれないけれど、ジェル状の水面はよく滑る。自慢の豊乳と硬く尖った乳首とで、彼女の肌を舐め回す。そのたびに魔法のローションが攪拌されて、二人を粘液まみれにしていく。

			「と、橙果ちゃん……気持ちいい？」

			「いいっ。ピンクさんのおっぱい、当たって……すごく……あ……っ」

			　彼女の声が快感で震える。桃は、その背筋にも粘液を垂らした。窪みに沿って指を這わせると、腰が何度も跳ね上がる。さっきまで優勢だったスポーツ少女が、歯を食い縛って快感に耐えている。

			「く……きゅふッ！」

			　それでも負けず嫌いを発揮して反撃してきた。太腿を桃の淫部に押し当て、ローションのぬめりを利用し撫で上げる。ずるりと性器が擦られ、荒っぽい快感が桃を貫いた。

			「ンッ！」

			　背中を撫でていた手が、堪らず橙果のお尻を掴む。しかし、そこの感触に違和感を覚えた。確か彼女は短パンを穿いていたはず。なのに、手に触れている丸みは紛れもなく裸。不思議に思って見渡せば、顔の横あたりにパステルオレンジのパンツが漂っている。桃が気づかないうちに、自分で脱いでしまったらしい。

			（それなら……可愛がってあげなくちゃ……）

			　とはいえ、太腿での性器愛撫が気持ちよすぎて身動きできない。それどころか桃自ら腰を動かし、彼女の脚に擦りつけている有様。自分の快感を優先させたい欲求に支配され、どう可愛がろうか頭が働かない。

			「うん、あん……んふ、きゅふっ」

			　鼻から抜ける喘ぎと共に橙果を抱き締める。彼女をびしょ濡れにするつもりなんてなかったのに、二人で夢中で撫で合って、髪の毛までローションまみれ。それでも身体は快感に貪欲で、太腿だけでは満足できなくなってきた。

			「はぁ、はぁ……。ピ、ピンクさぁん……」

			　彼女も同じ気持ちなのか、欲深い目で桃を見詰める。泣きそうな声で抱きついて、その切なげな響きに胸の奥が激しくときめく。

			（わ……私がしっかりしなくちゃっ）

			　快感に後ろ髪を引かれる思いで、身体をひっくり返して上下を入れ替えた。まだ攻め側でいたい橙果が抵抗を示す。桃はそれを押さえつけ、お尻を彼女の顔に向けた。

			「見て、橙果ちゃん……」

			　上擦る声と共に、淫裂を自らの指で開く。そんな恥ずかしい格好をしているのに、桃の胸は高揚感で躍った。彼女が息を飲む気配を感じるだけで、秘唇から蜜が垂れ落ちる。

			「ピンクさんの……きれい……」

			　桃が求めるまでもなく、橙果が唇を寄せてきた。腰を掴んで一気に引き寄せ、いきなり割れ目の奥まで舌を突っ込んだ。

			「はぁぁう!!」

			　ぐちゃぐちゃと粘膜を掻き回されて悲鳴が迸る。橙果はエッチ初心者だから、もっと緩やかな愛撫から始めるだろうと思っていた。それが予想外に激しい愛撫に晒され、性器や腰が蕩けるように熱く疼く。

			（ゆ、油断した……！）

			　桃も身体を倒し、慌てて彼女の性器に吸いついた。出遅れを取り戻すように、熱く蕩けた襞を舌で弾き、震わせる。それに呼応して、橙果も桃の肉襞に口づけを繰り返す。二人は舌と唇を駆使し、競うように相手を快感に追い込んでいく。

			　──ぴちゃぴちゃ、くちゅくちゅっ……。

			　卑猥な水音が頭に響く。顔を挟む、橙果の柔らかな太腿の感触が気持ちいい。淫裂を舌で撫でられるたび、熱い脈動が全身へと広がる。その快感に溺れたいけど、意識を保っていないと愛撫がおろそかになって、彼女を気持ちよくしてあげられない。相反する感情に苦悩しながら、恋人の股間深くに顔を突っ込んだ。

			「あ……あッ、ピンク……さん。ピンクさんッ！」

			　橙果が桃のお尻に指を食い込ませる。このまま一気にイカせようとラストスパートに備えたら、彼女の方が先制攻撃に出た。

			「れろっ、じゅるるるっ！」

			「ひぃぃぃ！」

			　クリトリスを乱暴に転がされ、桃の方が追い詰められた。先に絶頂しそうな焦燥に駆られ、橙果の陰核を激しく吸い上げる。溢れる愛液で口元ばかりか鼻までベタベタ。甘酸っぱい匂いと快感スポットの攻め合いで、二人は一気に高みに飛ばされる。

			「やだやだイッちゃう……ピンクさん、イッちゃう!!」

			「私もイクっ。橙果ちゃん……橙果ちゃあぁぁんッ!!」

			　二人の身体が硬直した。橙果の淫裂から潮が噴水のように飛び出して、顔に直撃する。桃はそれを歓喜で震えながら受け止めた。

			「あ……はぁ……はぁ……」

			　たっぷり蜜をかけられて、溺れるように息も絶え絶え。橙果の上から転げ落ちたら、元の位置に戻るだけの体力が残っていない。すると、橙果の方が四つん這いで這い寄ってきた。圧し掛かって見下ろす彼女も、寝ころぶ桃も、全身ぬるぬるの酷い有様。
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			（こんな事になる予定じゃなかったんだけどなぁ……）

			　なんて事をぼんやり考えていたら、橙果が舌を突き出した。治まったはずの劣情が、濡れたピンクの色で再燃し、口の中に受け入れた。

			


			　翌朝、登校の準備で髪を整える桃の背後で、メロはいたくご機嫌斜めだった。

			「あのね……浄化結界を、個人的な遊びに使わないで欲しいの」

			「えー？」

			　鏡越しの彼女は、後ろに手を組み、目を逸らして唇も尖らせている。まるで子供が拗ねたみたいな態度に、桃は戸惑った。

			　昨夜の屋内プールでのエッチに腹を立てているみたいだけど、彼女も、それを了承してあの場を去ったはず。それなのに、どうして今日になって蒸し返されるんだろう。そもそも、橙果とのエッチ目的で結界を張ったわけじゃないし、怒られる理由が分からない。

			「メロだって同じような使い方したじゃない。教室で、みんなの前で私を辱めて」

			「あ、あれは……！　桃が、蜜魔に襲われないように発散するためで……」

			「本当？　ずいぶん楽しんでたように見えたけど」

			　苦情を難癖と受け取り、桃も意地悪な反論をしてしまう。案の定、メロは膨れっ面に。でも、それ以上は言い返してこない。それどころか見る見る気力が失せて、視線も肩も落としてしまった。そんな顔をされたら、さすがに焦ってしまう。

			「ご、ごめんなさい。メロを困らせるつもりじゃ……。分かりました！　もう個人的都合で結界は使いません！」

			　所詮、桃は一時的な協力者。好き勝手に遊ばれるのは、魔法使い的には不本意なんだろう。昨日は流れで許してくれただけと解釈して、気を引き締める。

			「う、うん……。そうしてくれると助かる……」

			　苦笑いくらいはしてくれると思ったら、メロは、気まずそうに目を逸らした。桃は首を傾げた。解釈を間違っていたんだろうか。

			


			「桃、探索の時間よ。変身して」

			　日が暮れるのを待って、メロが立ち上がる。その事務的な言い方に距離を感じて、桃は少し寂しくなった。ペンダントに手をかけても、テンションが上がらない。

			「ねえメロ、変身しなくちゃ駄目？」

			「その方が探索精度を上げられるから……」

			　確かに、気分が乗らないなんて甘えは許されない。これは被害に遭う女の子をなくすため。桃は自分に言い聞かせ、魔法のコスチュームに身を包んだ。

			　そうして夜の街へと繰り出したけれど、いつものような軽やかな跳躍ができない。屋根から屋根、ビルからビルへと飛び移るのさえ、重力に引っ張られる感覚がある。

			「……今朝の事なら、ごめん。あたしも少し言いすぎた」

			　まだ何も言っていないのに、メロが先に謝ってきた。桃が不調なのも、その原因も分かっているみたいに。

			（やっぱり、魔法ってメンタルが影響するのかな）

			　聞いてみたかったけど、それでは、本当にメロのせいだと責めるようなもの。だから、あえてそこには触れない事にした。

			「ううん。私の方こそ……」

			「ピンクさーん！」

			　そこに、明るい声が割り込んだ。眼下の公園で、ジョギングスタイルの橙果が大きく手を振っている。どうしてここにと思ったけれど、ちょうど休憩したかったのでレンガ敷きの通路に着地した。ワンテンポ遅れてメロも舞い降りる。

			「こ……こんな、ところで、ピンクさん……に、会えるなんて、すっごい偶然！」

			　駆け寄ってきた橙果は、汗だくで息も絶え絶え。全力疾走で桃たちを追いかけてきたのは明らかで、本当に偶然なのか甚だ怪しい。

			「ピンクさん、今日も魔物捜し？」

			　それでも、数回の深呼吸で普通に喋り出すのは、さすがだと感心する。

			「まだ見つかってないけどね。この辺りにも、気配はないかな」

			　彼女は「ふーん」と軽く頷き、周囲を見渡す。その途中でメロと目を合わせた。

			「ねぇあなた。えーっと……」

			「メロだよ」

			「そうそう、メロちゃん！」

			　パンと手を合わせて微笑む橙果に、魔法使いが唇を曲げる。友達になったわけでもないのにいきなり「ちゃん」呼びされたら、気に入らない事もあるだろう。

			　その表情の変化を気にも留めず、橙果はフレンドリーに話を続けた。

			「メロちゃん、言ったよね。わたしが部外者だって。でね、考えたのよ！」

			　ぐいっと距離を詰められ、メロの背中が反り気味になる。

			「な……何を考えたって？」

			「わたしも魔法少女になればいいのよ！　それならピンクさんのお手伝いができるし、部外者でもなくなるでしょう？」

			「そ、それは……無理よ。魔法の資質がないと。あと魔法少女じゃなくて魔法戦士！　こっちの人間は言葉を正しく使えないの!?」

			「え～っ」

			　橙果が不満を噴出させる。もちろん、戦士か少女かの言い回しについてではない。

			「そういえば、私も最初に変身道具をもらった時に、そんな事を言われたような……」

			「変身道具があるの!?　ピンクさん、それ一回貸して！　試してダメなら諦めるから！」

			　うっかり口を滑らせたら、矛先が桃に変わった。どれが変身アイテムなのかと、マジカルピンクを上から下まで眺めまくる。

			「だから駄目なんだってば！　変身アイテムは、本人にしか使えないの！」

			　メロが割り込んで橙果を牽制する。図らずも次々と秘密を暴露する事になって、彼女もかなり混乱気味。

			「じゃあメロちゃん、予備はないの？」

			　橙果もしつこく食い下がる。この諦めない心が彼女をスポーツ万能にしているのだろうけど、押しの強さに慣れないメロは、考えが追いつかずに、さらなる秘密を口走った。

			「えっと……えっと……ラクスなら持ってるかも。多分……」

			「「ラクス？」」

			　初めて聞く名前に、二人の声が重なった。メロは慌てて口を覆う。そんなに知られてはまずい情報だったんだろうか。でもその反応で、桃は心当たりを思い出した。

			「それって、もしかして紫色の？」

			　橙果を助ける時に戦った、魔法少女。メロは、言い訳を探して目を左右に泳がせていたけれど、諦めたように頷いた。

			「そうだよ。あの子なら、予備を持ってるかもしれない」

			「本当!?」

			　希望が出て喜ぶ橙果を、メロは突き出した掌で制する。

			「言ったでしょう。魔法の資質がない者は、たとえ変身できたとしても、まともに扱えない。あなたが大好きなピンクさんの足手まといになるだけよ」

			「つまり、やってみる価値はあるって事だね！」

			　どこまでもポジティブな少女に、メロは、げんなりとした顔で「好きにしなよ」と肩を落とした。

			


			　翌日から、さっそく橙果は動き始めた。といっても、桃の探索について歩き、ラスクという紫色の少女が現れるのを待つだけ。

			「でね、ピンクさんが応戦している間に、わたしが隙を見て変身アイテムを奪い取るの」

			　嬉々として作戦を語るけど、彼女らしく実に大雑把。実際にその場面になったら、桃の負担が大きそうだ。

			（でも頑張る！　橙果ちゃんのためだもん！）

			　気合が入るのは、恋人のためだけじゃない。蜜魔を奪うラクスの目的が不明だからだ。

			　きっと彼女も魔法少女。メロが魔物を回収しているのは知っているはず。それを横取りする理由が分からない。

			（もし、よくない事を企んでいるなら、それを阻止できるのは私だけって事よね）

			　そんな大事な局面なのに、肝心のメロがいない。別行動を取ると言って、どこかに行ってしまった。橙果と一緒なのが嫌なのかと聞いたけど、そういう訳でもないらしい。

			（だったら理由くらい教えてくれてもいいのに……）

			　また彼女に隠し事をされた気がして、少し寂しい。

			　そんなわけで、蜜魔を捜し、二人並んでテクテク歩く。その最中、橙果が身振り手振りで桃とラクスのバトルシーンをシミュレーションしている。しかし、子供のごっこ遊びの範疇はんちゅうで、あまり参考になりそうにもない。そこで、彼女の話の流れに乗りつつ、作戦の穴を指摘してみる。

			「問題は、そのラクスちゃんが、どこに予備の変身道具を持っているかって事よね」

			　すると橙果は、キョトンとした顔で首を傾げた。

			「見れば分かるんじゃないの？　魔法少女同士なんだし」

			「う、う～ん……。それを言われると……。実は、私も他の魔法少女に会った事ないの。ラクスって子とも一回戦っただけで、詳しく見ている余裕なんてなかったから……」

			「そっかぁ。でも、ピンクさんなら大丈夫！」

			　落胆するどころか、逆にプレッシャーをかけてきた。もちろん彼女にそんなつもりはなくて、単に「ピンクさん」を盲信しているだけ。無邪気も時に罪になると、自分にかけられた期待の大きさを両肩に感じた。

			　翌日も、その翌日も、二人はラクスを捜した。しかし紫少女は一向に姿を見せず、それどころか蜜魔さえ現れない。

			「もうっ、どうして何も出て来ないの!?」

			　三日間も空振りが続き、ついに橙果が切れた。桃的には、彼女を危険に晒さずに済んで安堵していたのだけれど、こんなにフラストレーションを溜められるくらいなら、一回くらい発散する機会があってもよかったかもしれない。

			「念のために言っておくけど、ひとりで行動しちゃダメだよ。魔法少女でも魔物でも、普通の人間が戦うのは無理だから」

			「わ、分かってる……よ？」

			　橙果の返事と表情に、動揺が見え隠れする。直情的なところが彼女の魅力ではあるけれど、無謀な行動に出るほど軽率ではないと信じたい。

			「それにしても、そのラクスって子、許せないよね。せっかくピンクさんが捕まえた魔物を横取りしたんでしょ？　……いや待てよ。もしかしてその子が魔物使いの黒幕で、横取りじゃなくて取り戻したんだとしたら……」

			「黒幕って、そんな……」

			　桃に見透かされたのをごまかそうとしてか、橙果が大胆な推理を展開する。それを笑い飛ばそうとして、でも、その可能性は考えてなかったと考え直す。

			（内部抗争？　だからメロも、私に詳しく説明できないの？）

			　まさか、橙果の苦し紛れの冗談に気づかされるなんて。ラクスが黒幕か尖兵かは別にして、色々と辻褄が合いそうな気がしてきた。

			


			　翌日の夕刻、蜜魔の捜索に出ようとしたら、祖父から電話があった。

			「……ドレスを仕立てる？　今から？」

			　来週、事業のアニバーサリーパーティがあるらしい。それに桃も出席しろとの事。

			『来賓に顔を見せるだけでいい。でも、それなりの格好は必要だからな』

			　なんて言っているけど、パーティにかこつけて孫と遊びたい下心が見え見え。

			「でも来週に間に合うの？　それに私、今から用事が……」

			『確かにギリギリだが、デザイナーが今日しか都合がつかないと言うんだよ』

			　部下には厳格な祖父も、桃にだけは猫撫で声。だったらもっと早く教えて欲しかったと思うけど、普段から我侭を聞いてもらっているのに、お誘いを断るわけにはいかない。

			「分かりました、おじい様。すぐ準備いたします」

			　電話を切って、困り顔で壁の時計を見上げる。橙果との待ち合わせ場所に行く時間がない。正体を隠している以上、直に会う以外に連絡手段がないからだ。

			「まいったなぁー。橙果ちゃんを待ちぼうけにさせるわけにはいかないし。困ったなぁ」

			　わざとらしく大声で困ってみせる。リビングで寝ころびながらテレビを見ているメロに聞こえるように。昨日までの三日間、彼女は一度も同行しなかった。桃の目には、橙果を避けているようにしか見えない。どんな思惑があるか知らないけれど、この機会に仲良くなってもらってもいい気がする。それにどの道、他に任せられる人はいない。

			　気だるそうにメロが振り向く。でも、探索に行けない旨を伝えたら目を吊り上げた。

			「え、用事？　今から!?　もし蜜魔が出たらどうするのよ！」

			「ここ何日かは出現してないし、多分、今日も大丈夫だと思うんだけど……」

			　もちろん何の根拠もない。メロの懸念も当たり前。だけど、桃にだって普通のお嬢様としての生活がある。魔物退治だけに専念しているわけにはいかないのだ。

			「何かあったら、すぐに行くから。とにかく、今日のところは帰るように橙果ちゃんに伝えて。それだけはお願いしたいの」

			「ま、まぁ……それくらいなら……」

			　本当に渋々と、メロが了承する。その態度に一抹の不安があったけれど、彼女を信用して、祖父との待ち合わせ場所に向かう事にした。

			


			　ドレスの採寸自体は、すぐに終わった。しかし、祖父はディナーも予約していた。久しぶりの孫との夕食に浮かれる姿を見せられて、帰りますとは言えない。

			（メロからの連絡もないし……大丈夫そうね）

			　桃だって、たまには祖父に孝行したい。だから、少しの時間だけ懸念を意識の外に置いて、豪華なレストランでの夕食を楽しんだ。

			　車で送ってもらって、マンションに着いたのは、夜の九時を回った頃。

			「遅くなっちゃった。……メロ、まだ蜜魔を捜してるのかな」

			　エレベーターを待ちながら、今からでも合流しようかと考えていると。

			「──うッ！」

			　強烈な魔力が、突風のように身体を通り抜けた。それも、複数。ひとつが蜜魔なのは確実。それだけでも駆けつける必要があるけれど、分からないのは他の気配。淫欲と緊張感が入り混じり、それらに影響を受けて足腰から力が抜ける。

			（だ、誰かが襲われてるのかも……）

			　その場に座り込みそうになったけど、エントランスに控えているコンシェルジュが心配そうに見ている。体調不良と思われたら出動までに時間を食う。桃は奥歯を食い縛り、忘れ物をしたかのような素振りで再び外に向かう。

			　でも自動ドアが開くのを待ちきれず、隙間に身体を捻じ込み飛び出した。即座にマンション脇の路地に駆け込み変身、跳躍魔法で上空高く舞い上がる。

			「……こっちね」

			　気配の濃い方を探知した桃は、まるで地上にいるように空中を走った。もちろん速度は段違い。普通なら数十分はかかる距離を、一分弱で走破する。

			「──桃!!」

			　現場に接近すると、正面から血相を変えたメロが飛んできた。その彼女を追うように、強力な魔力のロープが数十本、束になって飛んでくる。

			「きゃあ!?」

			　捕まる寸前で、メロが悲鳴を上げながら回避。桃も反対方向へ舵を切る。

			　魔力ロープは彼女の方を追尾した。標的が決まっているなら対処のしようもある。桃も速度を上げてメロを追い、並走する魔力ロープを杖の大振りで真横から切断した。

			「たぁーっ！」

			　攻撃の当たったロープが、粒子となって霧散する。打ち漏らした分は、するすると闇の向こうへ引っ込んだ。諦めたのでない事は、場を包むように増大する魔力で分かる。

			「桃っ！　蜜魔、取られちゃった！」

			　焦るメロが指差す方から、何かが猛スピードで飛来してきた。夜空に溶け込む紫色のコスチューム。右手に握った大剣を、左肩の方に大きく振りかぶっている。

			（どっちを狙ってるの。私？　メロ？）

			　考える必要はなかった。紫少女が放った三日月形の斬撃は、スクリューのように高速回転しながら巨大化。まともに食らえば二人まとめて細切れだ。

			「ひぃぃぃっ！」

			　桃とメロは絶叫し、全魔力で防御した。巨大化した分だけ魔力の密度が低かったのか、光の刃は意外と簡単に粉砕。それでも、直撃時のダメージを想像すると血の気が引く。

			「危ないじゃない！　殺す気!?」

			「ただの足止めよ。現に止まったでしょ」

			「どこがよっ！　目的に対して手段が過剰だわ！」

			　桃はぶんぶん右腕を回転させて猛抗議。それを、ラクスはとんがり帽子のつばの下から冷ややかな目で見ていた。その態度に憤慨し、反撃してやろうと両手で杖を握る。

			　しかし、彼女が小脇に抱えているものが目に入り、愕然となった。

			「と、橙果ちゃん！」

			　気を失っているのか、呼びかけても返事がない。

			　考えるより早く身体が動いた。杖を振りかざして打ちかかる。ラクスの大剣がそれを受け止める。両手打撃の桃に対し、橙果を抱えた彼女は片手。衝撃を吸収しきれず表情を歪める。しかし次の攻撃をする前に、横から紫色のスカートが襲ってきた。ただの目くらましだけど、戦闘の緊張が全身に行き渡っていたせいで、無意識に大きく避けてしまう。

			「その子を離しなさい！」

			　距離を取られてしまった焦りから、無闇に杖で連打する。駄々っ子のような打撃を、ラクスはひらひら避けながらスカートで防御。でも、たまたま当たった一打がとんがり帽子を跳ね飛ばすと、冷静だった彼女が苛立たしげに舌打ちした。大振りで頭上から剣を振り下ろしてくる。空気を切り裂く迫力に蒼褪めた桃は、慌てて杖で受け止めた。

			「……あなたこそ、この子をどうするつもり？」

			　ふたつの武器が鍔つば迫り合いのように擦れ合う中、ラクスが怒りを隠さない顔で尋ねてきた。桃には、その質問の意図が分からない。橙果が捕まっているせいで頭に血が昇り、悪者扱いされているのが何となく分かるだけ。

			「どうもこうもないわっ。素直に置いていきなさいよ！」

			　桃は身体を沈めてラクスの足首に蹴りを入れた。足元をすくわれた彼女は、空中で一回転。橙果を放り出してしまう。

			「橙果ちゃ……あッ！」

			　取り戻すチャンスと思って手を伸ばす。なのに、回転の勢いを利用したラクスに手首を跳ね上げられた。今度は桃が姿勢を崩され、その隙に再び恋人を奪われてしまう。

			　二人とも息が荒い。ラクスは、桃に切っ先を向け、橙果を抱え直した。

			「決着は、後にしましょう……」

			　彼女の輪郭が闇に溶ける。逃げられると気づいた時には、遅かった。慌てて伸ばした手が掴んだのは、虚空だけだった。

			


			　一週間後の週末、桃はホテルのパーティ会場にいた。祖父の仕事の関係者は政財界の偉い人ばかりで、学生の桃は完全に場違い。単に自慢の孫を見せびらかしたいだけらしいので、愛想笑いで挨拶すれば済むから、考えようによっては楽な仕事。

			　新調した薄桃色のドレスは可愛らしく、サイズ直しの必要もなかったほど。何事もなければ、もっと上機嫌でいられたかもしれない。

			　橙果は、ラクスに連れ去られ、行方不明のままだった。

			　彼女の親や学園関係者にはメロが術をかけ、旅行中という事になっている。おかげで今は騒ぎになっていないけど、違和感をごまかし続けるのも、そろそろ限界。

			「はぁ～……」

			「どうした桃、疲れたか」

			　沈んだ気持ちで壁際に立っていたら、祖父が寄ってきた。

			「え、ええ。立派な方ばかりで、緊張してしまって……。お先に失礼してもいい？」

			　かれこれ三時間は付き合った。いくらスマイルだけの単純作業でも、社会的地位のあるおじ様やお年寄りの相手は神経を使う。

			　祖父の許しが出たので、桃はパーティ会場を後にした。といっても、場所の関係で今夜はこのホテルに宿泊。カードキーで部屋に入ると、着替えるのも億劫で、ダブルベッドに顔から倒れ込む。

			　そこへ、フードを跳ね上げたメロが詰め寄ってきた。

			「桃、何を遊んでいるの？　こんな事している場合じゃないでしょ！」

			「……人間界では、これも必要なお付き合いなのよ」

			　ベッドに顔を埋めたまま、くぐもった声で答える。姿を消してパーティに潜入していた彼女の目には、無駄な時間にしか映らなかっただろう。桃だって、これが蜜魔より優先されるなんて思っていない。

			「橙果が心配じゃないの？　あの子の恋人なんでしょう!?」

			　メロの怒声に、桃の背中が小さく跳ねた。ゆっくりと身体を起こし、乱れた髪の下から彼女を睨みつける。

			「……私が、心配してないと思ってるの？」

			　自分でも驚くほどの低い声に、メロが息を飲む。言いすぎたとでも思っているんだろうけど、許す気にはなれない。

			「私が何も感じていないとでも？　こんな事してる場合じゃないって、私が思ってないとでも言いたいの？」

			　幽霊のように立ち上がると、メロが一歩二歩と後ずさる。背中が壁について逃げ場を失った彼女に、桃は憔悴しょうすいしきった目で詰め寄っていく。

			「この一週間、ずっと焦って……眠れてもいないのよ！　今日だって、本当は来たくなかったわ。でも仕方ないじゃない！　人間には人間の生活があるの！　だいたい、私がラクスと戦ってる時、メロは何をしていたの？　どうして橙果ちゃんを助けてくれなかったの!?」

			「そ、それは……」

			　メロが悲しそうに目を伏せる。そんな彼女を見て、桃は自分を責めた。また八つ当たりしている。戦闘力を持たない彼女に介入しろなんて、無理に決まっている。

			　そうと分かっていながら、橙果を連れ去られたショックはどうしようもなくて、感情的になる自分を抑えきれない。

			「…………くっ！」

			　メロに謝らなくちゃいけないのに、言葉を喉で詰まらせる。桃はドレスを脱ぎ捨て、下着でベッドに潜り込んだ。もし口を開いたら、もっと酷い事を言ってしまいそうだ。

			　布団を頭からかぶり、横向きに寝て背中を丸める。寝不足で疲労が重なっているのに、目が冴えて眠れない。メロに浴びせた言葉が頭の中をぐるぐる回って、一周するごとに大きくなる罪悪感で桃を苛んでくる。

			　沈黙が、続いた。というか静かすぎる。怒って部屋を出てしまったのかと不安になる。それなら今すぐ起きればいいのに、彼女がどんな顔をしているか、確かめるのが怖い。

			　薄闇うすやみの中で固まっていると、ベッドに人が乗ってきた。その重みで、まだ彼女がいてくれた事に安堵する。それでも顔は上げられなかった。ただ、寝ていない事だけは知らせようと、布団をかぶり直す。

			「ごめんなさい……」

			　消え入りそうな声だったけど、布団の中の桃にもはっきり届いた。何に謝っているのかは分からない。それよりも、先に謝罪された事が悔しかった。自分の狭量さを思い知らされた気分。返事をする事もできず、不貞腐れたふりを続ける。

			「ごめんなさい、桃。あたし……ずっと嘘を吐いてた」

			　メロが意外な事を言い出した。これもまた、何が嘘なのか見当がつかず、今度ばかりは気になって身体を起こす。

			　彼女はダブルベッドの隅で女の子座りしていた。力なく項垂うなだれ、膝の上で小さな手を握り締めている。さすがに、彼女だけに罪の意識をかぶせるのが申し訳なくなってきた。

			「わ……私の方こそ、酷い事いっぱい言っちゃって……」

			　メロは、首を振って桃の言葉を遮った。そして、苦悩の表情で言葉を絞り出す。

			「あのね、あの……蜜魔を、捕まえに来たのって…………嘘なの」

			「……は？」

			　なぜ、それが嘘になるんだろう。実際に、何匹も捕獲しているのに。理解できずに目をパチクリさせると、彼女は慌てて両手を振った。

			「違うの違うの！　いや、違わないっていうか……」

			「何を言ってるか分からないよ。落ち着いてから、順番に話して」

			　言われた通りに、メロが深呼吸する。それでもなお、目を合わせないように項垂れたまま、静かに口を開いた。

			「蜜魔を捕まえに来たって言ったけど、違うの。……あたしが、蜜魔を持ち出したの」

			「も、持ち出した？　……メロが？」

			　難しい話はしていない。それでも桃は、理解するのに時間を要した。

			（ええっと……確か、蜜魔は、王立魔法研究所ってところに封印されていて……それを誰かが解放したから、メロが捕獲に来た。……って話だったのよね）

			　でも実は、メロこそがその犯人。すぐには信じられなかった。彼女自身、蜜魔に襲われ危ない目に遭っている。あの時、桃が通りかからなかったら、魔法少女に変身できなかったら、今頃は色欲まみれの廃人になっていたかもしれないのに。

			「本当？　本当に……メロが？」

			　桃の念押しに、彼女は小さくコクリと頷いた。それでもまだ、半信半疑。この小柄で可愛らしい少女が、どうして危険な魔物を持ち出す必要があったんだろう。

			「…………たの」

			　虫の鳴くような声で、メロが何か言った。よく聞き取れなかったので、首を傾げながら指を立て、もう一回とお願いする。

			　一度で伝わらなかった事がショックだったらしい。彼女は真っ赤な顔でローブのフードをすっぽり被ってしまった。姿は見えなくなったけど、わずかに伝わる振動で、ベッドに突いた彼女の手が震えているのが分かる。そして透明化の意味がないほど何度も何度も荒く深呼吸した後、意を決して大声で叫んだ。

			「女の子のっ、友達がっ、欲しかったのッ！」

			　桃は必死に呼吸を飲み込んだ。そうでなければ「はあっ!?」なんて大声で聞き返していたところ。でも、ひと言ひと言区切った告白には、彼女の思いが溢れている。

			　からかったり馬鹿にしたりできない、切実な気持ちが。

			　きっと、フードの下で震えている。桃は魔力の気配だけを頼りに彼女を探し、抱き寄せた。見えないけれど、腕の中で確かに彼女を感じる。それを不思議とすら思わなかった。それよりも、想像以上の震えに胸が痛い。

			「メロ……」

			　驚かせないように、そっとフードを外す。緑の髪に隠れて目元は見えない。でも羞恥と悔恨できつく結ばれた唇は、血の気が引いて真っ白。

			「どうして、友達が欲しいの？」

			　できるだけ柔らかい声で尋ねると、彼女は小さく頷いた。

			「あ、あたし……人付き合いが苦手で、向こうの世界では、友達がいなくて……」

			「そうなの？　そんな感じはしなかったけど……」

			「い、一生懸命だったから……。本当のあたしを知らない桃には、その……つまらない子だって思われたくなくて……」

			　まだ震えているけど、落ち着きを取り戻してきたのか、言葉がスムーズになってきた。

			（ずいぶん振り回してくれて……自由な子だなって思ってたけど……）

			　教室でエッチとか、内気な人のする事じゃない。でも、人付き合いに慣れない人が無理して明るく振る舞う様子は、何度か見た覚えがある。彼女も無邪気の加減が分からずやりすぎたと思えば、理解できなくもない気がした。

			「でも、それが魔物とどう関係が…………あっ」

			「ごめんなさい、ごめんなさいっ！」

			　分かってしまった。メロも桃が気づいたのを察し、先回りで謝ってくる。

			　女の子と仲良くしようと思っても、魔法界では難しい。そもそも、友達の作り方が分からない。だから自分を知る者のいない人間界に来て、蜜魔で襲って──。

			「変身したメロが女の子を助けて、浄化エッチで一気に親密になっちゃおうっていう、自作自演の計画だったわけね……」

			「そ、そこまで言わなくても……っ。言わないでぇ…………」

			　桃の明察に耐えきれず、両手で顔を覆って泣いてしまった。

			「でも計画は破綻しちゃったのね」

			「だ、だって……。まさか、あたしが襲われるなんて思わなくて……」

			　封印されていたくらいだだから、厄介な魔物というのはメロも分かっていたはず。自信があったのかもしれないけれど、結局は制御しきれずに自滅してしまった。だから、桃を変身させたのは、本当に苦渋の決断だったんだろう。

			「じゃあ、あのラクスって子は……」

			「あたしの、追跡者。ああっ……まさか本物の魔法戦士が派遣されてくるなんて……」

			　本物の、という事は、やはり変身道具も勝手に持ち出した物。道理で、ラクスの出現時には決まって行方をくらましていたわけだ。

			「いくら友達が欲しかったからって、そんなに大事な物を色々と……。ちょっと思い詰めすぎなんじゃあ……」

			「いっぱい友達がいる桃には、あたしの気持ちなんて分かんないよ……」

			　分かる、とは安易に言えなかった。慕ってくれる子は確かに多い。それに、橙果と両想いになれて浮かれていた。それも、メロに疎外感を与えていたのかもしれない。橙果とのプールエッチを急に怒り出したのも、きっと嫉妬と孤独が抑えられなかったから。

			　それに、気づいてあげられなかった。

			「ごめんね……」

			　自然に、言葉が零れ落ちる。彼女は不思議そうな顔で見上げた。

			「どうして桃が謝るの？　あなたは何も悪くない。悪いのは、全部あたし……。本当は、自分で蜜魔を回収しなきゃいけないのに……。桃を騙して戦わせて、怖い目に遭わせて、橙果まで……！」

			　責任を感じているんだろう。メロの声が涙で詰まる。

			　戦う力。女の子と親密になる機会。メロの計画の全てを、桃が横取りしたようなもの。本当なら憎まれても不思議じゃない。けれど、彼女はそうしなかった。

			（そもそも、責任を押しつけたりとか、できないんだろうな）

			　何かといえば八つ当たりしていた桃とは大違い。酷い言葉を浴びせた事が、激しい後悔となって押し寄せる。

			「……ねえメロ。あなたのした事って、確かによくないと思う」

			　腕の中で、細い肩が怯えたように小さく跳ねる。

			「だいたい、魔物を使って力ずくでとか、女の子なら誰でもいいとか、そういうの感心しないな。ちゃんと相手の気持ちも考えないと、好きになってもらえないよ？」

			「う……う……」

			　頷こうとした声が、嗚咽おえつになった。今さら繰り返さなくたって、彼女は自分のした事を十分に自覚している。むしろ、自分を責めすぎているくらい。桃の説教に耐えられず、呼吸が不規則になって、今にも大号泣しそうな気配が漂う。

			「でもね……」

			　そうなる前に、桃は、彼女を強く抱き締めた。

			「私も、人の事は言えないの。今だって、可愛い女の子を見るとすぐ目移りしちゃうし、誰でもいいから好きになってもらいたいって気持ち、すっごく覚えがある」

			　お嬢様なんて持てはやされ、周りに人はたくさんいたけど、本当に仲のいい友達はいなかった。ずっと孤独を感じていた。好きになったのは、一人だけ。

			　もっとも、そんなのはメロに比べたら贅沢な悩み。恵まれた環境に甘えていただけ。

			「……だからさ、今夜は、私の事を好きにしていいよ」

			「え……？」

			　いきなり話が飛躍したので、泣きそうだったメロが当惑した目で見上げる。

			「メロは、女の子の友達を作って、エッチしたかったんだよね。もう私とはお友達なわけだから、好きなだけエッチしていいよって言ってるの」

			「ご、ごめん桃。訳が分かんない……」

			　ひとまず反省も後悔も横に置き、混乱だけがメロに残される。無理もないと苦笑しながら、桃はブラを外した。改めて抱き寄せ、頬に裸の乳房を押しつける。何度も触れているくせに、緊張して身を硬くするのが可愛らしい。そんな彼女の傷ついた心を、肌で触れ合う事で、少しでも癒してあげたかった。

			（私にできるのは、こんな事くらいだから……。でも、これって本当にこの子のため？）

			　自問し、後ろめたい気持ちになる。メロを言い訳にして、橙果を連れ去られた不安と焦燥を一時でも忘れたいだけじゃないのか。本当に慰めてもらいたいのは自分の方じゃないのかと、心が詰問してくる。

			　押し寄せる疑問を否定しきれず、メロを強く抱き締めた。すがるような抱擁に何かを感じ取ったのか、彼女も力を抜いて桃の胸に身を任せる。

			　しばらく、無言で抱き合った。それで落ち着きを取り戻せるかと思えば、まったく逆。静寂は、むしろ、より自分を責める時間になってしまった。

			　二人の腕に力が入る。互いに、不安から救い出してくれるのを求めるように。

			　桃は、緑色の髪を撫でながら、乳房を彼女の口元に当てた。

			「メロ……。私の身体、触って……。好きなようにしていいから……んぁっ」

			　愛撫を許可──というより懇願すると同時に、乳首が口に含まれた。

			「はぁ……」

			　ちゅぱっと音を立てて吸われ、背筋を妖しい悦びが走る。彼女の喉が唾を飲み込むために上下すると、まるでミルクを飲まれている錯覚を起こす。同じ年頃の少女に授乳する倒錯感に興奮した桃は、彼女の頭を胸に押しつけ、さらに強い愛撫を求めた。

			「吸って、メロ。もっといっぱい……！」

			　温かい口の中で乳蕾が硬さを増す。それを舌で転がされ、さらに右乳房も揉みしだかれて、身体全体が淫欲色に染まり始める。いきなりこれほど激しくされるとは思わなかったので、快感を受け止めきれない。

			「メロ……メロぉ……」

			　甘えるように呼びかけると、乳を咥えながら彼女が見上げてきた。その目に向かって舌を差し出す。小さな唇が、胸から鎖骨、首筋を辿って昇った。震える顎を舐めながら、桃の唇に近づく。少女の上目遣いに興奮しながら、早く早くと心の中で急かす。

			「桃……ッ！」

			　その気配に触発されたのか、メロが一気に動いた。唇が触れ合った瞬間、二人は最初から激しく擦り合った。彼女の肩からローブを滑らせ、ベッドの外に放り投げる。彼女も身体を揺すってベルトを外した。ワンピースも足の方から抜き、靴を脱いでいる間さえ、唇を離そうとしない。

			「あん、桃……ちゅ、ちゅうぅっ」

			「ンッ、んあっふ」

			　パンツとニーソックスだけになったメロが、息をする間も惜しんで激しく吸い上げる。かと思えば、斜めに捩じって押しつけてきた。
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			「ふぁぁ……」

			　唇の摩擦快感で、桃の腰から力が抜ける。圧し掛かる少女を支えきれず、背中からベッドに倒れた。彼女は桃の両手首を掴んで押さえ、舌を差し込んできた。螺旋を描くような動きで、口腔内をねっとり舐め回す。

			「ん……あぷ、ンむッ」

			　唾液をたっぷり流し込まれて、息苦しい。しかし桃は、酸欠状態で朦朧としながら、小柄な少女に押し倒される倒錯感に胸を高鳴らせた。

			「はぁメロ……。はぁ……はぁ…………あむっ」

			　唾液を強引に喉に流し込み、メロの舌にしゃぶりつく。驚いて「きゅん」と鳴く彼女の声が可愛らしくて、口腔奥へと引きずり込む。しかし彼女も負けていない。挟まれたまま舌を左右に動かし、桃の唇をくすぐった。

			「ふ……あんっ」

			　淡い刺激に背中がムズムズして、つい口を開いてしまう。その隙に、メロが戒めから抜け出した。しかし逃げるかと思えば、二人分の唾液をまとった舌先で、まるでリップを塗るかのように桃の唇を撫で回す。

			「あ……あぁ……」

			　桃は身震いしながら、口元がベタベタにされていく快感に酔い痴れた。唾液のぬめりと甘い匂いが気持ちよくて、全身の痙攣が止まらない。

			「メロ……やらしい……」

			　切なげに呟くと、彼女は嬉しそうに微笑んで舌を挿し入れてきた。桃も歓喜で迎え入れる。舌同士の甘い摩擦は頭の芯まで痺れさせ、何度経験しても堪らない。

			「あぅ……メロ、それ深い……ん、んぷ……んむぅ！」

			　とはいえ、口腔いっぱいに蠢く舌と大量の唾液で、再び酸欠状態。空気を吸おうとするそばから空間を埋められる。

			「桃……あぁ、桃ぉ……」

			　気を失いそうになる寸前、彼女の唇が横に流れた。攪拌されて泡立つ唾液を引きずり、首筋を舐め上げる。窒息を免れたと思ったら、今度は自前のローションのぬめりが桃の感度を異常に上げて、我慢できない快感に襲われる。

			「ひッ！　メロ、それ……感じすぎ、あん、ひゃう、ンあぁん！」

			　足をジタバタ暴れさせ、無意識に身体を反らして押し返そうとする。けれど彼女はそれに抗い、両手で首にしがみついてきた。乳房が潰れるほど身体を押しつけ、吸血鬼のように頸動脈を吸い上げる。

			「ちゅうぅぅぅぅっ」

			「ひぃぃっ!!」

			　強烈すぎる快感に、失禁かと思うほど大量の蜜が秘裂から漏れ出す。もう下着の内側はぐっしょり。しかし首への吸引攻撃はとどまる事を知らず、桃を半狂乱にさせる。

			「ちゅ、ちゅ、ちゅうぅっ、ちゅるぅぅっ」

			「ひぁっ、あ、あ、あん、ンふぁん！」

			　吸われるたびに思考が削られる。理性が掻き毟られる。唇から垂れる唾液と、噴き出す汗と、そしてじわじわ漏れ続ける愛液で、シャワーを浴びたようにびしょ濡れ状態。

			「桃……桃……っ」

			　彼女も、他の言葉を忘れたように繰り返すのみ。でも、快感にむせび泣く中、桃は大切な事を思い出した。辛い事を一時でも忘れたいのはメロも同じ。自分だけが気持ちよく悶えている場合じゃない。

			「……えいっ」

			　震える腕でメロの肩を掴むと、ひっくり返して組み伏せた。逆襲されるのを察した彼女は、反射的に首を竦める。それならと桃は、一気に下半身まで身体を滑らせた。白い下着とニーソックスの間の、わずかに覗く太腿に口づける。不意打ちに驚いたメロが脚を閉じようとしたけれど、逆に膝に手をかけて、それを阻止した。

			「やだ桃っ、何を……ひゃあん!?」

			　力ずくで開脚をキープし、仕返しのつもりで内腿にキスの雨を降らす。唇で吸いつくたびに、細い脚が強張る。さらに桃は、下着を軽くめくって鼠径部を舐め上げた。舌先を細かく振動させ、くすぐるように脚の付け根を上下する。

			「やだ桃っ……。それ、くすぐった……ひ、あ、あん、あんッ！」

			　今度は彼女が細切れの悲鳴を上げる番。愛らしい響きが耳に心地いい。もっと聞きたくて、鳴かせたくて、鼠径部を舌で逆撫でしたり、内腿に噛みついたりして刺激を与える。お尻を強張らせたメロは、自分の乳房を掴んで快感に耐えた。

			「メロ、可愛い……ん、ちゅ、ぺろ、れろれろ、ちゅぱっ」

			「やん、やんっ、あん……あぅぅんっ」

			　身悶えする少女に欲情する桃の鼻孔を、ふと、甘酸っぱさが刺激した。匂いの元に惹かれるように、下着の中心へ鼻先を突っ込む。そこにあるのは、驚くほどの熱さと湿り気。

			「メロ、すごい……。いっぱい濡れてる……」

			「バカぁ……。そんな事、言わないでよぉ……！」

			　桃は下着に手をかけた。文句とは裏腹に、彼女も素直にお尻を上げる。底布が股間から剥がれた瞬間、濃厚な欲情の匂いが、鼻孔と口腔へと一気に流れ込んできた。

			「あぁぁ……はぁ……」

			　深い呼吸でそれを吸い込む。陶然となった桃は、下着を片脚から抜いたところで動きを止めて、少女の性器を無遠慮に凝視した。小柄な体格に似合う小振りな割れ目、淫熱で蕩けたように柔らかそうなピンクの陰唇。それらが恥液に濡れて卑猥に輝く。

			（美味しそう……）

			　蜜の誘惑に耐えきれず、我を忘れてしゃぶりついた。舌先でピンクの花弁を掻き分け、襞の間に溜まった愛液を舐め取る。

			「あん、あん、あぁぁん！」

			　メロの腰が、８の字を描いて上下左右に回転する。自分の愛撫で喘ぎ、身悶えしてくれるのが嬉しい。桃は濃くなる一方の匂いに酔い、夢中で舌を動かした。

			「桃……桃、あたしも……」

			　息も絶え絶えに、メロが髪を撫でる。それだけで意味が通じ、桃は淫裂にキスしたまま身体を反転させた。彼女の顔を跨ぐと、震える指が下着を脱がせてくれた。お尻を剥かれる羞恥と緊張が全身を覆う。しかしそれ以上の興奮が、身体の奥から湧き上がった。膝を浮かして片脚から下着を抜くけど、二人ともそれ以上は待ちきれない。

			「はぁ……あぁぁ……！」

			　泣きそうな声で、メロが性器に吸いついた。粘膜同士が接触する快感で、背筋にゾクリと快感が走る。頭が痺れて思考が薄れ、桃も再び彼女の淫裂に口づけた。

			「れろ、ちゅぱ、ちゅるるっ」

			「あぅンっ。気持ちいい……気持ちいいよ、桃ぉ。ちゅる、じゅる、じゅるるっ」

			　メロも派手に淫液を啜すする。卑猥で下品な音を自分の身体が奏でているのかと思うと、羞恥で頭が真っ白になる。

			　そんな快感の渦の中で、ふと頭の片隅に、大切な少女の顔が浮かんだ。

			　今どうしているんだろう。酷い目に遭ってはいないだろうか。こんな事をしている場合じゃないはずなのに──。

			「ちゅうぅぅぅッ！」

			「あぁぁうっ!!」

			　いきなりメロが陰核を吸い上げた。愛撫が滞ったのを咎とがめるように。強烈な快感が身体を一気に突き抜け、慌てて彼女の性器に奉仕する。陰唇を指で広げて、露出した粘膜を舐めまくる。膣口を突いては愛液を啜りまくる。

			「美味しい……これ、すっごく……メロ、メロぉ！」

			「あ、あたしも……桃の、桃のが……あん、ふぁ、あぁぁん！」

			　部屋に響くのは、二人分の喘ぎと粘着質の卑猥な水音。快感に震える身体に鞭打って、とにかく相手を気持ちよくする事しか考えられない。

			「あ……あ！　どうしよう桃、気持ちいい……どうにかなっちゃう……ッ！」

			「なっていいよ、メロ。私も……もうすぐ、すぐに……ふぁぁうっ！」

			　股間に顔を突っ込んで、くぐもった声で限界を告げる。もう、攻撃のポイントを絞るような余裕はない。とにかく滅茶苦茶に口づけし、舐め回し、膣口の窪みを突きまくる。

			「ヒッ、あ、はぁう！　桃、そこ駄目、そこはだめぇぇぇンっ！」

			「そこって、どこ？　分から……ふにゃあぁぁぁっ」

			　無暗に舌を動かしているので、どこを指しているのか分からない。懇願を諦めたメロの舌が陰核を弾いた。鮮烈な快感に襲われた拍子に、彼女の膣口に指を突っ込んだ。そのまま入り口付近を掻き回しながら、桃も陰核を見つけて吸い上げる。

			「ふみゃあぁぁぁ!?」

			　メロも猫みたいな悲鳴を上げた。小さな身体が大きく震える。でもそれは桃も同じ。限界を予感した二人は、陰核を夢中で転がし、相手を快感の極みに追い詰めていく。

			「やぁぁぁン！　だめだめ、それだめっ、桃っ……ダメぇっ！」

			「私も、も、もう……イクッ、イッ……きゅぅぅぅ!!」

			　体内を快感の暴風が吹き荒れ、二人の身体が反り上がった。苦悶と紙一重の恍惚の表情で、全身をビクビク痙攣させる。唇の端からは、愛液と唾液の混ざった恥液が、濃厚な粘液糸となってだらしなく垂れ下がる。

			「あ……あ……」

			　それを拭う事すらできず、脱力した桃は、彼女の上に身体を重ねた。眼前には、絶頂で痙攣する少女の秘裂。濃厚な劣情の匂いに誘われて、再びそこへ舌を伸ばす。

			「あん、桃ぉ……」

			　過敏になったそこを舐められ、メロの身体が小さく跳ねる。そして彼女も同じように、桃の性器に唇を這わせた。最初は遠慮がちだった水音が、再び部屋中に響くほど大きくなるまでに、それほど時間はかからなかった。

		

		
			
			

		

	

			第５章　最後の戦い

			


			　不安から目を逸らしても、事態が好転するわけじゃない。橙果を取り戻すためには、もう一度ラクスと対峙する必要がある。蜜魔と戦っていれば必ずチャンスは来る。

			　深夜の神社に出現した魔物を、桃は急いで回収に向かった。紫の少女が来るか否かにかかわらず、被害者を出すわけにはいかない。襲われる寸前だったカップルを辛うじて逃がす。それが女性同士だったので、魔物の嗜好の徹底ぶりに、つい感心してしまった。ともあれ、その人たちの記憶消去をメロに任せて戦闘に入る。

			「く……ッ！」

			　しかし、雑念が多すぎて無駄に苦戦を強いられた。空中で傘のように広がった蜜魔が、頭上から無数の触手で叩きつけてくる。それは鞭のように鋭くしなり、石畳を砕くほどの破壊力。巨大タコでも相手にしている気分だけど、回避に精一杯で軽口を叩く暇もない。

			「桃っ、右、左からも！　ああ。危ない！」

			　戻ってきたメロのナビも、素早い攻撃に慌てるばかりで役に立たない。右に左にスピンしながら逃げ回っているので、脚には疲労が溜まるし目も回る。そろそろ現状を打開しないと、体力も魔力も遠からず底を突く。

			「何とか隙を…………あっ!?」

			　死角から迫った一本に足を払われた。尻もちをついて、完全に動きが止まる。バラバラに攻撃していた触手が、獲物に向かって一斉に飛んでくる。

			「桃ぉっ!!」

			　メロの悲痛な叫びが響く。それを打ち消す気合が、突如上空から降ってきた。

			「たぁぁぁぁ!!」

			　オレンジ色の閃光が浮遊蜜魔を貫いた。ずしんと重い地響きと共に、ひとりの少女が地に降り立つ。着地の衝撃で脚を痺れさせたようにも見えたけど、彼女はそれを我慢して、拳を突き上げた。グローブの甲に嵌め込まれた宝石が輝き、大穴のダメージで弱った魔物を吸い込んでいく。そして全て吸収し終えると、にっこり無邪気に微笑んだ。
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			「任務完了っと」

			　頭にちょこんと斜めに載った、小型のシルクハット。膝まである編み上げブーツ。拳を守るように膨らんだ手袋には、たった今魔物を吸収した大振りな宝石が光る。そしてお臍へそを見せた、上下セパレートタイプの、オレンジ色のコスチューム。

			「ピンクさん、久しぶり」

			　微笑みながら顔の横で手を振る少女。新たな魔法少女の出現よりも、その正体の方が遥かに桃を驚愕きょうがくさせた。髪は鮮やかなオレンジ色だけど、顔立ちや声まで変わったわけじゃない。何より、桃を「ピンクさん」なんて呼ぶのは、一人だけ。

			「…………橙果ちゃん!?」

			「わたしも魔法少女になれたよ！　人呼んでマジカルオレンジ！　……なんてね♪」

			　得意気に一回転。変身ヒロインっぽくポーズを決める。武器は所持しておらず、拳での攻撃が彼女のスタイルらしい。

			「す、すごいけど……大丈夫なの？　ラクスちゃんに変な事されなかった？」

			　肩や腕を掴んだり撫でたりして、異常がないか確かめる。滑稽こっけいなくらい心配したら、彼女は小首を傾げて苦笑した。

			「ありがとピンクさん。あの子がわたしを魔法少女にしてくれたんだ」

			　何だか、質問をはぐらかされた感じがする。不穏な感じが胸を覆った。冷静ではいられなくなりそうな何かが、桃の心を掻き乱す。

			「危ない！」

			　その思考をメロの叫びが遮った。鋭い気配を感じ、見るより先に杖を突き上げる。金属音が響いてから見上げると、ラクスの剣を受け止めていた。奇襲に失敗した彼女は、即座に綺麗な弧を描くバク宙で飛びのき、大きく距離を取って着地した。

			「橙果ちゃん、下がって！」

			　再会した恋人を背中に庇い、杖を正眼に構えてラクスと対峙する。でも、彼女は桃の指示に従わなかった。跳ねるような軽い足取りで、紫少女に歩み寄る。そしてくるりと振り返り、ボクシングのようなファイティングポーズで、両の拳を構えてみせた。

			　それは、どう見ても桃に対する戦闘態勢。

			「な、何を…………きゃあ!?」

			　状況を理解する時間すら与えられず、鋭いパンチが頬を掠かすめた。素早すぎて、接近されるまで全然見えなかった。まるでテレポートのような瞬間移動に驚き、慌てて後方に飛びのくけれど、明らかに遅すぎ。本当なら一発ＫＯを食らった後のタイミングだ。

			「今のは挨拶。ていうか、警告」

			　橙果が何を言っているのか分からない。ただ、桃は恐怖を感じていた。両手が震えて、今にも杖を落としそうだ。攻撃が鋭かったからだけじゃない。彼女がラクスの隣にいる、その状況そのものが怖い。彼女に対して武器を構えている自分が信じられない。

			「ラクスちゃん！　橙果ちゃんに何をしたの!?」

			「何もされてないよ。わたしは、自分の意志でこうしてるの」

			　答えたのは、橙果。しかもラクスにぴったり身体を寄せ、恋人のように腕を絡めて。

			「ピンクさんは、もう戦わなくていいんだよ。これからは、わたしとラクスが蜜魔を捕まえるから。……ねえ、聞いてる？」

			　聞いてなかった。ただただ狼狽し、二人の関係に、いらない想像を働かせていた。

			（まさか……。あの時、橙果ちゃんが蜜魔に襲われて発情しちゃっていて、ラクスちゃんに浄化エッチされちゃって……それで、それで…………！）

			　否定したいのに、妄想が止まらない。橙果がラクスに抱かれる光景を、どうしても思い浮かべてしまう。必死に消そうとするほど、様々な体位と、喘ぎ声と、快感に蕩ける彼女の顔が次々と湧き上がって、頭の中がいっぱいになる。

			　その奔流ほんりゅうの中、不吉な言葉が浮かんできた。だけどそれだけは拒否。必死になって意識の底に沈めようとする。

			「つまり、桃はラクスに橙果を寝取られちゃったって事!?」

			　なのに、目を逸らそうとしたその言葉をメロが代わりに口走った。そればかりか、涙を浮かべ、両手で口を覆って、いかにも気の毒そうな顔をしているのが腹立たしい。

			「同情しないで、必要ないから！　ね、橙果ちゃん違うよね？　そんな事ないよね!?」

			　必死になってメロを制し、振り返って橙果に同意を求める。なのに、当の本人は、とぼけた顔で首を右に左に捻るだけ。

			「うーん。そこは、ご想像にお任せかなぁ」

			「そ、そんな……」

			　愕然となる。衝撃が大きすぎて目眩を起こす。桃だって、橙果を略奪された現実から逃避するためメロとエッチしたので、彼女を非難できる立場じゃない。でもそんな自分を棚に上げ、とにかく妄想シーンは事実じゃないと信じ込もうとする。

			　狼狽していたら、橙果が再び攻撃を仕掛けてきた。左右のジャブを細かく繰り出す。

			「こ、これって……！」

			　桃は、回避しながら戦慄した。今度はパンチが見えたので手加減しているのかと思ったら、大間違い。コスチュームがあちこち切り裂かれ、細かな端切れが飛び散っている。蜜魔を一撃で仕留めたものと同等の威力が、自分に向けられている。

			「何で？　どうして橙果ちゃんがこんな事するの!?」

			　動揺でスカート防御も忘れていた。けれど、思い出しても使う余裕がない。変身によって、運動能力は何倍も向上しているはずなのに。

			（そうか、橙果ちゃんも魔法少女になってるから……！）

			　もし、魔法少女としての運動能力が、元の性能に準拠するのだとしたら、変身によるアドバンテージなんてないのと同じ。ちょっと動ける桃と、凄く動ける橙果の差が、そのまま出ているにすぎない。

			　だとしても、彼女が圧倒的すぎだ。もし、単純な掛け算ではなく比例値だとしたら。

			（私の元の数値を一として、橙果ちゃんが一・五とした場合……比例して倍数するって事は、どうなるかっていうと、えっと、ええっと！）

			　無駄な計算なんてせず防御に専念すればいいのに、衝撃の裏切り展開による混乱で頭と目玉がぐるぐる空回りする。

			「桃、後ろ！」

			　メロが叫ぶ。後方を確認もせず、ラクスが斬りかかってきたのだろうと見当をつけてマントを膨らませる。予想通り何かが当たったけれど、斬撃というより圧力を感じる。

			「しまった──！」

			　コンマ何秒かの後で、踏み台にされたと気づく。そのわずかな反応の遅れが決定的な隙を生んだ。振り下ろされた大剣に杖を弾き飛ばされる。衝撃で痺れた手では橙果の拳を受けきれない。ガードした腕が、アッパー気味のパンチで跳ね上げられる。よろよろと下がった桃の眼前にラクスが着地。がら空きになったボディを横薙ぎの大剣が襲いかかる。

			「あぐっ！」

			　脇腹を振り抜かれ、吹き飛んだ桃の身体が御神木に激突。跳ね返されて、地面をゴロゴロ転がった。

			「がふっ、あふっ……！」

			　コスチュームが守ってくれたので怪我はない。ラクスもそれを知った上で、思いきった攻撃を食らわせてきたんだろう。だけど衝撃までは吸収しきれず、激痛で全身がバラバラになりそうだ。

			「ちょっとラクス、やりすぎだよ！　ピンクさん、大丈夫？」

			　呼吸ができず、石畳に突っ伏し悶絶する。駆け寄った橙果が心配そうに膝を突いた。攻撃してきたのは彼女なのに、すごく慌てた様子で桃のお腹をさする。

			　それに対し、紫少女は淡々と桃の首に剣を当てた。刃より、その冷静さに背筋が凍る。

			「このくらい徹底的に痛めつけないと意味ないわ」

			「もう、そんな必要はないって言ったでしょ」

			　橙果が剣を押し返した。何を考えているのか聞きたいけれど、まだ声が出ない。そんな桃の代わりにメロが金切り声を張り上げた。

			「何のつもりよ橙果！」

			　オレンジ色の魔法少女は、ゆっくりと首を巡らせ、緑色の少女に非難の目を向けた。

			「それはこっちのセリフだよ、メロちゃん。蜜魔を盗み出したの、あなたなんだってね」

			　メロが息を飲む。桃も、目を見開いた。ラクスが事件について教えたんだろうけど、犯人まで明かしてしまうとは思わなかった。

			「わざわざ蜜魔を盗んでおいて、どうしてピンクさんと戦わせているの？　一体何を企んでいるのか、詳しく話を聞かせて欲しいなぁ」

			　橙果が立ち上がる。ラクスも剣の切っ先を向けてくる。桃が敵わなかったのに、変身できないメロが戦えるわけがない。

			「メロ、逃げて!!」

			　激痛に耐えて叫ぶ。でも彼女は動かない。ダメージを負った桃を見て躊躇している。

			（いつもなら黙って消えるくせに……。私の頑張りを無駄にする気!?）

			　こんな時に限って気を遣う事もないだろう。憤りが、少しだけ痛みを忘れさせる。力の入らない腕に鞭打ち、膝を立てる。でも、そんな鈍重な動きをラクスたちは待ってくれない。腰を上げられずにいる間に地面を蹴ってメロに飛びかかる。

			　そのタイミングを待っていたように、試験管が地面に叩きつけられた。まばゆい閃光が一帯を包み、全員の視界が真っ白になる。

			「な……メロ！」

			　怒りを含んだラクスの声が聞こえる。標的を見失ったのだと分かったけれど、桃まで何も見えない。四つん這いの格好でオロオロしていたら、誰かにお腹を抱えられた。

			「声を出さないで。逃げるよ！」

			　メロに囁かれ、慌てて両手で口を塞ぐと同時に、身体がふわりと宙に舞い上がった。

			


			　何とか追跡者たちをまいて、自宅マンションに戻った。ベッドに寝かせてもらった身体の全部が、悲鳴を上げる。特に脇腹と背中の軋みがひどい。

			「いたたたっ。ラクスちゃんって、手加減ってものを知らないの？」

			「うん。すごく真面目な子だから……」

			　絶対にそういう問題じゃない。けれど消沈するメロにツッコミを入れる雰囲気じゃないし、そもそも、そんな気力もない。

			「本当はもっと軽傷で済むはずなのに。橙果に削られて、防御機能が落ちていたのかも」

			　彼女は穴だらけにされたコスチュームを調べ、眉を顰めた。一度も直撃しなかったので変だとは思っていたけど、最初からラクスがとどめを決める予定だったんだろうか。

			「でも、他は正常に働いているみたい。この服には治癒能力もあるから、苦しいだろうけど、しばらく変身状態を維持してて」

			「……でも治癒に必要な魔力って、私のでしょ？　ただでさえ変身に力を使ってるのに、治すために魔力消費で余計に体力削るって矛盾してない？　欠陥機能じゃないの!?」

			「実は、その部分を作ったの、あたしなんだ……」

			「え、あ、そうなの？」

			「うん。でも、ここまでの損傷は想定してなくて。……ごめんなさい」

			　単なる痛みへの八つ当たりだったのに、図らずも彼女を責めてしまった。重くて気まずい沈黙が流れる。桃の方がそれに耐えられなくなった頃、メロが、ポツリと呟いた。

			「ここも、すぐに見つかっちゃうね。橙果がラクスに教えただろうから」

			「その心配は、ないと思うよ」

			　平然とする桃に、メロが信じられないと言いたげな目を向ける。

			「どうして？　あの子は桃を裏切ったのに」

			「そうだけど……大丈夫のような気がするだけ。だって、橙果ちゃん、一度も私に攻撃を当てなかったから」

			　彼女の顔がますます不安に曇る。もちろん、何の根拠もないのは分かっている。それでも、橙果には考えがあるのだと思いたかった。

			（私……単に信じたいだけなのかな）

			　身体の痛みがやわらいできたのと引き換えに、急激に自信が萎んでいく。

			「……あたしを助けてよかったの？　とっととラクスに引き渡せば、桃がこんな大ケガをする事なかったのに」

			「…………そういえばそうね。そっちの世界にも幇助罪ってあるの？」

			　悪いのは、彼女自身も認めたようにメロ。ラクスは追跡者で、橙果はその協力者。どう考えても正義は向こうの側にある。

			　緑の少女の沈む顔に、桃は、深い溜息を吐いた。

			「私ね、正義の味方になれたと思ってた。まぁ、エッチなのはともかくとして、変身して女の子を守るために戦えるって、夢が叶ったみたいで嬉しかったのよ？　なのに、悪事の片棒を担がされてたなんて思わなかったわ」

			「ご、ごめんなさい。本当にごめん。でも……！」

			　ひたすら謝るメロの口を、指で押さえた。少し意地悪がすぎたと思い、苦笑しながら。

			「大丈夫。メロの気持ちは分かってるから」

			


			　一週間ぶりに登校した橙果を、特に誰も不思議に思わない。メロの暗示が効いているおかげ。でも、桃だけが冷静でいられなかった。

			　戦闘であんな連携が取れるほど、どうやってラクスと親密になったんだろう。想像するだけで、心中穏やかでいられない。マジカルピンクの正体を知らないはずの彼女に直に聞くわけにもいかず、悶々とするばかり。

			（やっぱりあの二人、そういう関係に？　ていうかラクスちゃんて、あんな不愛想な感じなのに、一体どんなエッチをするのかしら）

			　こんな時にも妄想を捗らせる自分に心底呆れる。これでは、本当に橙果とラクスに何かあっても責められない。そもそも、すでに複数の女の子を抱いた桃にそんな権利があるのか、甚だ疑問ではあるけれど。

			


			　悩んでいても、蜜魔は気を遣ってくれはしない。夜の公園に出現し、ジョギング中の女性を襲った。先日同様に寸前で救出できたので、再び記憶の処理をメロに任せる。

			「桃、大丈夫？」

			　女性を守るためには、蜜魔から離れてもらう必要がある。桃を一人で残す事に不安を感じているんだろう。もちろん、大丈夫なんて言いきれない。

			「平気よ。早く行って」

			　強がって、杖を構えた。彼女も、少し躊躇した後で飛び去った。それを背中で見送り、直径三メートルのまんじゅう型に丸まる蜜魔に啖呵たんかを切る。

			「私、色々あって虫の居所が悪いの。今日は思いきりやらせてもらうからね！」

			　その挑発に乗ったように、魔物が四、五メートルの高さに伸び上がる。かと思った次の瞬間、大波のように覆い被さってきた。

			「そんな大味な攻撃で、私を捕まえられるとでも？」

			　上空にジャンプして余裕で逃げる。でも、その回避は安易だった。よく知る動きに惑わされた。相手は、変則的な動きが可能な魔物なのに。

			　地面に着くと思った波頭が、急カーブで上昇してきた。しかも、先端が無数の触手に変形して桃の手足に絡みつく。凄い力で引っ張られ、魔物の本体に墜落。その勢いで、杖も手から離してしまう。

			（やっちゃった……！）

			　たちまち、腕や下半身が黄金色の粘液に包まれた。ねっとり重くて、どんなにもがいても振り解けそうにない。ならば跳躍魔法だと、足裏に魔力を溜める。

			　それが蜜魔に危機感を与えてしまったのか、いきなりぶるぶる震え始めた。しかも、性欲を貪る魔物らしく、女の子の敏感な部分を刺激する微細な振動。瞬く間に快感が全身を駆け巡り、胸や股間の突起が硬くなる。

			「──んっ、ひぁッ！」

			　慌てて暴れたせいで、跳ね上がった蜜魔の雫を飲んでしまった。外からだけでなく、身体の内側からも発情成分が桃を襲う。

			（まずい……まずい、まずい！）

			　集中が途切れ、跳躍のために溜めた魔力が散る。焦って起き上がろうとするけど、その動きはすぐに鈍くなった。グローブやブーツの中に入り込んだ粘液に指の間を舐められ、力が抜ける。振動は肌を撫でるような流れに変化し、桃の方が心地よさに身震いする。

			（少しだけ……。ちょっと、この感じを楽しんでからでも……）

			　そんな考えがよぎった時点で手遅れ。脱出への意識は薄れ、蜜魔の中に飲み込まれていく。顔も半分以上沈み、唇に触れた蜜魔を、自らの舌で舐め取ってしまう。

			（何これ……美味しい……。もっと、もっとぉ……）

			　もう思考はピンク色。コスチュームの内側で、乳首やクリトリスが派手に尖る。蜜の流れにそれを撫でられ、最初の絶頂感が昂ってくる。

			「──ピンクさん!!」

			　黄金色の世界が弾け、目蓋の向こうが明るくなった。蜜の海が消失し、地面に落下しかけた桃を誰かが抱きとめる。うっすらと目を開けると、オレンジ色の少女が手甲の宝石に蜜魔を吸い込んでいる。状況は、理解した。でも、そんな事に興味は湧かない。

			「あん、どうして……。とっても気持ちよかったのにぃ」

			　絶頂直前という最高の瞬間を邪魔されて、眉を顰める。そんな桃の頬を、憐あわれんだような目の橙果が撫でる。

			「もう……。わたしがやるから戦わなくていいって言ったじゃない」

			　少しだけ残った理性が、欲情負けしたセリフを恥じる。悔しさに顔を逸らすけど、身体中を蝕む卑猥な疼きは我慢できない。

			「あぁ……はぁ…………あぅン！」

			　前にも蜜魔の淫気を浴びた事はあるけど、今回はその比じゃなかった。悶えながら、無意識に股間を慰める。橙果が見ていると分かっているのに、コスチュームを変化させて、剥き出しになった性器を両手の指で思いきり掻き回す。

			（や、やだ……。でも、これ……気持ちいい……！）

			　性欲が増すのは想像の範囲内。でも、どんなに指を動かしても、一向に欲求が解消される気配がない。それどころか、触れば触るほど欲求不満になっていく。もしかしたら永遠に絶頂できないのではないかという不安に駆られると同時に、底なし沼のような疼きが気持ちよすぎて、終わりにしたいと思わない。

			「すごい……。こんなに、こんなの……無理、あぁ!!」

			　恐怖と昂揚で心がグチャグチャになる。蜜魔の本物の脅威を、桃は初めて我が身で味わった。性欲以外が心から零れ落ちていく。

			「…………んっ」

			　不意に、一筋の清涼感が頭の中に差し込んだ。魔物のものとは違う爽やかな快感が、唇を癒す。ほんの少しだけど、濁った淫欲が薄れていく。

			「ピンク、さん……」

			　小さな喘ぎに唇をくすぐられ、自分がキスされているのだと分かった。薄目を開くと、間近で橙果が目蓋を閉じている。睫毛同士が触れ合う微かな感触が、心地いい電流になって桃の頭の中をくすぐる。当然のように舌を伸ばしたら、彼女は逃げるように離れてしまった。意地悪される理由が分からなくて、甘い唇を追いかける。

			「あん……。ちゅー、もっとぉ」

			「待って。先に結界を張るから」

			　そんなものどうでもいいのに。キスを最優先にして欲しくて、腕ごと抱き締める。彼女は気にも留めず試験管の蓋を開け、直径十メートルほどの噴水池に放り込む。

			「わぁ……」

			　思わず感嘆の声を漏らす。それは、メロの結界魔法とはタイプが異なっていた。魔力を含んだ水が高々と噴き上がり、噴水全体を覆うドームとなって二人を包んだ。流水が夜間照明を反射して幻想的にキラキラ輝き、桃の目を奪う。

			「きれい……」

			　でも、そんなに美しい結界を作っていながら、のんびり鑑賞させてくれなかった。桃をお姫様だっこして、噴水池を囲む、ベンチのような幅広の縁に腰かける。

			「さてピンクさん。おとなしく蜜魔回収から手を引いて。言う事を聞いてくれたら、もうこんな目に遭わなくて済むし、今夜はいっぱい気持ちよくしてあげるよ？」

			「ンっ！　はぁ……はぁ……」

			　耳朶をくすぐられ、身体が痺れる。多少は理性が戻ったとはいえ、魔的な淫欲に蝕まれた身には「気持ちよく」の部分だけが魅惑的に響く。それでも、心の片隅に残った使命感が、彼女の手を押し返した。

			「だめ……だよ、橙果、ちゃん……。私、が……やらなくちゃ……きゅふんっ」

			　お腹の奥が疼き、最後まで格好をつけられない。自分で解消しようと股間をまさぐる。完全には無駄だとしても、一時的にでも満足を得ようと思って。

			　なのに、その手を橙果に掴まれてしまった。

			「あんっ、邪魔しないで……！」

			「駄目よ。お願いを聞いてくれるまで、気持ちよくなんてしてあげない」

			　そうは言っても、浄化を急ぐ必要があるのは彼女も知っているはず。どうせ口だけだと高をくくっていたら、下半身に激痛が走った。

			「ああぅッ!!　いた……ッ、痛いっ。ひ……ひぃぃぃッ！」

			　二本の指がクリトリスを抓る。涙を流して身を捩るけど、彼女の腕に強く抱き締められて思うように動けない。もどかしさが痛みを倍増させて、桃の心身を責め苛む。

			「どう？　聞いてくれる？」

			「駄目、だめぇ!!」

			　やるせなさに叫ぶしかない。彼女が言っているのが正しいのは分かるけど、桃にもこれまで戦ってきた意地がある。はいそうですかと譲るわけにはいかない。

			「そう、それなら……」

			　聞き分けのないピンクさんに、オレンジさんの責めが容赦なくなる。半分怒ったような顔で、陰核に爪を食い込ませた。

			「きひぃっ！」

			　到底我慢できる痛みじゃない。しかし魔物の淫毒に冒された桃の身体は、正常とは思えない反応を示した。激痛の中に甘い疼きを感じ取り、淫裂から、失禁のような蜜を垂れ流す。苛める右手がびしょ濡れになり、橙果の目が見開かれる。

			「ちょ……。まさか悦んでるの!?」

			「分かんないっ。分かんない、から……もっと痛くぅ」

			　抱きすくめられたまま、桃は甘えた上目遣いで身を捩った。分からないどころか、明らかに快感を覚えている。身体が異常をきたしているのは自覚しているけれど、強烈すぎる感覚が、一度は覚醒しかけた理性を再び鈍らせていた。

			「な……なら、これならどう？」

			　戸惑いながら、橙果が乳首に噛みついた。いきなり歯を食い込ませ、ギリギリと左右に転がす。でも今の桃には逆効果だった。痛みは全部、快感に転換されてしまうのだから。

			「あはん。あぁぁん、橙果ちゃん、凄ぉい」

			「苛められるの好きとは思っていたけど……ピンクさんて、本物なのね」

			　それは誤解。主として淫魔力のせい。それに説得しようという気持ちが先行して忘れているようだけど、橙果だって、この状態の時は痛くされて悦んでいた。

			　そんな反論の言葉も、快感の中に溶けていく。それよりも愛撫が止まってしまった事が不満で、自分から胸にすり寄った。

			「ねぇ、もっとぉ……。いっぱい痛くしていいからぁ」

			　これ以上ないくらい甘えた声で、彼女の指を自ら陰核に誘導する。苦痛作戦が頓挫した橙果は、次にどんな手段で説得すればいいか困っている。

			「は……あ、あ、あうぅン！」

			　待たされている間に、桃の中で淫魔力が活発になった。思考が濁り、衝動のまま恋人の唇を奪う。不意を突かれた彼女は口を閉じる間もなく、伸ばした舌の侵入を許した。

			「ピンクさ……ちょっと待っ……ンみゅっ!?」

			　それを押し返そうと、橙果の手が肩を掴む。欲求を解消するより先に説得したいのだろうけど、時間が経てば経つほど淫魔力の作用が強くなる。そろそろ理屈が通じなくなっている事を、桃はぼんやりと自覚していた。挿し込んだ舌で口腔内を舐め回す。舌同士を力強く絡めると、彼女の背中が気持ちよさそうに反る。

			「ふむっ、ん……きゅうぅぅっ！」

			　切なげに寄る眉が愛らしい。桃は追い打ちをかけるように、溢れる唾液を流し込む。

			「橙果ひゃん、飲んれ……」

			「あふ、ん、んく……んく……」

			　舌を使って強引に押し込むと、彼女は素直に喉を鳴らした。桃の首に抱きついて、顔を傾け自らも舌を挿し込んでくる。嬉しくなって、舞い上がって、舌キスに夢中になる。

			　だから、腕に巻きつこうとしているものに気づかなかった。

			「…………ふぁ!?」

			　急な浮遊感に目を見開く。オレンジコスチュームの腰から生える二枚の羽飾りが、桃の両腕にぐるぐると絡みつき、だっこするように持ち上げた。ちょうど、立ち上がった橙果の顔辺りに腰がくる高さ。操り人形みたいな扱われ方だけど、それは問題じゃない。

			「やぁン、もっとキスぅ。ちゅーするのぉ！」

			「もちろんキスでもエッチでもしてあげる。わたしのお願いを聞いてくれたらね」

			　キス中断が不満で脚をジタバタさせる駄々っ子を見上げ、橙果は、膝裏やふくらはぎを指先で撫で上げた。

			「そ、それは……だめ。あん、ひはっ、あぁぁんっ」

			　拒否すると、その指がスルスルと太腿を駆け上がり、蠢くような動きで陰唇をくすぐった。けれど激痛で快感を覚えたそこが、こんな甘い刺激で満足できるはずがない。

			「や……やだ橙果ちゃん。もっと強いのがいい！　痛いのが気持ちいいのぉ!!」

			　お嬢様にあるまじき破廉恥な事を口走り、身を捩って陰核責めをおねだりする。でも桃の希望と反対に、彼女は何かを閃いたように目を細める。痛みを与えるより、焦らした方が効果的だと気づいてしまったみたいだ。

			「こう？　それとも、こんな感じかなぁ」

			「やっ、そうじゃなくて……強く……きゅふぅん」

			　陰唇に触れるか触れないかの、微妙な接触。濡れて過敏な肉襞が、欲求不満に激しく疼く。身悶えする桃を見上げ、不敵に笑う。これでいけると思っているみたいだけど、それでもまだ、彼女の認識は甘かった。

			「あ……あ……。それ、それぇ……」

			「それって、どれ？　痛くして欲しければ、素直に手を引き……」

			　攻め手の眉が、訝いぶかしげに寄せられた。多分、桃の反応が予想と違ってきたから。

			「それも、いい……。焦らされるの、堪んなぁい……っ！」

			「えぇぇ!?」

			　ガクガクと腰を震わせ、笑みの唇から涎を垂らして悦ぶ桃に、橙果が唖然となる。といっても桃だって、どんな責めに感じてしまうのか知っているわけじゃない。これが自分の性癖なのか、それとも淫魔力のせいなのかも判然としない。

			　ただ、呆けていても、連日の浄化や自慰で鍛えられたエッチへの嗅覚は、彼女の隙を見逃さなかった。音もなくマントを伸ばし、編み上げブーツの足首を掴んで持ち上げる。

			「きゃわぁ!?」

			　変な声を上げ、橙果が上下逆さにひっくり返る。支えを失った二人は、重力に引かれてまとめて落下。着水するまでの刹那せつなに彼女が空気をクッション化して、墜落を免れる。

			「あ、危ないでしょ……ふあぁぁぁん！」

			　蒼褪めるオレンジ少女に、ひと息吐かせる間も与えない。図らずもシックスナインの格好になったのを利用して、腕に変化させたマントでスポーツ少女に開脚を強いた。

			「えいっ」

			　指先に魔力を込めて、彼女の股間を撫で上げる。オレンジ色のパンツは難なく桃のコントロールを受け付けて、底部をぱっくり開いた。そこから可憐な秘裂が顔を覗かせる。橙果が異変に気づくより早く股間に顔を埋め、性器粘膜を何度もねっとり舐め上げる。

			「はうっ！　そ、そこ……ダメぇっ」

			　しなやかな腰が跳ね上がる。抵抗しようとしてなのか、羽で桃の腕を後ろ手に縛り自由を奪った。けれど膝を開くマントまでは手が回らず、舌愛撫も阻めない。自分の手で桃の頭を引き剥がそうとしてきたので、陰核に歯を立てた。

			「ひぁん!?　噛んじゃダメ……ひぃぃ！」

			　さんざん痛くしてくれた仕返しの甘噛みに、彼女の身体が細かく引き攣る。愛液がどっと溢れ、愛撫にいそしむ唇をベタベタに濡らす。その卑猥な味と匂いに興奮した桃は、舌を大胆に動かして、恋人の性器を隅々まで舐め回した。

			「だめ、ダメだってば……ンもぉ！」

			　陰核を転がされて腰を踊らせていた橙果も、桃の性器に口づける。陰核を吸われてお尻がキュッと締まる。さらに陰唇を震わされると、今度は力が抜けてしまった。

			「ふみゃあ～……素敵ぃ……。橙果ちゃんの舌、好きぃ……！」

			　ヘナヘナと、柔らかい太腿を枕に横たわる。普通なら、ここで逆襲の機会を与えてしまうところ。しかし今の桃は、いってみればドーピング状態。性的な刺激は興奮剤となり、蜜を垂らす淫部を、自ら彼女の口に押しつけた。

			「んぷ!?　ちょ、待って……あ、あん、あふ……んッ！」

			　自分が攻撃する番と思っていたであろう橙果は、逆に愛撫を強要される羽目に。しかし桃が陰核ばかり吸うものだから、そちらに気を取られて舌の動きが散漫になってきた。

			「あん。橙果ちゃん、もっとしっかり舐めて」

			「そ、そんな事言われても……これじゃ、わたしの方が気持ちよくなっちゃう……っ」

			　それでも負けず嫌いなスポーツ少女は、腕を縛っている羽を引き絞った。強引に上体を起こされた桃は、彼女の顔に跨る格好になる。そこに硬く尖らせた舌が待ち受けていて、杭のように膣口へと突き刺さった。

			「ひぃぃっ!?」

			　その深さは一センチにも満たないのに、重い衝撃が一直線に脳天まで貫く。快感で串刺しにされた桃は、舌を突き出し歓喜した。

			「すごいっ。橙果ちゃん、すごいよぉ！」

			　ガクガクと下半身を震わせ、彼女の顔に失禁のような淫蜜を浴びせる。やっと一方的に責められるようになった橙果は、舌で陰唇を弾いて嬲る。

			「あ、あ、あ……！」

			「いい声だね、ピンクさん。このまま一気にイカせてあげるっ」

			　何だか勝ち誇っているけれど、攻防を繰り返したせいで完全に目的を見失っている。肘から先を縛られた桃は、下から突き上げるような快感に、成す術なく腰を振り立てた。

			「あん、やんっ。身体、浮いちゃう……！」

			　体内を熱い淫気に掻き乱される。絶頂間近の衝動に全身が苛まれる。しかし、この期に及んで桃は欲求不満を募らせた。自分の快感はもちろんだけど、それ以上に、放置された恋人の秘部が不憫でならない。きっと、身を焦がすような淫欲に悩まされているはず。

			「ん……くくっ、くぅぅん」

			　いくら舌を伸ばしても届かない。腕を縛る拘束具を解けないかと思ったけれど、そこは桃のコントロールを受け付けてくれなかった。手足のように操れるパーツだけに、彼女の魔力が強く働いているみたいだ。

			「そ、それなら～……！」

			　膣口を舐められる快感に悶えながら、別の手段に出た。自分が動けないなら彼女の方から来てもらえばいい。橙果の脚を掴んでいたマントを収縮させて、下半身を持ち上げる。

			「ピンクさん、何を……あっ!?」

			　抵抗される前に、一気に目的地を口元に手繰り寄せた。放置されて可哀想な淫唇に、かぶりつくようにして口づける。

			「ふぁぁぁっ!?」

			　橙果が甘い悲鳴を上げる。それ見た事かと言わんばかりに、性器全体をディープキスで慰める。陰唇を一枚ずつ丁寧に舐め、陰核を逆撫でし、膣口周辺を円形になぞる。

			「だめ、だめっ。そんなにされたら、わたし……ンッ！」

			　橙果の腰が前後に悶える。唾液と愛液が混ざり合い、お腹へと流れ落ちる。それが胸に到達すると、ブラ型のトップスが、真ん中からぱっくり開いた。

			「あはっ」

			　半球形の乳房がぷるんと揺れる。それを見た桃は素早く身体を反転させ、胸の谷間に頬を擦りつけた。柔らかな膨らみに挟まれて、この上もなく幸せな気分になる。

			「ふわぁ～……。これが浄化の効果なのかぁ」

			「何言ってるのよ！　あん、乳首噛んじゃダメぇ」

			　コリコリの硬蕾を、歯で挟んで左右に転がす。さっき橙果がやったより、ずっと優しい甘噛みなのに、大袈裟に腰をくねらせる。

			「ンもう。橙果ちゃんも痛いの好きなんじゃない」

			「ち、違……そうじゃな……あぁン」

			「また嘘吐いてぇ。ここ、トロトロだよぉ」

			　太腿を淫裂に押しつけると、大量の粘液で滑るほど。でも彼女は「それはピンクさんが舐めたやつ！」と言い張って認めない。ならばと、さらなる反論しようとしたけれど。

			「んー、どっちでもいいや」

			「え？　ちょ……ふわぁぁぁ」

			　考えるのが面倒くさくて、耳朶を唾液まみれに舐め回した。どちらにしても彼女が気持ちよくなってくれればいい。身体をくねらせ、乳房同士、乳首同士を擦り合わせる。喘ぐ口に舌を挿し込むと、橙果は自分から吸いついてきた。

			「あん。橙果ちゃん、可愛い……。ちゅ、ちゅぱ、ちゅる、じゅるっ」

			「んぐ……。ピンクさん……んあ、ちゅうぅぅっ」

			　何か言うたび口腔内に唾液が溢れ、二人を溺れさせかける。橙果も淫色に染まった目でピンクの髪を掻き乱す。何だか、浄化も説得も頭から飛んでしまっている様子。もしかしたら、桃より魔力が弱くて、蜜魔の影響を受け始めているのかもしれない。

			　そのせいなのか、いつの間にか腕の拘束も緩んでいた。桃は嬉々として振り解き、キスをしながら両手で彼女の胸を揉みしだいた。

			「はぁぁ……あん、あぁぁん」

			　恋人の甘い喘ぎ声で頭の中が蕩けそうだ。突き出した舌を互いに舐めまくる。淫裂も我慢できないほど疼くけど、手も口も多忙を極め、構ってやれないのが切ない。

			「あふぁ!?」

			　突然、股間に身震いするような電流が走った。何かがお尻から回り込んで、淫裂を擦っている。手や脚とは違う刷毛のような感触が、性器の溝に沿って上下している。

			「な、なにこれぇ……」

			　異様なのに気持ちよすぎて、口元が緩む。全身が性感帯のように過敏になって、零れる涎を舐め取られる刺激にすら耐えられない。堪らず首を前後に振ったら、股間を責めているものがチラリと見えた。さっきまで腕を縛っていた、オレンジコスチュームの腰から生えている羽飾りだ。

			「どう？　気持ちいいでしょ。わたし、これで一回オナニーしちゃった」

			　ぺろっと舌を出しながらの告白に、桃は衝撃を受けた。自慰についてじゃなく、そんなコスチュームの使い道を彼女が思いついた事に。自分もマントを利用していたけど、こんな愛撫まではした覚えがない。

			「このぉ……」

			　エッチはこっちが先輩なのに生意気な。なんて理不尽な憤りが胸の奥から湧き上がる。しかし同じ事をしても二番煎じ。そんなのはプライドが許さない。

			「そ、それなら……！」

			　桃は快感に震えながら、橙果の股間にマントを押しつけた。頑張って先端を指の形にして、自分の手と変わらない繊細さで淫襞をくすぐり嬲る。

			「ふぁっ!?　や、あ……あぁぁぁんっ」

			　彼女の腕が、凄い力で桃を抱き締める。マントに触感はなくても、ぐちゅぐちゅと響く粘着音で、どれだけ濡れているか察しがつく。

			「橙果ちゃん、すっごぉい。いやらしい音してるぅ」

			「やだやだ言っちゃダメ…………馬鹿ぁっ」

			「ひぃ!?」

			　意地悪したら、羽の摩擦速度が急上昇した。刷毛だった感触が、ブラシで擦られているように荒っぽくなる。

			「ヒッ、あッ。それ、激し……はぁぁうン！」

			　失神しそうな快感に神経を削られながら、桃も先輩の意地を見せるべく懸命にマントを操った。陰唇を震わせつつ陰核を弾き、そして指の一本を膣口に捩じり込む。

			「ひあぁぁぁん！」

			　彼女の脚が跳ね上がり、腰に抱きついた。人間業では不可能な三点責めに涙を流し、卑猥に腰を振って悶える様は、先輩の自尊心を大いに満足させてくれる。でもそれを眺めてほくそ笑む余裕があるかといえば、もちろん否。

			「ひ、ひぁ、あんっ。橙果ちゃん、もっと優しく……ふみゃあっ!!」

			　まるでお仕置きのような羽の粗削りに、桃も歓喜の悲鳴を上げる。あまりの快感に救いを求めた二人の両手が、ぴったりと重なった。握り締めるように指を絡め、舌も絡め、乳房と乳首を押しつけ合う。
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			「あふ、あふ……橙果ちゃん……橙果ちゃん！」

			「も、桃ちゃん……はぁぁぁ……！」

			　今、名前を呼ばれた気がするけれど、すぐ別の感触に気を取られた。結界ドームの天井から、ぬめりを帯びた雨が降ってくる。快感に溺れた橙果の集中が途切れて、形を維持できなくなったせいだ。彼女の魔力不足か、コントロールが未熟なせいなんだろうけど、そんな理由を考えるより快感を貪る方が大事。

			「あはぁん、ぬるぬる、気持ちいい……。橙果ちゃあん」

			「やん、そんなに動いたら……あぁぁぁっ！」

			　二人の間に流れ込んだローションを、乳房を使って橙果の胸に塗りつける。糸を引く粘り気と、ぐちゅぐちゅと鳴る粘着音が、二人の性感を一気に高めた。狂ったように振り立てる首を追いかけ、強引に唇を重ねる。

			「あぅ、あぁぁうン！　橙果ちゃん……だめ、私、イキそうっ」

			「だめ、まだイッちゃダメっ。わたしも一緒に……あぁぁん」

			　変形コスチュームで、相手の淫裂を必死に責める。競うようだった動きがシンクロし始めて、二人は同時に昂っていく。

			「もう許して！　だめ、もうイッちゃう！　と……橙果ちゃあぁぁん」

			「わたしも、わたしも……ふぁあぁぁぁぁっ!!」

			　ドクンと、胎内で大波が脈打った。身体の何もかもが吹き飛ばされそうな快感に全身が強張って、重ね合った手が真っ白になる。仔犬のような荒い呼吸が止まらず、助けが欲しくて橙果を見詰める。彼女の唇も同じように痙攣し、必死の形相でぶつけてくる。

			「あぶ……んぷ……」

			「ふぁ……橙果ちゃ……んぱ、んみゅっ」

			　飲み込んでも溢れる大量の唾液に溺れながら無我夢中で唇を貪り合う。でも、そんなにのんびりキスを楽しんではいられなかった。

			「ひ……ヒッ!?　ちょ、橙果ちゃん、私……ひぃ！」

			「そっちこそ……あん、ふぁあぁぁ!?」

			　コスチュームが勝手に動く。暴走する魔力を止められない。絶頂直後の過敏な性器への愛撫なんて、拷問のようなもの。二人はコントロールできるほどに魔力が弱まるまで、何度も絶頂し続ける羽目になった。

			


			「昨日は散々だったわ……」

			　翌日、起きるのが辛かった。蜜魔に欲情させられると、著しく魔力や体力を消耗するものらしい。もっとも、半分はマジカルオレンジとのエッチのせい。いつ果てるとも知れない連続絶頂は気持ちよかったけど、とにかく疲れる。

			　その間に浄化が完了してしまったので、結局、橙果は説得を諦めて去った。

			「桃、起きてる？」

			　寝室のドアを少し開け、遠慮がちにメロが顔を覗かせる。昨夜、彼女は噴水結界の中に入れず、右往左往していたらしい。しかも橙果との「バトル」を終えた桃が粘液まみれで倒れていたものだから、よほど酷い目に遭ったと思い込んでいるみたいだ。

			「ええ、大丈夫よ」

			　少しだるいだけなので、平然と身体を起こす。メロは安心した顔になり、ベッドの上に登ってきた。

			「さっき、捕獲した蜜魔を数えてみたの。ラクスたちが持っているであろう分を考慮しても、残りは、あと、一匹」

			「一匹……最後の……」

			　その数字は、桃を複雑な気持ちにさせた。これで、危険で厄介な事から解放され、元の平和なオタクライフに戻れる。だから、もっと嬉しくなっていいはず。けれど、今、胸の中にある感情は、どちらかといえば、寂しさ。

			「魔法少女でなくなったら……橙果ちゃんとはどうなるんだろう」

			　急に、そんな不安が膨らんだ。あんなに濃厚な関係をリセットして、また一からやり直し。それでも、恋人としてやり直せるなら、まだいい。赤の他人で終わってしまう事だって十分にあり得る。

			（それに……）

			　緑色の髪の少女を見詰める。彼女の身勝手に巻き込まれたせいで、プライベートは滅茶苦茶だし、怖い目にも遭わされた。でも、友達が欲しかったという動機を責める気にはなれない。やり方は問題だらけ、というか問題しかないけれど。

			「……桃と橙果が仲違いしちゃった事は、本当に申し訳ないと思ってる」

			　少女が、神妙な声で俯く。数秒の沈黙が続いた後、彼女は急に意を決した顔を上げた。

			「だから、あたし、ちゃんと責任を取るよ。最後の蜜魔を捕まえて、桃たちを仲直りさせて、それで、全部が終わったら……元の世界に帰って、罪を、償う」

			「ちょっと、メロ……」

			　彼女の言葉のひとつひとつに、強い意志を感じる。それでも、最後の方は少し声が震えていた。小柄な身体で背負うには、重すぎる決意の数々。少し落ち着かせようとしたけれど、聞く耳を持ってくれない。

			「蜜魔は、あたしが全部回収する。あたしが捕まる前に。そうしないといけないから」

			　処分を受けるのは、覚悟しているんだろう。それがどの程度の罪なのかは知る由もないけれど、捕まるのが怖くないはずがない。桃の声は届いていないし、その宣言も自己暗示にしか聞こえない。だから、少しやり方を変えてみた。

			「……大変ね、色々とやる事があって」

			「なッ……」

			　わざと軽い調子で突き放す。桃の事を考えて真剣に話していたのにと、メロの目が急に湧いた怒りで吊り上がる。でも、その反応こそが狙い通り。

			「そうそう、その調子。私の事は考えなくていいの」

			「──え？」

			　桃は、わざとヘラヘラと軽薄に笑ってみせた。激しい感情をいなされて、メロが戸惑いに言葉を詰まらせる。確かに、橙果と拗れたきっかけは彼女かもしれない。責任の一端くらい感じてもらいたいと、心の底では思っていた。

			（でも、あの子を巻き込んだのは私だから）

			　最初からピンクさんの正体を明かして事情を話していれば、きっとこんな事にはならなかった。好きになってもらえたのが嬉しくて、だからこそ関係が壊れるのを怖がっていた。

			　これは、二人の問題。厳密には桃の責任。メロが気に病むべき事じゃない。

			「というわけで仲直りの件は外していいわ。要件がひとつ減ったよ、やったね」

			　笑顔で親指を立てると、メロが眉を顰めた。言葉足らずで伝わっていないようなので、仕方なく噛み砕いて言い聞かせる。

			「そんなにあれこれ欲張っても、できる事には限りがあるって意味よ。ひとつずつ片付けていきましょ。まずは、最後の蜜魔を捕まえるのが最優先よね」

			　最大の問題は、全てが片付いたその後。きっとそれは、彼女にとって辛い未来。けれど今からそれを思い詰めたら、心が押し潰されてしまう。

			「ねえメロ。例えばだけど、いっその事、帰らないで、ずっとここにいたら……」

			「それは駄目」

			　これ以上、罪は重ねたくない。薄い微笑みの中に、覚悟と桃への感謝が饒舌じょうぜつに浮かぶ。でも、どうしても不安は隠しきれないのか、前髪で目元を隠すように俯いた。

			「…………ごめん、桃。本当に勝手なお願いだけど……最後まで、力を貸して」

			「もちろん。私はそのつもりよ」

			


			　彼女を元の世界に帰す前に、やっておくべき事がある。

			　土曜日の午後、桃は橙果に会うため学園に向かった。相変わらず運動部の助っ人として活躍中で、今日はフットサル部の練習試合らしい。

			（あんな少人数の競技でも助けを必要とするなんて、我が校のレベルはお察しね）

			　意地の悪い考え方をしてしまうのは、緊張のせいだろうか。

			　試合が終わる頃合いを見計らって校門で待っていると、制服に着替えた橙果が部員たちに囲まれながら歩いてきた。みんな笑顔なので、満足いく試合結果だったんだろう。でも桃が橙果に向かって手を振ると、途端に困惑の空気が流れる。

			（あらら。やっぱり、まだこんな雰囲気になるのね）

			　ファン同士の対立は健在らしいと、心の中で苦笑する。

			「橙……坂牧さん、ちょっとお話があるのだけど。お時間、いいかしら」

			　名字を呼ぶのも久しぶり。硬い表情の桃に、女の子たちにも緊張が走る。

			（これから果し合いでも始まるとでも思ってるのかしら）

			　肝心の橙果にまでそう誤解されたら厄介だ。早めに弁明しようとしたら、彼女の方から部員たちに両手を合わせて謝った。

			「ごめん、急用ができちゃったみたい」

			　そして桃に目で合図して、グラウンドの隅の方へと引き返した。誰もついて来ない事を確認し、橙果の方から文句を言い出す。

			「わたしたち、これからファミレスで打ち上げだったのに。お礼でお昼を奢ってもらう予定だったんだよ？」

			「ごめんなさい。でも本当に急用なの。お詫びに、後で私が好きなだけご馳走するわ」

			「ホント？　じゃあ許す」

			　食べ物で機嫌が直った。想い人が単純なのは、有難いような情けないような。でも、これからする話を聞いても、上機嫌でいてくれるかどうか。

			　全身に緊張が走る。桃は自分の胸に手を当て、何度も小さく深呼吸した。

			「坂牧さん、落ち着いて聞いてね。……実は、私が、マジカルピンクなの！」

			「うん、知ってた」

			「驚いたでしょうね。あのピンクさんが、この私…………ごめんなさい今なんて？」

			「だから、知ってたよ。一番最初に会った時から」

			「…………ウソ！　どうして言ってくれなかったの!?」

			「いやその……何か正体を隠してる感じだったから、知らないふりをした方がいいんだろうなーって」

			　桃は膝から崩れ落ち、四つん這いで項垂れた。初めからバレバレだったどころか、そんな気遣いまでされていたなんて。

			（そういえば、この前の浄化エッチで私の名前を呼んでいたような、いないような……）

			　衝撃の事実を告げたつもりだったのに、何倍ものダメージとなって打ち返された。

			　マジカルピンクさんとして振る舞ったシーンの数々が、走馬灯のように脳裏を駆け抜ける。その全部を、彼女はどんな思いで見ていたんだろう。想像するだけで恥ずかしくて自分が間抜けにしか思えなくて、顔を上げる気力すらない。

			「……正体を明かしたって事は、魔法がらみのお話？」

			　頭の上からの声に、ハッとなって目的を思い出す。

			（そうよ。このくらいで挫けている場合じゃないわ）

			　まだ動悸が治まらない身体を強引に立ち上がらせ、毅然とした目で向き合った。

			「ラクスちゃんに、会いたいの。居場所を教えて」

			「──会ってどうするの？」

			　答えたのは、橙果じゃなかった。上から降ってきた声に彼女も驚いている。

			　フットサル用のゴールポストの上に、紫色の魔法少女が大剣を携えて立っていた。まさか向こうから出てくるとは思わなかったので面食らったけど、直に話せるなら話が早い。

			「ラクス!?」

			　橙果に呼びかけられて、少女がふわりと降り立った。明るい場所で正面から向かい合うのは初めて。改めて見ると、本当に背が低い。手足はもちろん身体も細くて、ウエストなんて女の子の力でもぽっきり折れてしまいそうだ。しかし何より目を引くのは、すとんと落ちる、起伏の乏しい胸。

			　もし桃が平常運転なら「これよこれ！　この体型こそ理想の魔法少女！」なんて感じでテンションＭＡＸだったはず。でも残念ながら、今はそんな気分じゃない。

			　ラクスに真っ直ぐ向かい合う。そしてお腹で手を重ねると、丁寧に頭を下げた。

			「お願いします。メロを助けてあげて」

			「……それは、あの娘を見逃せという意味？　だとすれば、できない相談ね」

			　桃は静かに、そうじゃないと頭を振る。

			「メロは、自分のした事を後悔しているわ。だからこそ、自身の手で後始末をしようとしているの。あと一回で終わるから、邪魔しないであげて。そして、少しでいいから、罪が軽くなるように力になってあげて欲しいの」

			　早い話が、情状酌量の嘆願。橙果は呆気に取られ、ラクスは不可解そうに眉を寄せる。

			「どうして、それを私に？」

			「他に頼れる人がいないもの」

			　それについては実に明快。単純すぎて、ラクスの方が言葉を失う。でも理由はそれだけじゃない。桃には、前から感じている事があった。

			「ところで……あなた、本当にメロを捕まえるつもり、あるの？」

			　真っ直ぐに、瞳を覗き込むように尋ねる。ラクスは答えない。相変わらずの仏頂面。その代わり、橙果の方が戸惑って何度も目蓋をパチパチさせた。

			「何で？　ラクスはメロちゃんを捕まえるのが任務なんでしょ？　あの子、悪い事したんだよね？　ていうか、どうして桃ちゃんはメロちゃんを庇うの？」

			　いくつクエスチョンマークを飛ばすつもりなのか。でも彼女の混乱も当然。ちゃんと説明してあげたいけど、ラクスに関しては根拠があるわけじゃないし、メロの動機も本人に無断で喋るわけにはいかない。

			　紫少女に改めて向き合う。ふと、その態度に違和感を覚えた。毅然とした態度の中、瞳に揺らぎを感じる。

			「もしかして……。あなた、私と同じ事を考えて……」

			　それを確かめる事はできなかった。突然、背筋に悪寒が走る。橙果とラクスも、これまでにない巨大な波動に身体を竦ませ、自分を抱き締めている。

			「──!!」

			　足元から魔力の気配が迫る。真っ先に飛び上がったのはラクスだった。さすがは本物の戦士だけあって、魔力への抵抗力と瞬発力が、にわか魔法少女とはまるで違う。

			　でも、魔物の伸ばした一本の触手が、ラクスの足首に絡みついた。横方向に大きく振られて、紫色の残像を残しながら校舎に投げつけられる。

			「きゃあ！」

			「「ラクス!?」」

			　二人は思わず目を覆った。でも壁に激突する寸前で、彼女の身体を柔らかい何かが受け止める。そして包み込むように、少女の身体を内側に取り込んでしまった。

			「な……何、あれ……」

			　橙果が声を震わせる。桃も唖然として言葉を失う。それが蜜魔なのは確認するまでもない。問題は、その大きさ。四階建ての校舎一棟分を、丸ごと覆い尽くしている。

			（大きいだけじゃない……。何て魔力量なの!?）

			　今までとは淫波動の厚みが桁違い。慣れた桃でさえ膝を屈しそうなのに、こんなものを撒き散らされたら、近隣の女の子が残らず大変な事になってしまう。

			「な……何よこれぇ！」

			　膨大な魔力を感知したんだろう。弾丸のように飛んできたメロが、校舎に貼りつく蜜魔を見て空中で急停止。声を裏返して驚愕した。

			「どうなってるのよメロ！　まだ陽は落ちてないのに!!」

			「わ、分かんない！　今まで動かずに魔力を温存してたのか……直接女の子を襲うんじゃなくて、他の蜜魔から魔力を奪って大きくなったのか……」

			　動揺しながらも、メロは必死に考察した。でもラクスが捕まっている以上、答え合わせを待ってはいられない。桃と橙果は変身し、巨大蜜魔に向かっていった。

			「大きすぎる……。こんなの、どこを攻撃したらいいの？」

			「早くしないと、戦ってるところを人に見られちゃう。どうしよう桃ちゃんっ」

			　桃も橙果も途方に暮れる。いつもは適当に殴って弱らせていたけれど、校舎サイズのものを相手に、そんな雑な攻撃で通用するとは思えない。一番戦えそうな人が、いきなり捕まったのは痛い。最初から変身して、臨戦態勢を取っていたのに。

			（……だから、あの子を真っ先に狙ったのね！）

			　最も脅威になるものを優先して排除。あとに残るのは新米の魔法少女。きっと、どうとでも料理できると思っているに違いない。

			「ずいぶんと舐めてくれたわね。後悔させてあげる！」

			「桃ちゃん!?」

			　妄想の怒りで魔物をビシッと指差す桃に、橙果が目を丸くする。

			「この質量を倒すのは時間がかかるわ。ラクスちゃんの救出を優先しましょう！　行くわよマジカルオレンジ！」

			「あ、はいっ」

			　ハイテンションの気合に引きずられ、橙果も魔物に突進する。多少は戸惑いがあったとはいえ、目標が示されれば彼女の動きにも迷いはない。ラクスの気配を探りながら、巨大蜜魔に向かってジャンプを繰り返す。

			　しかし、ふと横を見て面食らった。跳躍しながら桃を見るオレンジ色の瞳が、何だか妙にうっとりキラキラ輝いている。

			「な……何、橙果ちゃん」

			「やっぱり素敵ぃ……」

			　そんなセリフ、日常的に聞きなれてはいるけれど、橙果に言われるのは新鮮。嬉しいし照れてしまうけど、残念ながら、今は呑気にのろけている場合じゃなかった。相手も触手状のものを伸ばしてきたり、虫取り網のように覆い被さってきたりして、行く手を阻む。

			「このっ……邪魔っ！」

			　それを桃は、杖で片っ端から薙ぎ払う。橙果も殴りまくって破片を宝石に吸い込んだ。

			「……いた！」

			　うっすらと人影を見つけ、オレンジ色の閃光きらめくアッパーカットで、ラクスを覆う蜜を吹き飛ばす。けれど思った以上に分厚くて、上半身を露出させるのが精一杯だった。それでも開いたスペースに橙果が顔を突っ込むと、彼女の耳が急に赤くなった。

			「ちょ……ラクス！　おっぱい見えてる！」

			「なんですって!?」

			　その声に桃も追いすがって穴を覗き込んだ。背中の開いた紫色のコスチュームは、粘膜の悪戯で前面部が中央に寄り、慎ましい乳房が丸見えになっている。思わず本性が出て橙果に横目で睨まれたけど、もっと気にかけるべきは、ラクスの状態だった。頬が上気し、呼吸も荒い。あんなに毅然としていた少女の目が、淫欲で虚ろになっている。

			「あ……あん、ふぁあ……ん」

			　聞いているだけで、身体の芯が刺激されるほどの甘い声。魔物の力が強いんだろう。捕まった時間を考えても、彼女ほどの魔法使いが、ここまで発情するのは早すぎる。

			　桃は思わず生唾を飲み込んだ。いつもは冷静で無表情な美少女が、眉を寄せて劣情に抗う姿は実に趣深い。

			（て、違う違う！　楽しんでる場合じゃないでしょ！）

			　桃も魔物の淫気に当てられたのかもしれない。頭を振って邪念を払う。そこへ背後から触手の束が迫った。杖で一掃するけれど、後から後から襲ってくる。

			「そっちはお願い！」

			　橙果は頷き、ラクスの腕を引っ張った。けれど、蜜魔がねっとりと貼りついているらしく、難航して「うんうん」唸る。それを見たメロも手を貸すけれど、二人がかりでも魔物から剥がす事ができない。

			　そもそも、ラクスに脱出する意志が見られなかった。明らかに、蜜魔に身を委ねたがっている。だけど、それを責める女の子は、ここにはいない。あの人ならぬ快感を振り払うのは簡単じゃない事を、うんざりするほど知っているから。

			「ふ、二人とも離れて……。あなたたちまで毒される…………ンッ」

			「そうは……いかないよっ！」

			　当然、メロは反発する。その手を、ラクスが憤り混じりの目で掴んだ。

			「メ、メロ……。あなた……まだ、自分で何とかしようって、考えてるの……？」

			「そんな事を言ってる場合？　あなたも誇りある戦士なら、少しは頑張りなさいよっ！」

			　一刻を争う状態なのはラクス自身も分かっているはず。この状況下で聞かなくてはいけない話じゃないだろう。メロもまともに取り合う余裕がなく、腹立ち気味。

			　魔法使い同士の口喧嘩が続いている間に、橙果の足が蜜魔にずぶずぶと沈んでいった。このままでは彼女まで取り込まれてしまう。

			「仕方ないわ！　メロ、橙果ちゃん。いったん引いて態勢を立て直し…………え？」

			　突如、頭上が暗くなる。校舎に乗っていた蜜魔が寝返りを打つように身体を裏返し、覆い被さってきたのだ。大質量の粘液が降ってくる。まともにかぶったら逃げられない。でもここでラクスを置いていったら、再び位置を探すところからやり直し。

			　判断に迷い、太陽を遮る巨大物体を見上げて動きが止まる。だから、横から飛んできたものが見えなかった。脇腹に激突された勢いで、魔物の影の外に放り出される。

			「「きゃあぁぁぁ!?」」

			　くるくると空中で回転する中で見えたのは、一緒に悲鳴を上げる緑色の魔法使いと、そして魔物に飲み込まれるオレンジ色。

			「橙果ちゃん！」

			　彼女がメロを投げて桃にぶつけたのだと分かった瞬間、その姿が粘液壁の向こうに消える。全身から血の気が引いた。地面に転がると同時に起き上がる。でもそこから身体が動かない。早く助けなければと思うのに、蠢く巨大な魔物を前にして途方に暮れる。

			「桃……」

			　横から、不安そうなメロの声が聞こえる。桃は彼女の方を見もせず言い聞かせた。

			「だ、大丈夫……。私が、やるから……」

			　それが口先だけなのは誰が見ても明白。声も脚も震えて、杖がないと立ち上がれない。

			「そうじゃなくて！」

			　苛立ち混じりの甲高い声に驚いて、振り返る。差し出された彼女の両手に、小さな宝石が載っている。

			「メロ、それは……」

			「渡してくれたの、ラクスが。本当に自分でやるつもりならって……」

			　あれは非難ではなく覚悟を聞いていたもの。それを、メロも桃も今になって知った。

			「なら、一緒にやろう。早く二人を助けなくちゃね」

			「うん！」

			　メロは力強く頷き、祈るように両手で包んだ宝石に口づけた。エメラルド色の光が繭のように彼女を包む。瞬きをするほどの時間で、少女の姿が戦闘モードに変化した。

			　目深にかぶる、大型のとんがり帽子。コスチュームはマジカルオレンジに似たセパレートタイプだけど、丸みを帯びたパフスリーブが愛らしい。限界近いローウエストのパンツには、幅広のベルト。左右の腰に、エメラルド色の二丁拳銃。

			　ハーフカップのトップスは、意外に豊かな彼女の谷間を強調していて、どちらかといえばセクシーで可愛いシルエット。決して強そうには見えない。

			（でも……何だかやれそうな気がしてきた！）

			　二人は示し合わせる必要もなく、まったく同時に地面を蹴った。一気に蜜魔に接近し、当たる端から宝石に吸収していく。

			「たあぁぁぁっ！」

			　メロも両手に構えた精緻な彫刻を施された拳銃で、迫る魔物を撃ちまくる。ショットガン並みの口径だけど、打ち出す弾は魔力の塊なので女の子の細腕でも反動はない。

			「でも、射撃武器でどうやって回収を……」

			　疑問に思って観察していたら、撃った魔力弾が蜜魔を吸い込み、拳銃に嵌め込まれた宝石に舞い戻るという往復運動。しかも一回の銃撃で、一メートル以上もの大穴を開けている。普通の蜜魔なら二、三発で終了する威力だ。

			「メロの武器、ずるくない!?　接近して杖を振り回すの、結構大変なのに！」

			「だって、これ最新式だし！」

			「やっぱりずるい！」

			　非難の言葉とは裏腹に、桃の口元は緩んでいた。

			「考えてみたら、結局は全部回収するんだから最初からぶん殴ればよかったのね！」

			「桃ったら、お嬢様のくせに乱暴なんだから！」

			　触手は絡みつくし、頭から圧し掛かられて潰れそうになる。でも開き直った二人が暴れまくって、あれだけ巨大だった蜜魔も半分近くになってきた。

			「はぁ、はぁ……もう少し……！」

			　それでも、戦闘が長引けば快進撃のペースも落ちる。疲労は着実に蓄積し、腕は重いし集中力も鈍ってくる。そんな時に、ピンチは訪れた。

			「桃ごめん！　これ、満杯になっちゃった!!」

			　メロが悲鳴を上げる。彼女の銃が蜜魔を吸わない。新型は威力がある代わりに容量が少なかったのか。というか、そもそもこんな超大型は想定外だろう。

			「いいわ！　後は私だけで……ふぁあっ!?」

			　よくなかった。蠢く粘液に足元をすくわれ、尻もちをついてしまう。身体が重くてすぐには立ち上がれない。しかも──。

			「と……橙果ちゃん！　ラクスちゃん!?」

			　あろう事か、こんな時に二人を見つけてしまった。手を伸ばせば届く距離に少女たちが並び、誰にはばかる事なく自慰に興じている。

			「二人とも、しっかり……きゃあ！」

			　四つん這いで這い寄ろうとした桃の背中に、大量の蜜が圧し掛かった。疲労で淫魔力への抵抗力が低下し、たちまち身体が疼き始める。

			「あ……はぅンっ」

			　自分の声さえ刺激になって、お尻が跳ね上がった。早くも潤み始めた視界の中で、メロが必死に粘液を掻き分け駆け寄ってくる。しかし攻撃手段を失った今、彼女も蜜魔にとって格好の餌。その懸念通り、足元から這い上がった蜜に絡まれ動けなくなった。

			「──!!」

			　歪む視界の中、メロが、泣きながら何か叫んでいる。頭が呆けてよく聞こえないけど、謝っているのだけは分かった。桃の目にも涙が溢れる。駆け寄って抱き締めてあげたい。謝る必要なんてないと言ってあげたい。なのに、今度こそ動けそうにない。

			（駄目……。このままじゃ、みんなやられてしまう……！）

			　伸ばした指先が、何かに触れた。必死に手繰り寄せると、それはラクスの大剣。

			「メ……メロぉ!!」

			　桃は淫欲に逆らって上体を起こし、剣と杖を投げた。ヘロヘロの投擲ですぐに落ちたけど、彼女も懸命に手を伸ばしてそれを拾う。

			「こ……このぉ！」

			　クロスさせた二つの武器を、高々と掲げる。武器同士が共鳴し、激しい魔力の渦が蜜魔を巻き上げる。
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			「全部、吸い込めぇ!!」

			　少女の叫びを聞きながら、桃は、安堵の中で気を失った。

			


			　ぺちぺちと頬を叩かれ、目を覚ました。グラウンドの地面にしては、背中が柔らかい。

			「桃、桃！」

			　必死の呼びかけに、重い目蓋を開く。心配そうなメロの向こうに見えるのは、見覚えのある天井。どこかと思えば、桃の自宅マンションだ。

			「あれ……。私、どうして家に……」

			　あの超大型蜜魔は夢だったんだろうか。でも、メロも自分も変身状態。そして、不穏な気持ちになるほど、甘く激しい喘ぎ声。

			「あん、あ……ン、ふぁあぁぁ……」

			「気持ちいい……。こんなの、初めて……あぁぁん」

			　桃は思わず目を見開いた。同じベッドの上で、オレンジと紫の魔法少女が自分の身体を慰めている。橙果は横臥して身体を丸め、胸と股間を無心に愛撫。ラクスに至っては、うつ伏せになって高々と上げたお尻を切なげに振り、両手の指で秘裂を掻き回している。冷徹そうだった表情は面影もなく、涎で桃の枕を濡らすほど。

			「桃、助けて！　あたしだけじゃ浄化の手が足りないよ」

			　お願いされるまでもなく、状況は一目瞭然。性欲の塊みたいになった女の子を二人も相手にするのは、確かにメロには荷が重いだろう。普通にエッチするだけならまだしも、浄化には大量の魔力を必要とするのだから。

			　桃も淫毒の影響が残っている。けれど理性は保てているし、浄化に支障はなさそうだ。

			「分かったわ。結界は？」

			「それが……結界魔法は、さっきの戦闘領域を隠すために全部使っちゃったの。だから桃の部屋を使わせてもらうしかなくて……。勝手に決めて、ごめんなさい」

			　あれだけ派手に戦って人が寄ってこないと思ったら、メロが駆けつけた時点で守ってくれていたからだったのか。頑張ったのに申し訳なさそうな顔をするなんて、本当に人付き合いが苦手なんだと、改めて思う。

			「全然問題ないわ。記憶操作が必要な子たちじゃないし。それで……。メロは、どっちを担当するの？」

			「──え？」

			　メロが驚いた顔を上げる。完全に想定外の質問だったらしい。早く浄化をと思うばかりで、そこまで考えが及んでいなかったんだろう。戸惑い、動揺し、喘ぐ二人を真っ赤に染まった顔で見比べる。ついには、助けを求めるような視線を桃に向けた。

			「どっち、って言われても……」

			　桃が橙果を担当するのは、多分、共通の認識。問題は、メロがラクスの相手をできるかという事。正直なところ、彼女たちがどんな関係か、よく知らない。いくら浄化のためとはいえ、仲の悪い人との性的な行為は抵抗があるはず。

			（その時は、二人とも私が……）

			　体力や魔力の不安は否めないけど、心情的には望むところ。戦った相手とはいえラクス個人に恨みはないし、小柄な無表情少女とエッチできるなんて、またとない機会。

			　迷うメロの手首を、小さな手が掴んだ。紫色の少女が、潤んだ瞳で彼女を見上げる。

			「メロ……お願い……。あなたが……して……」

			「あたし!?　ど、どうして……」

			　いきなりのご指名に、本人が一番驚く。でも、今のでラクスは精一杯の理性を絞り出したんだろう。再びよがるばかりになって、メロの疑問に答えてくれない。

			「ど……どうしよう。桃、あたし、どうすればいいの？」

			　自称・友達のいない少女は、情けない顔でオロオロとするばかり。そんな彼女を抱き締めて、頬に口づけた。

			「私を教室で苛めたあなたはどこに行っちゃったの？　あの娘は、メロがいいって言ったのよ。責任を持って、いっぱい気持ちよくしてあげなさい」

			「桃……」

			　まだ震えが残る彼女を、今度は軽く突き離す。

			「どうしてもって言うなら、二人とも私が食べちゃうぞ……て、きゃあ!?」

			「あーん、桃ちゃぁん。食べて食べてぇ」

			　待ちくたびれた橙果が飛びついてきた。不意打ちでひっくり返る桃の唇に、いきなり舌を挿し込んでくる。心の準備ができていなかったせいで呼吸が乱れ、手足をバタバタさせて仕切り直しをアピールする。

			「ちょ、橙果ちゃ……んぷ、一回離れ……あ、ン、きゅうぅぅぅッ！」

			　舌が触れ合い、堪らないゾクゾクが身体中を駆け巡った。体内に残留する淫魔力が、性感を過敏に刺激する。一瞬にして性欲の虜となった桃は、自分からも橙果を抱き締めた。足を彼女の腰に巻きつけ、両手でオレンジ色の髪を乱しながら唇と舌を擦りつける。

			「あはぁ……桃ちゃぁん……。ん、ちゅぷ、じゅる、じゅぷ、じゅるるっ」

			　派手な粘着音を立て、唾液を交換する。意識するまでもなく二人のコスチュームの胸が開いて、乳房同士を押し当てる。身じろぎするたびに変形する膨らみの中、硬直乳首が擦れ合って、快感の電流に全身を痙攣させる。

			「はぅっ！　は……あ……！」

			　桃は、目を閉じて心地よさに酔い痴れながら、橙果の背筋を指先で逆撫でした。

			「あぅン！　やん、はぁぁぁン！」

			　オレンジの少女が急角度で身体を反らせた。切なげに眉を寄せてイヤイヤと首を振るけど、戦闘コスチュームとは思えないほど背中を露出させているのが悪い。突き出された尖り乳首に吸いついて、もう一方の手をショートパンツの中に忍び込ませた。五本の指で淡い叢を一気に駆け抜け、淫らな熱気の恥襞をくすぐりまくる。

			「ひゃぁぁん！」

			　乳首を吸い上げられ、背中を逆撫でされ、そして性器を嬲られて。一方的な攻めを受ける身となった橙果は、奇声を上げて逃げようとした。もちろんマント腕が肩を掴んでそれを阻止。快感の逃げ場を失った彼女は、狂ったように頭を振り立てた。

			「桃ちゃんダメぇ！　そんな、いっぺんには駄目……。おかしくなっちゃうよぉ！」

			「おかしくなって……。いっぱい気持ちよくなって……」

			　彼女の喘ぎを聞いているだけで、桃の胎内も、性欲で心地よく疼く。もっともっと彼女を苛めたくなって、膣口に中指を突き入れた。

			「はうぅっ！」

			　橙果の全身が硬直する。その力が抜けるのを待って、とろとろの膣肉をゆっくりと掻き回す。もちろん、処女膜は破らないよう慎重に。こんなトランス状態の彼女から、大切なものを無断で奪うわけにはいかない。

			「やん、あぁぁん。桃ちゃんの指が、指……凄い……いいッ！」

			「私も……。橙果ちゃんのここ、気持ちいいよ……」

			　蠢く媚肉に指を舐められ、桃の方こそ背筋に快感が走る。思いきり突き入れたい衝動を抑えて小刻みに震わせると、大量の蜜が滴り落ちた。ぬめりが大きくなるにつれ指の動きも大胆になり、膣口を拡張する勢いで掻き回す。

			「はん、あん！　そ、そんなにされたら……たら……あ、あッ！」

			　腕とマントで橙果を抱き締め、膣責めに集中した。彼女の身体の全部が震える。両手で桃にしがみつき、腰を前後に振り立てる。もう少しだと直感し、耳に吐息で囁きかける。

			「──橙果ちゃんのバージン、そのうち私にちょうだいね」

			　その瞬間、橙果が喜色に蕩けた笑みを浮かべた。全身が硬直する。膣口も収縮し、桃の指をきつく締めつける。

			「あ……あげる……っ。バージン……あげゆぅぅぅっ！」

			　猫の伸びのように反らせた上体が、細かく引き攣る。桃は糸を引いて垂れる唾液を口で受け止めながら、眼前で揺れる乳房に胸を高鳴らせた。そして再び橙果を掻き抱き、口腔内に溜めた唾液を激しいキスで返却。彼女も量を増やして唾液を送り返し、濃厚に泡立った粘液を、二人は何度も贈り合った。

			「ね、ねえ……。桃ちゃんも、わたしに、バージン……くれる？」

			　桃の唇を舐めながら、橙果が甘えた声でおねだりしてくる。瞳の色には淫魔力の残滓が感じられて、どこまで理性的な発言か怪しいけれど、断る選択肢なんてあるわけない。

			「もちろんよ、橙果ちゃん」

			　頬を擦りつけながら承諾する。後でちゃんと再確認するとして、桃はさっそく、その記念日をいつにするか頭を巡らせた。

			「あ……ラクス。あ……あ……」

			　甘い抱擁を楽しんでいたら、すぐ隣からメロの切なげな声が聞こえた。もちろん横目でしっかり見物。彼女はラクスに押し倒されて、口づけの猛攻を受けていた。唇を吸われ、舌を吸われ、桃たち以上に唇周りが唾液でべとべと。開いた脚の間からは水音が派手に響き、紫少女による指責めの激しさを窺わせる。

			「そこ駄目……いっぱい、いっぱい……きちゃう！」

			　メロの細い身体が小さく仰け反る。早くも最初の絶頂に達したみたいだ。

			「待ってラクスっ。あたし、まだ……ふぁあン」

			　制止も聞かず、ラクスはメロの裸の乳房を左右から寄せ、両方の乳首をいっぺんに口に含んだ。そして、じゅるじゅると派手な音で吸いたてる。感情が薄いと思っていた紫少女が、まるで飢えた獣のようだ。淫毒に侵されているとはいえ、それだけとも思えない。

			「ラクス……どうして、こんなに……あんっ。何で、あたし、なの……？」

			　シーツを掴んで悶えながらメロが尋ねる。するとラクスは、下敷きになった乳房の上を這い、質問者に顔を近づけた。

			「ば……馬鹿メロ。そんなの……決まってるじゃない……」

			　浄化が効いているんだろう。ラクスは、息を荒らげながらも、理性を感じさせる口調で、メロの頬を撫でる。桃と、そして橙果も、口づけながら聞き耳を立てる。

			「…………あなたが、好きだからよ」

			「ウソ!?」

			　まさかの告白に、された本人だけでなく、盗み聞き組も思わず二人を振り返る。当然、ラクスの顔には不快感。

			「わ……私がメロを好きで、何が不思議なの？」

			「いや、だって……追跡者が、捕獲対象を好きなんて言ったら……ねえ？」

			　桃が当然の疑問を挟むと、紫色の少女は思いきり唇を曲げた。でも顔は真っ赤で視線も泳いでいるし、恥ずかしがっているのが明白すぎる。

			「う、うるさいわねっ。前から可愛いって思ってたのっ。お友達になりたかったの！　まさかこんな無茶をするなんて……。他の人に捕まる前に、私がどうにかするしかないじゃない！　それなのに……」

			　じろりと睨まれた。彼女にとって、桃の存在は完全にイレギュラーだったはず。メロとの関係は疑えても、何者か分からず対応に苦慮していたに違いない。

			「じゃあ、向こうの世界にいる間に、告白すればよかったのよ。そうしたら、今回みたいな事は起きなかっ……」

			　桃は言葉の途中で固まった。トマトみたいな赤さの膨れっ面になったラクスが、涙を浮かべて睨んでいる。

			「な、何回そうしようと……。それができれば、苦労は……！　だいだい、あなたに言われるまでもなく、メロの減刑を嘆願するつもりらったの。やっと捕まえたんだから、恋路の邪魔しないれっ」

			　メロをぎゅっと抱き締めて、くぐもった声で抗議する紫少女。駄々っ子みたいなその様子に、桃は、自分の軽率さを反省した。

			（そうよね……。簡単に好きって言えるようなら、苦労ないわよね）

			　モテる自覚のある桃だって、好きな人に受け入れてもらえるか不安だった。多少性格は違うけど、メロもラクスも友達作りが苦手そうなところは似た者同士。色々な想いを胸に秘めていただろう事は、想像に難くない。

			　すると、そんなラクスに感化されたのか、橙果が甘えるように抱きついてきた。

			「わたひもぉ、桃ちゃんへの気持ち、ずーっと言えなかった……」

			　拗ねた口調の急な告白に、桃は軽く戸惑った。そういえば、変な形で恋人関係になったから、彼女がどんな思いだったのかなんて、今までちゃんと聞いていなかった。

			「桃ちゃんの事、初めて見た時から素敵だなーって思ってたんらよ？　綺麗で、みんなの中心にいるリーダーで、凛ってしてて……。わたし、そういうの全然できなくって、慕ってくれる人たちに申し訳なくって……」

			　少なからず、驚かされた。ファンがいる事に気づいていないと思っていたら、応え方に悩んでいただけなんて。彼女を分かったつもりになっていた自分が恥ずかしい。

			「わたしなんかが話しかけていいのか分かんなかったし、女の子同士で変に思われないか怖かったし……。分かる？　ねえ、どれだけ悩んだか分かゆ!?」

			　次第に昂揚してきたのか、橙果が肩に掴みかかった。淫毒に酔った勢いでの激白なんだろうけど、悩んでいたのは桃だって同じ。そうでなければ、ピンクさんのふりを続ける必要だってなかったのだから。でも今は、単純に彼女の本音が嬉しい。愛おしさに髪を撫でたら、猫のように喉をコロコロ鳴らした。

			　しかし今度は、ラクスが橙果に影響されたみたいだ。

			「メロは!?　メロは、わらひのコト、どう思ってるの!?」

			「そ、それは……」

			　両手で頬を挟み返事を迫る。困惑したメロが、視線で桃に助けを求める。

			「メロちゃん、ちゃんと答えなひゃい。それが告白に対する礼儀れすよ」

			　言いたい事を言って満足したのか、橙果も子供を相手にするように諭す。でも呂律が怪しくて、どれほど元に戻っているのか判別しがたい。

			（……そういえば、ラクスちゃんも喋り方が変ね）

			　呂律だけじゃなく、目も据わって、酔っ払っているみたいだ。試しに魔力の流れを探ってみると、微量ながら、淫魔力が息を吹き返している。告白の羞恥心が力を与えたのかもしれない。でも彼女たちの場合、そんなものにでも勢いを借りないと関係が先に進みそうにないので、そこだけは蜜魔に感謝してもいい。

			「はいはい、邪魔者は退散しますからごゆっくり。橙果ちゃん、続きをしましょうねー」

			「うん、桃ちゃんっ」

			「そ、そんな……あたし、どうしたら……」

			　狼狽するメロに舌を出し、自分で何とかしろと突き放す。橙果も愛撫を再開し、胸から下半身に向かって手を這わせる。でもやっぱりお隣さんの恋の行方が気になって、二人とも、耳だけはしっかりそちらに向けていた。

			　室内の空気が張り詰める。数センチの距離でラクスに見詰められたメロが、生唾を飲み込み、そして──。

			「こ……こんな、あたしで、よかったら……」

			「うん……うん……」

			　ひとつひとつ言葉を区切り、メロが答えた。ラクスも涙ぐみながら、何度も頷く。そんな初々しい二人を見ていたら、桃も橙果もウズウズが止められない。

			「やったぁ！」

			「おめでとぉー！」

			　堪らず魔法使い組に飛びついた。彼女たちを上から抱き締め、頬に何回もキスをする。

			「もうっ、ふざけないでっ」

			　邪魔しないと言ったそばから構ってくる人間たちを、ラクスが邪険に振り払う。そのくせ、唇は緩んでいた。四人でくんずほぐれつ、抱き締めたり転がったりとじゃれ合っていたら、不意に桃とメロの顔が近づいた。

			「よかったね、メロ」

			「うん……。ありがと、桃……」

			　これで彼女の孤独感が癒されると思うと、桃も胸がいっぱいになる。元の世界に帰った彼女の処遇が不安だけど、きっとラクスが何とかしてくれると信じる事にした。

			　だから、今はお祝い気分で唇を近づける。メロも、目を閉じてそれに応えようとする。

			「らめー！　メロの唇は、もうわらひのモノよ！　この泥棒猫！」

			　そこにラクスが割って入った。なりたて恋人の首にしがみついて唇を奪う。メロが横目で「恥ずかしいから見ないで」と訴えかけてくるけれど、こんな魅惑的シーンを見逃せるはずがない。女の子同士の唇と舌が絡み合う様子を、頬杖を突き至近距離で堪能する。

			「桃ちゃーん。わたしたちも、ちゅーしよう！」

			　でも橙果が飛びついてきて、仰向けにひっくり返された。ちゅうと言いながら首筋に吸いついて、一瞬にして桃の身体を官能世界に引きずり戻す。

			「あん……あん、橙果……ちゃん、あンっ」

			　無警戒に喘ぎを漏らし、でも、隣でメロが聞いていると思ったら、急に恥ずかしくなった。キスを無遠慮に鑑賞した罰かと思ったけれど、重なり合う乳首が擦れる快感に、どうしても声が我慢できない。

			「ン……んく、あ……あはんっ！」

			　甘美な羞恥が、性感を何倍にも高める。隣で喘ぐメロの声と重なって、不思議なバイブレーションが身体を内側から疼かせる。

			「んふふー。桃ちゃんのおっぱい、好きぃ」

			「は、恥ずかしいコト、言わないで……はぁんっ」

			　乳房に頬擦りした橙果は、舌を伸ばして谷間を舐め回した。二つの小山の麓をなぞり、たっぷりと唾液の跡を残したかと思ったら、いきなり右の頂点に駆け上がって乳蕾を口に含んだ。乳輪ごと激しく吸われて、堪らず背中が浮き上がる。

			「やン！　おっぱい……そんなに強く吸っちゃダメぇ……！」

			　駄目じゃない。全然駄目なんかじゃない。もっともっと吸って欲しくて、オレンジ色の髪を抱え込む。彼女はそれに応え、乳突起を舌で弾いた。敏感な先端から、快感電流が身体中に広がっていく。手足の指先まで熱く痺れ、我慢できずにシーツを握り締める。

			「あぅ、ふぁう、あぁぁン」

			「や、あ……ラクス……そんなに吸っちゃ……」

			　そして、髪が触れる距離から聞こえるメロの声も切なく響いて、背筋をゾクゾク震わせた。彼女も同じように、ラクスに胸を責められていた。あの鉄面皮少女とは思えない舌さばきで、乳首を細かく弾いている。視覚と触覚がシンクロし、快感が増幅されていく。

			「すごい……。私、おかしくなりそう……！」

			「おかしくなるのは、これからだよ……」

			　胸の間から、橙果が上目遣いで妖しく微笑む。その濡れた視線に鼓動が高鳴る。桃の期待に添うように、彼女の身体が沈んでいった。舌が胸からヘソ、脇腹を経由して脚の付け根へと近づいていく。そしてラクスもまた、同じ動きでメロの上を滑り落ちる。

			「は、あぁ……んは……っ」

			　もはや呼吸もままならない。桃は期待に胸を膨らませ、脚を開いた。そこに到達した恋人が、焦らす間もなく淫裂を舐め上げた。

			「あぁぁんっ！」

			　堪らず腰が浮き上がった。たっぷり唾液をまとった舌に撫でられ、淫襞がビリビリ痺れる。迸った声が恥ずかしくなって両手で口を塞ぐけど、強張った指の間から漏れ放題。

			　そしてメロも、恋人になった瞬間に秘裂を舐められて、恥じらいながら感じている。

			「ふぁぁぁ……ラクスぅ……。そこ、凄い……。いい……！」

			　──ぴちゃ。くちゅくちゅ、ちゅぷ、ちゅぱっ。

			　彼女と自分の嬌声と、性器が奏でる水音が、淫猥な四重奏になって広い室内を埋め尽くす。それがさらに羞恥を刺激し、快感に転化され、螺旋状に性感が上昇していく。

			「はぁ……。桃ちゃん……桃ちゃん。ん、ちゅばっ、じゅるるる」

			「あぁメロ、メロぉ……。じゅるる、じゅぱ、ずるる、じゅるぅ！」

			「「あぁぁぁぁっ!!」」

			　恋人たちに激しく蜜を啜られて、桃とメロの腰が卑猥に波打つ。シーツの上で手と手が触れ合って、どちらからともなく指を絡め合う。

			　──ぺろぺろ、じゅる、ちゅぱちゅぱ、れろん。

			「ひぃぃぃッ！」

			　陰核を逆撫でされた。快感が強烈すぎて逃げ腰になるのに、腿はしっかり橙果の頭を挟み込む。身体の中で、弱気と貪欲がせめぎ合う。二つの感情の決着がつく前に、彼女の舌が敏感肉芽を嬲り転がす。

			「あう、あう！　そこだめ、ダメぇ！」

			　否定の言葉を吐きながら、彼女の頭を股間にぐいぐい押しつけた。クリトリスへの一点責めに身体が音を上げそうになる。

			　でもその前に、ひと足早くメロが達した。

			「ダメっ！　あたし……イクっ。ラクスっ、あたし……イッちゃうぅっ！」

			　繋いだ手から彼女の絶頂感が伝わる。と同時に、陰核の先端を激しく舌で擦られた。

			「ひ、あ、あッ！　あぁイク、イッちゃう、いくいく、イクぅぅぅッ!!」

			　全身が硬直し、背中が浮き上がる。強張った手がメロを痛いほど握り締め、太腿で橙果を抱き締める。

			「あ、何……？　これ、あ、凄い……桃ちゃんから……あ、あ、はぁぁっ!!」

			「私も、メロから……あ、イク、い……くぅぅぅッ!!」

			　突然、クンニしていた二人までが激しく悶え、一気に絶頂してしまった。掲げたお尻を振り立てながら、ガクガクと全身を痙攣させる。

[image: ]





			「ど、どうしたの二人とも……」

			　驚くけれど、絶頂のせいで力が入らない。すると、メロが息を荒らげながら桃を見た。

			「あ……あたしたちの魔力が放出されて……ラクスたちに影響を与えた、みたい」

			「……やっぱり、魔法少女と蜜魔って、やってる事が同じじゃない？」

			「失礼ね。あと、魔法少女じゃなくて、魔法戦士っ」

			　名称にこだわるメロが、しつこく訂正する。見詰め合ってクスクス笑っていたら、二人の上から影が覆った。

			「桃ちゃんってば、なーにをメロちゃんと仲良くしてるのよぉ」

			「メロも、まだイキ足りないみたいねっ」

			　嫉妬丸出しの恋人たちが襲いかかる。絶頂後の敏感な身体を撫でまくり、舐めまくる。

			「きゃああっ、許して橙果ちゃあん」「ラクス、意地悪しないでぇ」

			　泣き叫んでも許してくれない。桃もメロも反撃に出て、四人はじゃれ合うように愛撫を交わす。攻守を入れ替え、相手を変えて、全員と唇を重ねているうちに、明るい嬌声は、やがて、淫らな喘ぎへと変化していった。

		

		
			
			

		

	

			エピローグ　再びの魔法少女生活

			


			　メロは、ラクスに連れられ元の世界に帰った。魔法陣の中で消えていく二人を笑顔で送ったので、多分、涙は見られていないはず。

			　変身ペンダントも返し、魔法少女も終了。桃たちに、普通の生活が戻った。

			　その後、学園生活は一変した。桃と橙果の恋人関係が、みんなに知れ渡ったからだ。もうコソコソするのが嫌で公然と親密にしていたから、話はすぐに広まった。もちろんファンは大混乱。桃たちに怒りを向ける子もいたけれど、対立する理由がなくなって、騒ぎはほどなく沈静化していった。それどころか、桃たちに影響されて付き合い始めた女の子たちが、何組もいるらしい。

			　そして、二人の関係も、微妙に変化していた。

			「意外だったなぁ。橙果ちゃんが、私以上のオタクだったなんて」

			「そういう言い方はちょっと……。人よりちょっと好きなだけだし……」

			　互いの部屋を行き来して、アニメ鑑賞をする習慣ができた。元から体育会系の友達が多かった橙果は、アニメの話をする機会が少なくて、イベントも隠れて行っていたらしい。最後の浄化の時に桃の部屋を見て、やっと趣味の合う人に巡り合えたと喜んでいた。

			　やがて夏休みになり、二人は初めて泊りがけの旅行に出た。大規模同人誌イベントに、コスプレイヤーとして参加するためだ。衣装は人気の魔法少女アニメで、桃のお手製。最近まで「本物」だった身として、クオリティに妥協は許されない。培った縫製技術と、小遣いを惜しみなくつぎ込んだ渾身の作は、初参加とは思えない注目を集めた。

			　でも、二人にとってのメインイベントは、宿泊先のホテルに戻ってからだった。

			


			「橙果ちゃん可愛い。ほら見て。こんなに素敵……」

			　下着姿になった二人は、ダブルベッドに並んで横臥した。橙果を背中から抱き締めながら、一眼レフの画面で今日の成果を見せつける。

			「桃ちゃん……恥ずかしいよぉ」

			「ンもう、ちゃんと見て。橙果ちゃんへのバースデープレゼントなんだから」

			　今日は彼女の誕生日。それもあって、衣装づくりには気合を入れた。

			　次々と表示される、数百枚にも及ぶ彼女のコスプレ写真。屋外で肩や生足を晒し、恥じらいを捨てきれずにいるポーズが初々しい。中には人に頼んだツーショット写真もあるけれど、他は全部、桃による撮影。カメラ小僧の群れの先頭で、大きなカメラを構え仲間を激写するコスプレ少女、という光景は、ＳＮＳ上でも少し話題になっていた。でも恋人の可愛い姿のためなら、人目なんて気にしていられない。

			「今度はどんな服がいい？　もうちょっと露出高めにする？」

			「そうじゃなくて、人前では……ひゃんッ」

			　桃は耳を甘噛みして、拒否の言葉を遮った。カメラを床に置き、ブラの中に左手を挿し入れる。彼女の背中に胸を押しつけながら、柔らかな乳房を鷲掴みにする。

			「あらあら。橙果ちゃんの乳首、もう硬い。自分の写真で興奮しちゃったの？」

			「ち、違……」

			「となると、こっちはどんな具合かなぁ」

			　お腹を撫でながら、右手をパンツの中へと潜り込ませる。肩が強張ったけど、彼女は自ら脚を緩めて、桃の指を迎え入れた。叢を越え、さらに奥に進めると、秘裂はすでに、驚くほど深いぬかるみの底。

			「あぁ……凄い……」

			　素直な感嘆が、胸の奥から溢れ出る。ふやけて柔らかくなった小陰唇をくすぐるように撫でると、橙果は緩く握った手で口元を隠しながら「あ……」と小さく喘いだ。快活少女の慎ましい声は、むしろ桃の欲情を激しく煽りたてる。

			「橙果ちゃん……！」

			　衝動を我慢できない。素早く上から圧し掛かってキスを求めた。触れ合う前から彼女の舌が伸びてくる。桃はそれにかぶりつき、吸い込みながら唇を重ねた。

			「ん、あ……桃ちゃん。はぁ……ちゅるっ」

			「橙果ちゃん、好き……。ん、ちゅ、じゅる、ちゅぱっ」

			　最初から唾液の音が鳴る激しい口づけ。二人は伸びやかな脚を絡めながら、互いの背中に手を回した。震える指で、相手のブラのホックを外す。それをノールックで投げ捨てると、乳房と乳首を擦り合わせた。

			「あんっ。桃ちゃんのおっぱい、柔らかい……気持ちいい……！」

			　橙果が喉を反らせて悶える。桃は頸動脈から顎を舐め上げ、再び舌で唇を塞いだ。胸だけでなく、お腹や腿も触れ合って、身体が芯から熱くなる。指を絡めた両手をベッドに押しつけ、キスの快感に没頭する。

			　ふと、橙果の動きが止まった。どうしたのかと思ったら、濡れた瞳で遠くを見ている。

			「メロちゃんとラクス、元気かな……」

			　独り言のように、小さく呟いた。どうして今、なんて思わない。彼女たちの事は片時も忘れた事はないし、橙果が名前を出さなくても、桃の方から言っていたかもしれない。

			　だって、自分たちが幸せでいる事への後ろめたさが、心の隅に居座り続けていたから。

			　ひどい罰にはならないと、ラクスは保証してくれた。そうはいっても、状況を知る手段がない以上、どうしたって不安は付き纏う。

			「あの娘のせいで、私、望まないエッチをいっぱいさせられたわ。だからこれからは、思いっきり自分の好きなエッチをしてやるの」

			「……せいで、じゃなくて、おかげでの間違いじゃない？」

			「いいのっ！」

			　わざと悪ぶって格好をつけたのに、突っ込まれるとは思わなかった。図星を指された動揺をごまかそうと、彼女のパンツを引き剥がす。

			「きゃあっ！」

			　嬉しそうな悲鳴で自ら下着を蹴り飛ばした橙果は、即座に起き上がって桃のパンツも抜き取った。全裸になった二人は横臥で抱き合い、脚を交差させながら舌を吸い合う。

			　やがて、どちらからともなく唇を離し、真剣な瞳で恋人を真っ直ぐ見据えた。

			「……いい？」

			　桃の問いかけに、橙果が静かに目蓋を伏せる。二人は、互いの膣口に二本の指をあてがった。ゆっくりと、でも確実に、奥へと埋め込んでいく。額に脂汗が浮かぶ。逃げそうになる腰を抱き寄せ合い、唇をぶつけると同時に、指を一気に突き入れた。

			「──ッ！」

			　鈍痛が身体の中を貫いて、声にならない悲鳴が口腔内で反響する。歯を食い縛っても息が乱れ、大粒の涙がぼろぼろ零れるくらいに、痛い。

			　なのに、薄く開いて彼女の顔が見えた途端、すっと気持ちが穏やかになった。

			「わたし……これで、本当に桃ちゃんとひとつになったんだね……」

			「うん……。私も、橙果ちゃんを感じる……」

			　指を包む膣肉が、脈動している。それは痛みの疼きなのだろうけど、ときめきの鼓動と同調しているように感じた。破瓜はかの血さえ温かく、胸が幸福感で満たされていく。

			　これが、本当の誕生日プレゼント。二人は指を挿入したまま、再び顔を近づける。でも唇が触れようとした寸前、素っ頓狂な叫びが部屋に轟いた。

			「あー！　二人ともロストバージンしてるー!!」

			「きゃあぁぁぁ!?」

			　エッチ中、しかも女の子にとって一生に一度の大切な場面での侵入者に、抱き合って悲鳴を上げる。でも、何だか聞き覚えのある声。

			「……メロ!?　それにラクスちゃんも!?」

			　変身した緑と紫の少女が、ガラスをすり抜け部屋の中を覗き込んでいた。それくらいの芸当は驚くに値しない。彼女たちがここに現れた衝撃に比べれば。

			「家にいないから探しちゃったじゃない。こんなに遠出してるとは思わなかった」

			　文句を言いながら、メロがすとんと床に降り立つ。ラクスも無言で後に続く。桃と橙果は、唖然として抱き合ったまま、やっとの思いで身体を起こした。

			「な、何で、ここに……？」

			　メロは後ろで手を組み、気まずそうに苦笑して、視線でラクスに助けを求めた。紫色の少女が仕方なさそうに溜息を吐き、とんがり帽子を脱いで頭を下げた。

			「あなたたちに、また協力をお願いしたいの。実は……蜜魔よりも強力な魔獣が、この人間界に放たれてしまって……」

			　まさかと、メロに目を向ける。彼女は慌てて頭を振った。

			「今回はあたしじゃないよ！　……まあ、模倣犯ではあるらしいんだけど」

			　だったら責任の半分はありそうな気もするけれど、それを責めたら可哀想だ。

			「そこで、メロへの罰として、魔獣討伐の命が下ったのよ。私は、同行の監視役」

			「……それって、罰としては重いの？　軽いの？」

			　ラクスが当たり前のように語る内容に、人間二人は理解が追いつかない。首を傾げて尋ねると、彼女は急に項垂れた。

			「……任せろなんて大口を叩いたくせに、不甲斐ない」

			「ううん、ラクスは十分に頑張ってくれたよ。この任務を成功させれば自由になれるんだし、何てったって、こうして桃たちにまた会えたんだから、すっごく嬉しい！」

			　魔法使いたちが慰め合っている。彼女たちの認識では、期待したより軽くできなかったという事なんだろうけど、処罰感覚が共有できなくてピンとこない。

			　でも、メロが最後に言った部分だけは、まったくの同意見だった。

			「で、ここからが本題なんだけど……」

			　メロの言葉を受け、ラクスが変身ペンダントを二つ差し出す。ピンクとオレンジに輝く宝石で、前よりも一回り大きい。

			「強化した新型だよ。でも使用者を確定する手続きと、もうひとつ……エネルギーの充填がまだなの」

			「へぇ。充填って、どうするの？」

			　ペンダントを眺めていた橙果が、視線を上げてラクスに尋ねる。すると彼女は、まったく表情を変えないくせに耳まで一気に真っ赤になった。あうあうと口籠るだけの恋人に代わってメロが、しかしこちらも、モジモジと身を捩りながら答えた。

			「女の子の……ね、絶頂エネルギーを吸わせるの。快感が強くて回数が多いほど、より強くなれる仕様で……」

			「…………魔法使いの世界って、やらしい事しか考えてないの？」

			「そ、そっち方面の研究が突出して盛んなだけで、それしか、というわけじゃ……」

			　桃の指摘に、緑髪の少女がますます赤くなる。当たらずとも遠からずといった感じみたいだ。彼女たちの世界が一体どうなっているのか、俄然興味が湧いてきた。

			「そ、それより！　……だめ？」

			　メロが、遠慮がちに意向を確かめる。桃と橙果は顔を見合わせ、そして。

			「ダメなわけないじゃない！　私たち、また魔法少女になれるのね！」

			「魔法少女じゃなくて魔法戦士……きゃああっ！」

			　歓喜しながら魔法使いたちをベッドに押し倒す。でも急に動いたせいで、処女だった部分に痛みが走った。

			「痛たた……。そ、そういえば……その……これって、魔法に影響しない？」

			　シーツに点々と残る、破瓜の証を目で指し示す。

			「問題ないよ。だって、あたしたちも……」

			「メロっ！」

			　紫の少女の焦った声に、緑の少女が慌てて口を塞ぐ。でも、その反応だけで十分。罪とか罰とか騒いでいた割に──というより、だからこそなんだろう。先を越されていたとは思わなかったから、悔しくもあり、嬉しくもあって、複雑な気分。

			　何にせよ、こんな体調ではエネルギーの充填なんて無理。せっかく盛り上がった気分が落ち込みそうになる。するとメロが、腰から試験管を差し出した。

			「生命と性の研究に長けた魔法使いを甘く見ないでよね。このお薬で、どんなに激しくしても濡れ濡れのメロメロよっ」

			　言い方が下品とラクスが眉を顰める。だけど、その薬に向ける熱い視線を隠しきれないのは、彼女も使用経験者だからなんだろう。魔法使いたちは桃たちを並んで横たわらせ、その指に、とろりとした黄金色の液体を絡ませた。

			「はーい。それじゃ脚を開いてくださいねー」

			「ちょ……メロたちが塗るの!?　それに、その色……嫌な予感が……」

			「分かっちゃった？　うん、原料は蜜魔と同じ。でも実績のあるお薬だから大丈夫っ」

			「大丈夫って、ホントに？　ちょ、待っ……ンッ、あっ！」

			　メロの指が、桃の膣に挿入された。破瓜した場所を擦られ、身体を強張らせる。でも、それはほんの数秒で変化した。痛みが嘘のように引いていく。入れ替わるように、別の感覚が胎内に湧き上がってきた。痛覚とは別種の、熱い疼きが。

			「あ……あっ、何これ……。ふぁ、あッ！」

			　思わず疑問を口にするけど、本当は分かっていた。一度始まってしまったら、簡単には手離せない底なしの性欲。身体の内側を擦られるなんて初めてなのに、螺旋状に出入りする女の子の細い指が気持ちよくて堪らない。

			「ふぁ、あ、あ……あぅふぁあぁぁうっ！」

			　淫裂が大量の蜜を漏らす。浮いた腰が、いやらしく波打ってしまう。メロが楽しそうに見下ろしているのが悔しいけれど、そんな屈辱感さえ快感となって体内をうねる。

			「あん、あぁ凄いぃ……っ。ラクスぅ……桃ちゃぁン。これ、すごいのぉ！」

			　橙果も同じように全身で悶えていた。二人の脚が交差して、引っ張り合って、はしたない大股開きに。そんなお嬢様にあるまじき屈辱も羞恥も、全部が気持ちいい。

			「凄い、メロ凄いの来る……来るのぉ！」

			「桃ちゃん、あたしも、ラクスの指が、奥に……あッ、ンあぁぁぁっ！」

			　二人はしっかり手を握り合い、全身を強張らせた。身体を左右に捩じり、仰け反らせ、涙を流して頂点に吹き飛ばされる。

			「あ、あ、あ……ふぁぁぁぁっ!!」

			　何度も何度も腰がバウンドする。自分の身体なのに止められない。しかも魔法使いたちの悪戯で、絶頂中も膣肉を抉られ、もっと高い頂へと飛ばされた。

			「はぁ……はぁん……。メロぉ……こんなのズルいよぉ……。お薬で、こんなに……」

			「凄いでしょ、て言いたいところだけど、いくら何でも激しすぎだよ。あなたたちが淫乱すぎなのっ。……ん？　それとも人間だと効果が大きく出るのかな」

			　メロが研究者としての顔をしてみせる。桃たちの乱れた姿を見て興奮したくせに、冷静を装っているのが憎らしい。そんな彼女に屈したと思われるのが癪で、矛先を橙果に向けた。勢いまかせに、今まで聞けなかった事を思いきって尋ねてみる。

			「橙果ちゃんは？　久しぶりのラクスちゃんとのエッチは気持ちよかった？」

			　すると彼女は、心当たりがないような顔で首を傾げた。

			「うん……もちろん、だけど……。久しぶりって？」

			「ほら、あの時よ。ラクスちゃんに連れ去られた時。変身アイテムを貰った時！」

			「……ああ！　あの時の事なら、別に何もなかったよ。蜜魔に襲われる直前で助けてもらったから。……そう言わなかったっけ？」

			「聞いてないわよ！」

			　思わせぶりな態度で終わっていたのを完全に忘れていたみたいだ。とはいえ四人ともすっかり友達になったわけだし、今さら恨むような事でもない。それに「ごめんね」とウインクする橙果があまりに可愛くて、許す以外にどうしようもない。

			　感情の行き場を完全に見失い、仕方なくラクスに状況を尋ねた。

			「それで、どうなのかしら。エネルギーは溜まった？」

			「ええ。派手に気持ちよくイッてくれたから、とりあえずは十分なくらいに」

			「……とりあえず？」

			　宝石の輝き具合を観察する紫少女の呑気な返答に、桃と橙果の目に不満が宿る。

			「私たちとエッチして、そんなもので満足してもらっては困るわねっ」

			「え……きゃあぁぁ!?」

			　桃がラクスに、橙果がメロに、交差して飛びかかった。奇襲を受けた魔法使いたちが悲鳴を上げる。特にラクスの本気で驚いた声なんて初めて。桃の嗜虐心に火が点いた。彼女のペンダントを勝手に操作し、変身を解除。服も脱がせて全裸にしてしまう。

			「も、もう充填は十分って……」

			「あらラクスさん。絶頂すればするほどいいって話じゃなかった？」

			「そうだけど……きゃうんっ」

			　有無を言わさず押し倒し、唇を奪う。まさか桃に襲われるとは思っていなかったんだろう。舌でノックしても、口を小さく開閉し、受け入れるかどうか迷っている。

			「どうしたの？　私とのキス、初めてじゃないよね」

			「あ、あの時は蜜魔の影響が……あ……っ」

			　ラクスが横目で隣を見る。やはり全裸に剥かれたメロが、橙果に唇を塞がれ困惑気味。

			　「カノジョ」が「親友」にキスしている光景は、桃の胸もざわつかせた。蜜魔に毒されての乱交とは、確かに微妙に心情が違う。

			「でも、すっごく興奮しない？」

			　ラクスのとんがり耳に囁くと、彼女の肩がピクンと跳ねた。改めて唇に舌を挿し入れたら、おずおずと、小さな舌先が伸びてくる。

			「桃って、ヘンタイね」

			「ラクスも……ていうか、私たちみんなでしょ」

			　二人はくすっと微笑んで、今度はしっかりねっとり、舌同士を絡ませた。小振りな乳房を揉みしだくと、彼女の細い腰が切なげに捩れる。

			「あは、ラクスちゃん可愛い……。初めて見た時から、苛めてみたかったの」

			「初めてって……戦ってた時に？　あなたって本当にヘンタイ……はぅっ！」

			　それを聞いていた橙果が、メロに頬擦りしながら妖しく目を細めた。

			「わたしも、メロちゃん可愛いと思ってたんだぁ。またエッチできて、すっごく嬉しい」

			「と、橙果もなの!?　人間って、あたしたち以上に変なんじゃ……ンみゅっ」

			　呆れるメロの唇を、再び舌挿入で塞ぐ橙果。桃たちの多情さにラクスが閉口している隙に、膣へ指を潜り込ませた。予告なしの侵入に驚いて、小振りなお尻が跳ね上がる。

			「んあっ！　も、桃……そこは……んぁっ」

			　狭くてきついけど、柔らかくて温かい。不思議な感覚の媚肉を無遠慮に掻き回すと、彼女の方から口づけてきた。最初の躊躇が嘘のような、唾液を交換する濃厚キス。彼女も桃の膣に指を突っ込み、直前まで処女だった事もお構いなしに擦りまくる。

			「あうんっ、あんっ。ラクスちゃんて、顔に似合わず激し……あぁぁんっ」

			　余計な事を言うなとばかりに乳首を抓られた。もちろん桃には、大量の愛蜜を垂らしてしまうくらい心地いい刺激。互いの唇を舐め合っていたら、隣から妖しい気配が。いつの間にか、橙果とメロが身体を起こして向かい合い、互いの性器を密着させていた。卑猥に腰で円を描きながら「あんあん」と甲高い声を重ねて喘いでいる。

			「ね、私たちも……」

			　囁き声で誘ったら、ラクスは頬を染めつつ、遠慮がちに頷いた。起き上がって脚を交差させ、女性器と女性器でキスをする。触れ合った瞬間、彼女の笑みが蕩けた。このプレイがお好きと見た桃は、陰唇が捩れるほどの勢いで腰をグラインドさせた。

			「はぁぁぁん……。桃、すごおぉい」

			　顔だけでなく、声までトロトロ。あまりに甘い響きに、仕掛けた桃まで疼きに悶える。快感に首を揺らしていたら、メロと目が合った。彼女からもとっくに躊躇いは消え、淫靡な表情で橙果との貝合わせを楽しんでいる。

			「メロ……」「桃ぉ……」

			「ラクスぅ……」「橙果……」

			　向かい合った少女と性器でキスをしながら、隣り合った同士で手を繋ぎ、唇を重ねる。エネルギーの充填なんて建前すら忘れ、四つの口づけに夢中になる。

			　魔獣退治さえ、この四人には、きっと余興。淫欲の毎日こそが主目的。魔法で結ばれた恋人たちは、楽しくなりそうな予感に胸を躍らせ、快感の渦の中に溶けていった。

		

		
			
			

		

	



小説　あらおし悠ゆう

魔法少女ものです。今までも何度か提案していたのですが、この度ようやく形にできて、感無量です。エッチはもちろん、バトルシーンも頑張りました。私も魔法が使えたら空を飛んでみたい……と言いたいところですが、よく考えたら高いところが苦手でした。




挿絵　鈴音すずのねれな

イラスト担当の鈴音れなと申します。今回は魔法少女たちを描かせていただきました！　あらおし先生の描かれる面白く、可愛く、かっこよく、えっちなシーンを自分なりに最大限表現できるよう頑張りましたのでお楽しみいただけますと嬉しいです！

http://suzunonerena.com/
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